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例　　言

上　本書は佐久市建設部都市計画課による、まちづくり交付金事業　都市計画道路3．3。3．号　原東1

号線造成工事に伴う発掘調査報告書の第3分冊である。

第3分冊は東大門先遺跡Ⅱ、西八日町遺跡Ⅲの報告をしている。

2．調査原因者　佐久市建設部都市計画課

3。調査主体者　佐久市教育委員会文化財課

4．遺跡名および所在地

東大門先遺跡Ⅱ（IIHⅡ）　　　佐久市岩村田字東大門先e西大門先

西八日町遺跡Ⅲ（INCⅢ）　　　　佐久市岩村田字西八目町

5。調査面積

調査面積　　開発面積　（延長1。026m幅員22m）　　22。572Id

東大門先遺跡Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　2。730山

西八日町遺跡Ⅲ　　　　　　　　　　　　　　2．650前

調査面積　　　　計　5．380前

6．現場の発掘調査の担当は以下の通りである。

東大門先遺跡Ⅱ　森泉かよ子（H18e19）、林幸彦e佐々木宗昭（H21）

西八日町遺跡Ⅲ　森泉かよ子（H19）。上原学（H19e H20）

7。本遺跡の整理作業は、森泉が行い、石器については須藤が担当した。編集。執筆は森泉が行った。

なお、弥生前期の土器e炭化種子については中沢道彦氏に記述をお願いした。また、陶磁器類

は（財）長野県埋蔵文化財センター　市川隆之氏にご教示いただいた。ここに記して御礼申し上

げます。

8。本遺跡の出土遺物の保存処理。鑑定の委託は以下の通りである。

金属製品e漆製品保存処理　　株式会社　東都文化財研究所

樹種e種実鑑定e骨鑑定　　　パリノ。サーヴェイ株式会社

9．本書及び本遺跡の出土遺物の資料は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。



凡　　例

1．遺構の略号は以下の通りである。

竪穴住居址・竪穴状遺構（Ta）－H　掘立柱建物跡－F　土坑－D　ピットーP

溝址－M

2．挿図の縮尺は原則として以下の通りである。

遺構一1／80　　遣物－1／4　　但し、石器は玉類・石鉱一原寸　打製石斧－1／3、

敲打・磨石一1／4、大型品－1／6・1／8、鉄製品－1／2

3．遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」とした。

4．土層の色調は1988年版『新版　標準土色調』に基づいて示した。

5．写真図版中の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。図版中の縮尺はほぼ挿図と同じである
が、異なるものもある。

6．遺構の計測は下図に示した測定値である。

竪穴住居の面積は床面積で、長軸長×短軸長である。

壁残高は最大長である。
長軸長と短軸長の差が1割を越えたものを長方形とした。

住居址

◎◎◎
◎　◎

掘立柱建物址　　　　　土　坑　　　　長軸方位

7．遣物一覧表の（）は推定値、　〈　〉　残存値、－は測定不可能であることを示す。

8．本報告書挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

遺　物

⊂＝］赤色塗彩　⊂＝コ　粕　■■表須恵緋面

書■表黒色処理
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第1節　竪穴住居址

享：享　責三三三圭三＝

第1節　竪穴住居址（Ⅲ）

（1）H1号住居址

本住居址はう26グリットにあり、F1号掘立と、PlOに切られる。方形を呈し、南北長462cm、

東西長453cmを測る。壁は深い所で36cmを測る。カマドは北壁にあり、主軸方向はほぼ北を指す。

カマドの火床は床面とほぼ同レベルで、焼土。支脚石が残っていた。袖は地山を残し、袖先に河床

礫を立て、地山のロームで構築している。カマド内には、12の土師器鷺、7の鉢、カマド西側に2

e5e8の椀ないし鉢、大型品の11の甑がある。東には6◎4の鉢と9の中型の賓が使用状態で残

っている。5の鉢だけが南西にある。

床面はそれほど締まってはいないが、粘性のあるロームブロックを入れ貼っている。主柱穴は明瞭

ではなく、浅いものである。南壁下中央に径64cm、深さ50cmの貯蔵穴がある。床面中央にあるP8は

方形で一辺28cm、深さ33cmを測る。壁下に周溝を廻している。

1の土師器杯は厚手で、内面に雑なミガキ後、3～4本を単位に、放射状に暗文を施す。黒色処理

も中途である。外面は底部へラ削り、口緑横ナデ後わずかにミガキ調整される。2は杯蓋模倣の杯で

日録にわずかな外稜があり、ミガキ調整が雑ではあるが全面に施されている。3は丸底に外稜を持っ

て目線がたちあがり、端正なつくりである。4の杯は口線内稜を持って外反するもので、内面に雑な

放射状暗文を施す。5。6の杯は大小のセットで底部から口緑全体が内湾し、ミガキが丁寧で、色調

が赤褐色で整っている。7e8は鉢で、ミガキ調整される。9。10の鷺外面胴部はナデ調整される。

日録は「く」形を呈し中e小の賓である。12の賓外面はパケ目が残るナデ調整され、ゆがみが著し

いため、実測図断面は外反器形であるが9。10の「く」字形に近いものである。甑は大型で、薄手、

口緑端部が矩形を呈し、ミガキ調整される。一住居内の良好な土器セット資料である。

これらより該期は5C末～6C初頭に位置付けたい。

（2）H3号住居址

お22グリットにあり、F4e F9。F12、単独ピットに切られる。南北長500cm、東西長492cmの

方形を呈し、壁高は最大で32cmを測る。カマドを北壁中央に持ち、主軸はほぼ北を指す。

焼失家屋で、炭化材が残り、カマドの周囲に土器が出ている。炭化材は分析によればコナラ節3点

とブナ属の1点が確認された。炭1～炭3がコナラ属、カマド前の炭4がブナ属である。構築材とし

て、コナラ属が使用されたことが確認された。

カマドはF4e F9のピットに壊され、一部が残っていた。床面と火床は同じ高さで、袖の先端に
河原石を立て、粘土で構築している。

主柱穴は4本で柱痕はおおよそ径16cmの円形である。柱穴の堀方は上端で径40～90cm以上、深さ

90cmを測る。南西壁下に88cm、深さ60cmの貯蔵穴がある。P8は長径48cm、深さ12cmの楕円形の穴

に、8の土師器鉢の目線の高さが床面と同じ高さになるように入っていた。穴に埋設した鉢である。

壁下には周溝が廻っている。床面は一部にカマドと同じ粘土を、全般には地山に近い土を貼っている。
床面中央には床下ピットがある。

須恵器壷は検出面からの出土で、伴うものかはわからない。本址からは土師器、敲石と台石が出土

する。4の土師器杯は全体に内湾するもので、ミガキ調整される。5は明瞭ではない外稜から日録が

直立し、ミガキ調整される。6の杯は日録が内稜を持って外反し、器高の深いものである。7は横ナ

デされた日録が外反気味に仕上げられる。口径に対し器高が深い。8は鉢で日録が外反し内面に放射

－3－
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Hl　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を少し含む。
2．黒褐色土層（10YR2／〕）

地山砂を多く含む。
3．暗褐色上層（10YR3／3）

地山砂主体に黒色土を含む
4．赤褐色土層（5YR4／6）

焼土
5．暗褐色土層（10YR3／〕）

ローム主体。（袖）
6．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

7．黒褐色土層（75YRj／2）

（カマド堀方）

8．褐色土層（10YR4／6）

他山砂主体。

9、暗褐色土層（10YR3ノ3）
地山砂を多く含む。

10．暗褐色土層（10YR3／4）
ローム粒子を含む。

11，暗褐色土層（10YR3／4）

地山砂のやや粘性のあるロー
ムブロックを含む。（貼床）

12．黄褐色土層（10YR5／5）
ローム主体。

第3図　H1号住居址（1）

－4－
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0　　（1こ4）　　10cm

第4図　H1号住居址（2）

状の暗文が施される。9は短くロ縁が外に折られる小聾である。ミガキ調整されるが内面は雑で、外

面はヘラ削りが残っている。10は甑で、焼成前穿孔ではあるが端部をほとんど整えていない。器面

はナデ調整のみである。11の甑は口緑が外反し、外面休部はヘラ削り、内面は雑にミガキが施され

る。12は口線端部が内湾する壷。13・14は壷としたが胴部にミガキ調整を施す丸胴聾である。口縁
は「く」字形を呈すが外反傾向がみられる。15は小形の賓で、体部はナデ調整である。16のミガキ

・赤色塗彩されたものは器台か高杯か蓋が考えられるが、土師器であるか判然としない。
これらより、本址もH1号住居址と同じ5C末～6C初頭であろう。

－5－



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

P4　　　　P6　P7

⊆　　　8　68旦’

百’

H’　H B’

7　6

了

L H3　カマド遺物（南より H3　カマド堀方（南より）

H3　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2！2）
2，黒褐色土層（10YR2ノ3）地山砂多量に含

む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）地山砂を含む。

4．暗褐色土層（tOYRコ／3）
地山砂を含む。（周焙）

5．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

粘土質。75YR4／3土を多量に含む。
6．褐色土（7．5YR4／3）粘土
7．焼土
8，黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を含む㌔

9．黒褐色土層（10YR2／3）柱痕
10．黒褐色土層（10YRか3）
11．暗褐色土層（10YR3／3）砂主体。

8　12　褐色土（7．5YR4ノ4）
13　暗褐色土層（10YR3／3）
14　黒褐色土層（10YR3ノ2）
15．極暗褐色土眉（7．5YR2／3）

焼土・炭化物粒子を多く含む。
16　暗褐色土層（10YRj／3）砂主体。
17．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）細かい砂。
1臥．黒褐色土層（10YR2／3）砂質。
19．黒褐色土層（10YR3／2）

他山砂を含む。（貼床）
20．暗褐色土層（10YRj／4）地山砂主体
21．暗褐色土層（】OYR〕／3）

地山砂主体。（堀方ピット）
22．黒褐色土層（10YR2／3）

柱痕（堀方ピット）
23．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。（堀方ピット）

0　　（1こ4）

第5図　H3号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

（3）H4号住居址

え22グリットにあり、東西に長い長方形を呈し、南北長315cm、東西長372cmを測る。壁高は2cm
～15cmと浅く撹乱が床面に及ぶ地点がある。

カマドは北壁の東に寄り、袖の粘土の痕跡がわずかに見られた。主軸方位はやや東に振れるが北を
指す。F4・単Pに切られる。

主柱穴は明確ではなく、P2は柱痕を持つ小ピットであるが、重複するピットであるかもしれない。
壁下には周溝が廻り、壁中ほどに小ピットがみられる。

床面は砂質土に黒色土ブロックを含む土が貼り床され、堀方は中央が高く周辺部をやや深く掘り込
んでいる。南西には長径40cmの隅丸長方形の床下土坑がある。

出土遣物には須恵器と土師器があり、須恵器は底部回転糸切りされた杯で、底径が広く口緑径の半
分の数値を持つ。口線の立ち上がりは直線に近い形態である。

これらより、8世紀後半の土器であり、奈良時代の住居址であろう。

－7－



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

こl　　　　　くl

旦21　6　　　　　　7 l＼“ト、、ぶ肘

榔

山
カマド堀方
－5345旦’F

瘍瘍勿

土層説明
黒褐色土層（10YR2／2）
地山砂・小石を含む。
暗褐色土層（10YRj／コ）
地山砂を多量に含む。
黒褐色土層（7．5YR3ノ2）焼土

山　　　4．黒褐色土層（7，5YRj／2）
粘質土を少々含む。（袖）

5，黒褐色土層（10YRZ／2）（カマド堀方）
6．黒褐色土層（10YR3／2）

地山砂を多く含み、黒色土ブロッ
クを含む。（貼床）

7．褐色土層（10YR4／4）
所々黒色土を含む。（堀方）

10C【1

L（1ニ4）」

（4）H5号住居址

は22グリットにあり、南北326cm、東西378cmを測り、長方形を呈する。壁高は13～35cm、カマ

ドは北壁中央にあり、主軸方位はほぼ北を指す。南壁を撹乱に一部壊され、Fll・単独ピットを切

る。調査は南北の2段階でなされ、別々に調査した。カマドは壁の外に突出し、壁のラインにカマド

袖口の芯材の河床礫跡があり、小礫をおいて粘土を貼り構築している。主柱穴は四隅近くに設けられ、

柱間は東西240cm南北200cmである。床面はロームブロックを含む土で貼床され、締まっていた。床

下中央には長径140cmの長方形の落ち込みがある。内周するプランの掘り込みがあり、規模の拡張が

なされている。南東隅も低くなっていた。

出土遺物には須恵器・土師器・鉄器がある。須恵器は杯蓋・杯・壷・饗類の破片がある。須恵器の

蓋はつまみの貼付されるもので、杯は直線的に口線が外傾し、底部径の比が5割を切るか近いもので

ある。土師器は杯と嚢があり、杯は内面黒色処理ミガキ調整、底部へラ削りされる。賓は器肉の薄い

武蔵嚢で、口縁形態は「く」字形である。鉄器は刀子と断面形四角の軸がある。

これらより、本址は8C後半の住居であろう。

－8－



第1節　竪穴住居址

4＼

li亨i去ラム±；；

9　　　D’

i千三：：Ir…‥一丁与！．三…千丁

標高699．40m

H5　土層説明
1．黒褐色土層（】OYR2／2）地山砂を含む。
2　黒褐色土屑（10YR2／2）

地山砂を含む。1層より黒色弱い。
3．黒褐色士層（10YR2／2）

地山砂・炭化物・焼土を含む。2層よ
り黒色強い。

4．黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を多く含む
5，黒褐色土層（10YR2／3）（周溝）
6．黒色土層（10YR2ノD焼土・炭化物を含む
7．黒褐色土層（10YR3／1）

粘質土。灰を多量に含む。
8．褐色土（7．5YR4／4）焼土
9．黒褐色土層（7．5YR2／2）

粘土を含む。（カマド堀方埋土）
10．暗褐色土層（10YR3ノ4）

地山砂を多く含む。（カマド堀方埋土）

E，ハ　…　′、E！＋11・黒褐色土層（10YR2ノ3）
ロームブロックを含む。（貼床）

】2．黒褐色土層（10YR2／3）

ロームブロックを含む。（貼床）

13．黒色土層（10YRl．7／1）わずかに砂を含む

14．褐色土層（10YR4／6）砂主体。

2m（1こ80）

H5　カマド（西より）

11　　　12
‖2　　　⊆＿’

ノ

15

第8図　H5号住居址

ー9－
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

P2

H6　土層説明
1．黒褐色土層（tOYR2／2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2ノ2）

1層より小石を多く含む。
3，黒色土層（10YR2／1）

地山砂・小石を含む。
4．黒褐色土層（10YR2ノ2）

地山砂・小石を含む。
5．黒色土層（10YR2／l）

地山砂・小石を含む。
6．黒褐色土層（tOYR2／2）（周性）
7．黒褐色土層（10YR2ノ2）柱痕
8．黒褐色土層（10YR2／2）

粘土を含む。（カマド堀方か）
9．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・粘土含む。非常に締まる
（貼床）

IO．暗褐色土層（10YRコ／3）

ノHlO　土層説明
1，黒褐色土眉目0YR2／2）

地山砂を含む。締まりあり。
2．黒褐色土層（10YRか2）

1層より黒色強。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

にぷい黄褐色（10YR5／4）砂主体
4．黒色士層（10YR2ノ1）

（周構）
5．黒褐色土層（10YR2／2）

柱痕
6．暗褐色土層（10YRj／3）

砂主体。
砂主体に黒色土ブロックを含む0　7．黒褐色土層（tOYR2／コ）

11．黒色土層（10YR訂1）
地山砂を含む。

12．暗褐色土層（10YRj／3）砂主体

地山砂・粘土を含む。（貼床）
8．黒色土層（10YR2／1）

他山砂を含む。

∈∃＝ノ

第9図　H6・10号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

H6・HlO

J く

l l

ll

一幸語1⊂≡＝≡≡∋く二二≒二華二II

第1。図。6．1。号住居悪。2）ロ（1竺笠，ロl棋2）

（5）H6・10号住居址

へ21グリットにあり、H6号住居がH10号住居と重なり、大半を壊しているので、明確な時期が
判明しないので、併せて報告するo H6号住居は小海線に東半分を壊されている。南北長は536cmを

測り、壁高は47～59cmを測る。カマドは残存域からは検出されていないが、南北セクションの北側
堀方に粘質土があることから北壁にあると推定される0床面は粘質土を含み非常に締まっていた。

主柱穴の柱痕が残り、Plは隅丸・P2は円形を呈し長径30cmを測る。ピット堀方は長径70cm前後、
深さは60～70cmを測る0北西に径70cm、深さ20cmの円形の落ち込み、南壁に径50cm、深さ33cmの
ピットがある。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある0須恵器は杯・高杯・壷・賓の破片がある。須恵器杯
は破片で全形は不明であるが、底部回転へラ切りされた1・3・4の杯と5の底部周辺を手持ちへラ

削りするものがある014の土師器杯は、内面ミガキ、五角に暗文を施し、底部手持ちへラ削りの杯
が床面から出土する。15の土師器椀は口径9・4cmの小形品であるが、器面の内外全面がミガキ調整さ

れるもので、甲斐型土器である。8C後半にみられものである0（1992、山梨県考古学協会『甲斐
型土器－その編年と年代』）18の土師器賓は器肉の薄い武蔵饗であり、口縁部形態は「く」字形を

呈す019の土師器丸胴餐片もある。覆土3層中の炭化物はオニグルミと分析されている。
これらより、本址は8世紀後半に該期が求められる。

H10号住居址はへ21グリットにあり、H6号住居址に切られ南壁側60cmとH6号住居址の堀方
で検出された0平成18と19年度の調査境がH6とH10の南壁辺であったた臥新旧を分けた調査を

していない0南北521cmを測り、東側は小海線に壊されている。柱痕を持つ2柱穴があり、南東の浅

111－



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

H7　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を多く含む
2．黒褐色土層（10YR2／3）

1層より地山砂が少ない
3，黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・′卜石を含む。
4．黒褐色土層

地山砂を含
5．暗褐色土層

他山砂を多
6．赤褐色土層
7．暗褐色土層

（10YR2／3）

む。

（10YR3／3）

く含む。

（5YR4ノ6）焼土

（10YR3ノ4）

地山砂を含む。（カマド堀方）

8．暗褐色土層（10YR3／3）

黒色土ブロックと他山砂混在

よく締まる。（貼床）

9．褐色土層（10YR4／4）

他山砂主体。

い土坑は貼床されていた。

出土遺物は須恵器杯蓋の1がある。つまみが貼付されている0つまみは扁平で、中央がわずかに尖
っている。

これらより、H10号住居はH6号住居址より古いが、時期差のない住居であろう。

（6）H7号住居址
え25グリットにあり、南北長268cm、東西302cmを測り、南東隅は丸みを持ち、方形の崩れた形態

である。カマドは北壁の東に寄っており、主軸は100北より西に振れている。Dlに北東隅、単独ピ

ットP2にカマドを切られ、東西壁は撹乱小満に切られる0壁高は12～30cm、床面は黒色土ブロック

が混在し、締まった床である。主柱穴は検出されず、南壁中央に長径40cm、深さ8cmの円形ピット
がある。

カマドの火床面は残り、袖の粘貿土がわずかにあった。南西の床下には円形の落ち込みが見られた0

出土遺物には須恵器・土師器があり、須恵器は嚢か壷の平行敲き目の平底である0、土師器賓は器肉

の薄い武蔵賓で、口線部形態は「く」字形を呈す。

これらより、本住居は8世紀後半に該期が求められる。

－12一



第1節　竪穴住居址

H8　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／〕）

地山砂を多く含む。
2．黒褐色土層（lOYR2／3）

地山砂を含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

′ト礫・地山砂を含む。
4．暗栂色土層（10YRj／3）

地山砂を多く含む。（貼床）
5．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂に黒色土を含む。（堀方）

、

標高699．60u

（1・80）　　　2m

第12図　H8号住居址

0　　（1こ4）　　　10cm

（7）H8号住居址

お21グリットにあり、住居の北東隅をわずかに調査した。現道と小海線により、詳細は分からな
い。壁高は47～53cmを測り、床面は厚く貼床される。

出土遺物には須恵器嚢、土師器杯片がある。土師器杯は、内面に暗文を持ち、外面底部がへラ削り
される。

これらより、奈良時代の住居址である。

ー13－



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

（8）H9号住居址

へ22グリットにあり、単独ピットP136～141に切られ、D2。単独ピットP179を切る。南北長

398cm、東西長388cmを測り、方形を呈す。カマドは北壁にあり、主軸方位はほぼ北を指す。

焼失家屋である本住居からは、多量の炭化材と土器、鉄製品のセットが残されている。

カマドはわずかに焼土範囲と袖と煙道の痕跡があるのみである。

主柱穴は4個検出され、北柱穴は北壁の下に寄り、柱穴の深さは26～32cmを測る。南壁下に2個の

小ピットがある。カマドの西には、貼り床の下に長径48cmの楕円形で、深さ28cmのピットがある。

炭化材の出土状況は中央は東西方向、各隅からは450　方向にあり、南北棟の寄棟が想定され、カ

ヤ状炭化物が、中央付近では炭化に焼土が乗った状況である。

炭化材の分析によれば、針葉樹のヒノキ科を主体とし、広葉樹のクリやエノキ属が混じる樹種であ

るとしている。炭1。炭2は分割材を呈する状況が観察され、炭1は角材状を呈していた可能性を推定

している。ヒノキ科の木材は割裂性が高い木材であり、分割材の存在から板状の部材の利用が考えら

れる。Plのヒノキ科炭化材の放射性炭素年代の測定結果は1，280年±20で、暦年較正年代はAD718

～773年である。

出土遺物には須恵器e土師器。鉄製品がある。須恵器は蓋。杯。高台付杯e壷がある。須恵器杯は

底部回転糸切りされ、周辺部手持ちへラ削りされる7と回転糸切りのままの4。5　e6とがある。3

は杯下部にヘラ削り状の帯があるがナデられ、ヘラ削りか明瞭でない。須恵器杯の口径に対する底径

比は0．51～0．6あり、H4の須恵器杯より大きいものもあるが似た数値である。いずれも杯の見込み部

は使用による摩耗が見られる。3の杯外面には「百」であろうか墨書がある。高台付杯は器高が深く、

高台の形は下端が外方にわずかにはみ出している。2の杯は黒色粒子を含み、陶邑産の搬入品とみら

れH5号からも破片出土している。

土師器杯は内面ミガキ黒色処理、底部手持ちへラ削りされ、杯部外面に「千」と「万」の合体した

横向きの墨書がなされる。土師器賓は北東隅に伏せた状態で、置かれていた。目線部形態「く」字形

の武蔵賓である。

鉄製品は斧1点、紡錘車2点、刀子2点が完存に近い形で出土した。鉄斧は南東ピット付近、紡錘

車は北壁の左右端から、20の刀子は北西の床面近くで、青銅製の柄金具がついた状態で柄の木質と

みられる炭化物も側に見られた。この木質の分析の結果はヒノキ科である。21の刀子は柄が曲がっ

たまま出土し、住居の検出面からである。

H9号住居は一住居址内で使用している食器が、須恵器杯が5点、須恵器椀（高台付杯）が1点、

壷1点、土師器杯が1点、土師器賓1～2点、鉄斧1点、紡錘車2点、刀子2点という数量を見ることが

できた。但し、カマドには間違いないが、カマドの崩壊とみられる、石や粘土が見当たらず、煮炊き

をカマドで行った痕跡はわずかな焼土とカマドの掘り込みが確認できたのみである。

常住的な住居であるかというと、カマドの存在が希薄な住居である。

いずれ本住居は、奈良時代8C後半～9C初頭に時期が相当する。
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第1節　竪穴住居址

EH9　土層説明

1，黒褐色土層（10YR2／3）
壌土・炭化物粒子多量に含み、1～5mm
大の小石を含む。

2・黒褐色土層（10YR2／2）焼土・炭化材主体。
3．暗褐色土層（7．5YR〕／3）焼土
4．褐色土（7．5YR4／6）地山砂焼け込む。

4旦昌：雷慧霊宝雲霊雲完漂票砂主体
7．黒褐色土層（tOYR2／3）

黄色砂を含む。よく締まる

劣　8．品蒜岩芸品昌，孟′；）叩ふU。
黒色土ブロックと黄色他山砂混在

D

P2

7　5？　　7

上からH9　3・4・9杯と炭13杯と炭（北より　西より）

第13図　H9号住居址（1）
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

ロ　（1ニ2）20－1

第14図　H9号住居址（2）

一16－
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第1節　竪穴住居址

15

ウニ狩

Hll　土層説明
1．黒色土層（10Ylu／目

地山砂・小石を含む
2，暗褐色土層（10YRj／3）

地山砂を多量に含む
3．黒褐色土層（10YR2／3）

D，　　　　地山砂・小石を含む。
4．黒色土層（】OYR2／1）地山砂を含む

D㍉情－。？旦フ：：≡≡≡…蓋曇…≡三雲6．黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を
7．黒色土層（10YR2／1）　　　　含む

粘質土。（カマド崩壊層）
8．明褐色土層（7．5YR5／8）焼土
9．黒色土層（7．5YR2ノ1）粘土
10．黒褐色土層（7．5YR3／1）

粘土ブロックを含む。
11．黒褐色土層（7．5YR3／2）

砂を多量に含む。（カマド堀方）

′訃12・暗褐色土層（10YR〕／3）
地山砂を多く、小石を含む。非

常によく締まる。（貼床）
タ

隼ぺ13．黒褐色土層（10YR2／3）他山砂を多

Hll　カマド完掘（南より）

lh
ll

く含む。上面締まりあり。

14．暗褐色土層（IOYRjノ4）砂主体。
15．黒色土眉（10YR2／l）

地山砂を含む。（堀方ピット）

第15図　H11号住居址

ll

く二二二＝二二≡≡ヨ
1　　　　　　　　1

〔　　一、．－

（9）H11号住居址

へ13グリットにあり、南北長330cm、東西長341cm、壁高28～42cmを測る。カマドを北壁に持ち、

主軸方位は110　西に振れる。M4に切られ、単独ピットを切る。カマドは間口144cmと広く奥壁は住
居址のラインである。

床面は地山砂を多く含む土を貼り、非常によく締まる。主柱穴は検出されず、南壁中央下に径28

cm、深さ24cmの円形ピットがある。床下からは北東隅に径32cmの円形の浅い落ち込み、南床下から

は長径164cm、短径120cmの隅丸長方形の落ち込みがある。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。須恵器は口縁帯のある短径壷、口縁外面は平行敲き

目を残し、横ナデしている。賓は口線外面に、へラ描き波状文を施している。土師器杯は小片で混入

晶の可能性もあるが丸底気味の器形で、底部へラ削り、内面に暗文が施される。土師器賓は武蔵嚢で

－17－



第I章　東大門先遣跡Ⅱ

∠≡＝！‾ヽ＼＼＝＝」題一′

カマド堀方

∵ノ・・，lシアろ

標高699．90m

O　　　（1こ80）

H13　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／〕）

砂・小石を多く含む．
2．黒褐色土層（10YR2！2）

砂・小石を多く含む。

3．暗褐色土層（10YR3ノ3）
地山砂を多量に含む。

4，黒栂色土層（10YR2／2）
地山砂・小石を含む。

5．暗褐色土層（10YRjノ4）
砂主体に黒色土を含む。

6．黒格色土層（10YR2／2）
締まりあり。

7．黒褐色上層（7．5YR3／2）粘質土。
8．暗褐色土層（10YR3／4）砂層
9．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を含む。
10，黒褐色土層（10YR2／3）柱痕
11暗褐色土層（10YRj／3）

他山砂主体。
12．黒褐色土層（10YR2／j）

地山砂・小石を含む。（貼床）
13．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂に黒褐色士を含む。

1　　　　　　　　　4H13　完掘（南より）

∈R2　t二二皇！ざ5　　　土

」＝「去、＝「⊥了〒平

H13　堀方（西より）

郡8
0　　（1こ4）　　10cm

第16図　H13号住居址

口緑部形「く」字形を呈し、長い口縁である。土師器8の壷は器肉の薄いもので、胴部へラ削りをし

ている。鉄製品は刀子で、柄部分は欠損している。

これらより本址は、8世紀代前半であろう。

（10）H13号住居址

い15グリットにあり、南北長296cm、東西長322cm、壁高47～61cmを測る。カマドを北壁に持ち、

主軸は12。西に振れる。F20号据立柱建物址を切る。

壁が傾斜して立ちあがる住居址で、堀方まで揺鉢形になっている。カマドは袖にわずかな粘質土が

残るが、火床の焼土は明確ではなかった。煙道は突出している。床面は軟弱で小礫が散乱する。主柱

穴は東西の壁中央に2個あり、径12・16cmの柱痕が見られた。ピット堀方は径32・46cm、深さ52・

30cmを測る。

出土遺物には須恵器・土師器がある。5の須恵器高台付杯が土製円板である他は小片である。須恵器

杯底部はへラ削り調整される。土師器賓片の口縁部形態は「く」字形態である。

これらより本址は、8世紀代の住居であろう。
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第1節　竪穴住居址

H14　土層説明
1　黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石を含む
黒褐色土層（10YR2／3）
他山砂・小石を多く含む

3・黒褐色土層（】OYR2／2）
地山砂・小石を含む。

4，黒褐色士層（10YR2／3）
地山砂を含む。

5・暗褐色土届く10YR3／3）
砂主体。（周涯）

6．黒褐色土層（10YR2ノ3）
柱痕

7・暗褐色土層（10YR3！3）
砂主体。

8．暗褐色土層（lOYR3／3）
砂に黒褐色土を含む。
締まり無し。（貼床）

9．黒褐色土層（】OYR2／3）
黒色士ブロックを含む。

10．秒主体。

2m

i…・lノ肇こ。，1。。。
ヽ

－1

（11）H14号住居址

お14グリットにあり、南北長288cm、東西長268cmの方形を呈し、壁高は17～42cmを測る。南北

軸はほぼ北を指す。カマドはない。床面は締まりがまるでなく、主柱穴4個、北は北壁に接し、南は

南壁から60cm北にある。ピットは径54～60cmのほぼ円形を呈し、深さ32～60cmを測り、柱痕がある。
周溝は連続せず、途切れている。

南の床下には長軸158cm、短軸60cm、深さ20cmの掘り込みがある。堀方では南壁から20cm内側に
内周するプランがあり、拡張したようである。ピットは内周プランに接した位置にある。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。いずれも小片であるが、土師器杯の内面には暗文、
外面はミガキ、土師器賓の口線部形態は「く」字形を呈す。

これらより、本遺構は8世紀前半とみられるが決定的な要素はない。カマドがないことから炊飯は
しない建物であり、注目される。
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

H15　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を含む。
2，黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石を含む。
3．黒色土層（10YR2／1）

黒色強く、地山砂・小石を含む。
4．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を多く含む。
5．黒褐色土層（10YR2／2）

6．黒褐色土層（10YR2／2）
2層に焼土粒子を含む。

7．黒褐色土層（10YR3月）
（間仕切溝）

8．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂に黒色土を含む。（貼床）

9．黒色土層（10YR2／1）

壁補修。

ご三三二当主コ】■1

ノ

＿／

と：二二＝二二二二⊃二
1　　　1

ロ　　ロ。，ニ2）1。

14

0　　（1ニ4）　　10cm

第18図　H15号住居址

（12）H15号住居址

へ17グリットにあり、東側120cmを調査した。南北長は574cmを測り、東西長は西側の小海線によ

り、壊され不明である。壁高は48～58cmを測る。本調査区では最大規模の竪穴住居址である。カマ

ドは調査地点では検出されていない。南北軸は80西に振れる。床面は端であるためか締まっていな

かった。北東隅に径44cm、深さ26cmの円形ピットがある。南側床には、東西方向の間仕切溝がある。

出土遣物には須恵器、土師器、鉄製品、砥石がある。須恵器は蓋、杯、壷があり、蓋はつまみ貼付

の口縁が折れる扁平なものである。須恵器杯は底部糸切り痕を残し、へラ削りされている。底径の口

径に対する比は0．53～0．61と大きく、H9号住居址の須恵器と同じ値である。土師器賓は武蔵鷺で口

綾部形態「く」字形を呈す。10の小形賓は内面ロクロ調整、外面へラ削りである。12の丸みのある

端部をもつ鉄製品は不明である。鉄延であろうか。

これらより本遺構は8世紀後半であろう。
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第1節　竪穴住居址

Hl（1土層説明

1．黒褐色土層（川YR2／2）

地山砂・小石を含む。

2．黒褐色士層（10YR2／2）

10YR2／1黒色土を含む。

3．暗褐色土層（10YR3ノ3）砂層

4．黒褐色上層（10YR2ノ3）

他山砂・小石を含む。

5　黒色土層（10YRl．7ノ1）炭化物層。

6，黄格色上層（10YR5ノ8）焼土

7．黒褐色土層（7．5YR2／2）粘土を含む。

8．暗褐色土層（7．5YRj旬）

砂主体。袖下は焼けていないので

10YRj／4（カマド堀方）

9．暗褐色土層（7．5YRj／4）

8層と同じだが、シルト質土。

9　　87　　　　10・黒褐色土層（10YR2佗柱痕）
11　褐色土層（10YR4ノ4）砂主体。
12．黒褐色土層（10YR2／3）

砂を多く含む。よく締まる。（貼床）
鏡　　　　　－．－‥

砂主体に恩色士を含む。

右上からH16　完掘　堀方（南より　　北より）
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第I章　東大門先遣跡Ⅱ

‥二∴ 第20図　H16号住居址（2）

′′γ　　22

l

1二二二

『。，？…）

（13）H16号住居址

え15グリットにあり、西側は小海線に切られる。南北長380cmを測る。壁高は41～57cmである。

カマドを北壁に持ち、主軸はほぼ北を指す。

カマドは北壁のラインに火床部があり、煙道の使用状態が見られ煙道・カマド袖は河床礫を組み、

外側に粘土を貼っている。床面は良く締まり、堀方は浅い。主柱穴は3個検出され、北壁下にあり、

東西柱間200cm、南北232cmを測る。柱穴は径42～52cm、深さ36～50cmを測り、柱痕は20～26cmを

測る。床面中央には炭化物層があり、炭化物層の下に浅いピットがある。この炭化物層の分析ではイ

ネの胚乳を主体として、クリ果実・ブナ科果実・アワ近似種・ヒエ近似種・キビ近似種・カヤツリク

サなどが確認された。生（米）や穎果（稲籾）の状態で火を受けたと推定されるとしている。

南壁下には小ピット、南東の床下には掘り込みがある。

出土遺物は須恵器・土師器がある。2の須恵器杯は回転へラ切りである。12の須恵器賓はカマド

の構築材として再利用され、焼け込んでいる。口縁が短く外傾外反し、形の張る広口の聾である0

20の土師器鉢は内面ミガキ、外面口緑横ナデ、底部へラ削りの大振りのものである。17土師器杯は

内面に暗文、外面丸底気味でへラ削りされる。22の土師器小形饗は内面ロクロナデ後へラナデ、外

面もロクロナデ後、雑にへラナデをしてロクロ痕を消している。

これらより、本住居址は奈良時代8世紀前半に該期が求められよう。柱穴の配置の仕方はH14号

住居址と似ている。

（14）H17号住居址

か36グリットにあり、南東隅は調査区域外である。カマドの焚口は撹乱により壊されている。ま

た住居の西上面は撹乱により、削平される。壁高は10～45cmを測る。南北長288cm、東西369cmの長

方形を呈し、北壁中央にカマドを持つ。主軸方位は110東に振れている。

カマドは2個の賓が支脚石の上に乗った状態で出土している。カマドは河原石を袖石の芯材として

カマドの内壁とし、外に粘土を貼っている。カマドの西には径40cm、深さ32cmの円形の掘り込みが

ある。

床面は締まっており、柱穴は東西壁によっている。柱穴は円形で径24～32cm深さ12～20cmと浅い
ものである。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。須恵器杯は破片で底部は手持ちへラ削りされる。
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第1節　竪穴住居址

・＼∴，－∴日，．一、－、、ノ

1j lご

Pl

12　旦’

P3

0　標高699・00m（1‘80） 2m

H17　土層説明
1．黒褐色土層（10YRj／1）小石を少量含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）砂粒子・小石を含
3．暗褐色土層（10YRj／4）

黄色ローム粒子を多量に含む。
4．黒褐色土層（10YR3！2）

小石・焼土粒子を少量含み、褐色
（10YR4／4）粘土ブロック混入。（カマド）

5．黒褐色土層（5YR2／2）焼土ブロックを微
量に、小石を含む。（カマド）

6．焼土
7．暗褐色土層（10YRj／3）
8．（カマド堀方）
9．黒褐色土層（10YR2／3）

黄褐色砂粒子を少量、小石を含む。
10．黒褐色土層（10YR2！2）

砂粒子・小石を含む。（P5）

11．黒褐色土層（10YR〟3）黄色砂粒子を少
量含み、小石が混じる。（P5）

12．黒褐色土層（賞OYR2／〕）かたい。（貼床）
13．暗褐色土層（10YR3／3）砂を多く含む。

（堀方埋土）

＼⊥＿イ

二′′l

第21図　H17号住居址
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土層説明
黒褐色土層（7．5YRj／2）
焼土
黒褐色土層（10YR3ノ2）
（カマド堀方）

黒褐色土層（10YR2／3）
ロームブロック・小石を含む

締まりあり。（貼床）

4．暗褐色土層（10YR〕／3）

地山砂主体。

標高69960m

（1こ80）　　2m

0　　（1ニ4）

響イ　　　　　　第22図　H2号住居址

カマドに残っていた土師器嚢は口綾部形「く」字形を呈し、器肉の薄い武蔵賓である。

石製品は石捨鉢である。

これらより、本住居址は8C後半を該期とできよう。

（15）H2号住居址

か26グリットにあり、南北長260cm、東西長310cmの長方形を呈す。カマドを西壁の南寄りにもつ。

主軸方位はN－79。－Wである。壁高は0～6cmでほとんどない。撹乱の小満が南北にある。カマド

は南側の袖石が残り、火床には焼土が見られた。床面はロームブロックを混在した土を貼り、締まっ

ていた。主柱穴などのピットはないが、床下に長径40cmの楕円形で深さ12cmのピットがある。

出土遺物には土師器饗がある。1・2は同一個体であり、外面胴部にパケ目を残し、広口で、口綾

部が短く肥厚して内湾外傾している。これは甲斐型土器である。（2008．『反田遺跡』平野修氏の

ご教示による。）3の小形饗は底部に回転糸切り後ナデ、内面は回転へラナデ、外面はロクロ調整の

ままである。

本住居の時期は、搬入晶の甲斐型嚢から10C前半とされよう。
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135　C’

H18　土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／2）小石を少量含む。
2．黒色土層（10YR2／1）

黒色土（10YR2／1）主体。
3　黒褐色土層（10YR3／2）

砂粒子を微量に含む。
4．にぷい赤褐色土層（5YR4／3）

焼土粒子・焼土ブロックを含む。
5．黒褐色土層（10YR2ノ3）

黄褐色砂粒子を含む。（周溝）
6．黒褐色土層（5YR3／1）

壌土粒子を微量に含む。
7．時赤褐色土層（5YRj／2）

焼土ブロック・焼土粒子・粘度ブロッ
クを少量含む。

8．黒褐色土層（5YR3ノ1）黄色砂粒子・焼土ブ
ロックを微量に含む。

、∃員イ

＿＿ノ

．ノ

旦

‰フこ．郡朱夏
P2　　　　　　　　　　Pl

9．暗赤褐色土層（5YR3／2）
粘質土・焼土（焼け込み）この上面が
使用面。

10．黒褐色土層（5YR2／2）やわらかい。
11．黒褐色土層（10YR2／〕）

粘土・焼土′」、ブロックを少量含む。
12．黒褐色土層（lOYR2／3）床かたい。（貼床）
】3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多く含む。（床下埋土）
14．黒褐色土層（10YR2／〕）

黄色砂粒子・小石を含む。やわらかい。

＼＼也二芦野

‾l二：世　こ

‾二－

〒∃醗
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H18　遺物出土状況（南より）

＼」！㌫「丁頂
16

＼戸転

⊂⊃
第23図　H18号住居址

20

0　　（1こ4）　　　10cm



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

（16）H18号住居址

か35グリットにあり、南は調査区域外である。東西長250cm、壁高は25～35cmを測る。カマドを
北壁中央に持ち、袖の基部と支脚石が残っていた。主軸方位はN－110　－Wである。

床面は締まっており、床下からピットが2個検出されている。
出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。須恵器杯は2タイプあり、2・3は底径の口径比が

5割を切り、4・5の須恵器杯は底部回転糸切りのままであるが、底径が0．57を測り、8世紀代の杯

と同じ器形であるが小振りなものである。6の土師器杯は内面黒色処、底部回転糸切りされる。8は
欠けているが外面に墨書がある。11・12は高台の付く土師器椀で、11は低く、12は足長の高台が付

く。17の土師器小嚢はカマドから出土し、内面ナデ、外面胴部へラ削りされる。武蔵賓ほど器肉は

薄くないが、外面のへラ削りは武蔵蛮風であるがやや厚い。

石製品は磨石と砥石である。砥石は砂岩製で形態が異なる2点である。
これらより、本住居は9C前半の住居であろう。

（17）H12号住居址（Ta）

あ37グリットにあり、南北長160cm、東西長328cmの長方形を呈し、壁高89～113cmを測る。壁は

垂直に立ちあがる。西壁に出入り口のテラスがある。床面より36cmほど高く、検出面より72cm低い

ものである。規模は南北132cm、東西は44cmを測る。堀方はなく掘り込み面を床としている。西側中

央に炭化物範囲が床面に残り、火処と思われる。柱穴は壁に沿って見られ、深いP2は60cm、浅いP

3は12cmである。

出土遣物には鉄製の釘がある。

C，　D

二二＿　二
標高699．00m

（1ニ80） 2m

第24図　H12号住居址
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H12　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

砂主体。′ト石と黒褐色土

（10YR2／2）が、まだら状に含
まれる。

2．暗褐色土層（10YRj／4）
褐色に変色した砂粒子主体
黒褐色土（10YR2／2）がまだら
状に含まれる。

3．黒褐色土層（10YR2／3）

赤褐色土（5YR4／6）を含む。
4．褐色土層（10YR4／4）にぷい赤

E’　褐色（5YR5／4）砂粒子を含むC
‾　5．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

にぷい赤褐色（5YR5ノ4）砂粒
子を含む。

6．黒褐色土層（10YR3ノ2）
褐色に変色した砂主体。

7．黒褐色土層（10YR2／3）
暗褐色土（10YRjノコ）を少量含
むn



第2節　掘立柱建物址

第2節　掘立柱建物址

（1）F1号掘立柱建物址

う25グリットにあり、Hl。Dlを切る。溝持ちの掘立で、桁行の片方が溝持ちである。ピットの

堀方が大きく、Plは最大径100cm、深さ40cmの堀方を持つ。最も深いP3は78cmの掘り込みがある。

柱痕径は16～24cmを測る。側柱の2間×1間（320×272cm）、柱間は桁行き160cm、梁間272cmを
測る。長軸方位N－80　－Eを指す。

出土遺物は重複する古墳時代の土器片もあるが、P2からは武蔵賓片、F3からは須恵器鷺の目線
が出土する。これらは奈良時代の土器片である。

（2）F2号掘立柱建物址

か25グリットにあり、H2に切られF3を切る。南は調査区域外であるため梁行きは確実ではない。

隅丸方形の堀方に柱痕が検出され、側柱の2間×1間（320×312cm）、柱間は桁行き160cm、梁行

き312cmを測る。柱痕径は12～18cmである。長軸方位N－10　－Wを指す。

出土遺物はPlから壷の肩部、P4から「く」字形を呈するであろう武蔵賓片、底部が丸みを持つ
須恵器杯片、外面ナデ調整の壷片がある。

平安時代の竪穴住居址のH2号住居に切られているので、それより古く奈良時代以降の掘立址であ
る。

（3）F3号掘立柱建物址

か25グリットにあり、H2e F2に切られる。梁間に溝持ちピットをはり、隅丸長方形の堀方であ

る。東西の端柱穴は深く、P5は100cm掘り込まれ柱痕径は20cm、Pl eP8は92cm掘り込まれ柱痕

径20cmである。東西柱間のピットは浅いものとなっている。総柱で2間×2間（464×360cm）、柱

間は桁行き232cm、梁行き180cmを測る。長軸方位N－10　－Wを指す。

出土遺物はP4から底部へラナデ、内面使用による摩耗のある須恵器壷、古墳時代の土師器小型賓が
ある。

H2号住居址が平安時代の竪穴住居で切られている。それより古く、またF2よりも古い。須恵器

の壷は奈良時代とみられる。これらより、奈良時代に該期がもとめられる。

（4）F4号掘立柱建物址

え21グリットにあり、H3eH4。P3を切り、撹乱に切られる。側柱の4間×2間（654×464cm主

柱間は桁行き164cm、梁行き232cm測る。柱穴は円形基調でP5e Pllが最大で、径60。64cm、深

さ76。64cmを測る。四隅の柱穴は深い。柱痕径は12～24cmである。長軸方位N－830－Wを指す。

出土遣物はP3e P5より、口線の短く折れる須恵器蓋と小壷肩部、P4より、武蔵割同部片、P

9からは平行タタキ目の須恵器鷺片、P12からは底部丸味を持つ須恵器杯片がある。これらは奈良◎
平安時代の土器である。

奈良時代後半の住居址H4を切っているのでそれより新しい掘立址である。

（5）F5号掘立柱建物址

き26グリットにあり、南側調査区域外で、規模は分からない。H2e撹乱に切られる。側柱の2

間×　〈1〉問（420×　〈220〉cm）、柱間は東西が180。240cm、南北が220cmを測る。どちらが長

軸かはわからないが、南北を桁行きとすると、方位N－10　－Eを指す。

出土遺物にはPlの堀方底部付近より、青銅製の口金物が出土した。内幅は狭い数値が幅4．4cm、背

の厚さが0・9cm、広い数値は幅4・9cm、背の厚さ1．2cmとなっており、刀心の幅厚さは狭い数値のもの
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F3　Pl柱痕（北より）

旦　3　カクーラン⊆’

P2
　 ［　　 ⊂コ　　　　 垂

」＿．．一一一一

l　　 pとP4

芋

。2 隼 ）

i

Fl　土層説明
1．黒褐色土層（IOYR2／3）パミス・

ローム粒子・微量の炭化物を含む。
2．黒褐色土層（10YR3／2）ローム粒子を多く
3．暗褐色土層（10YRj／4）地山砂主体。含む

F2　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）柱痕
2．黒褐色土層（10YR2／3）タタキ土。
3．黒褐色土層（10YR2／〕）地山砂・

小石を含む。
4．褐色土層（10YR4ノ4）砂主体。

PI F3　土層説明
黒褐色土層（10YR2／2）柱痕
黒褐色土層（10YR2／2）
小石・他山砂を少し含む。

3．黒褐色土層（10YR2／3）他山砂を含む
4．暗褐色土層（10YR〕／3）

地山砂に黒褐色土を含む。
5．黒褐色士層（】OYR2／2）地山砂を含む
6，黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を含む

F6　土層説明
1．黒褐色土層（toYR2／2）柱痕
2．黒褐色土層（王OYR2／2）地山砂を含む。

第25図　Fl・2・3・6号掘立柱建物址
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第2節　掘立柱建物址

であろう。内側の背から刃部への線は直線的でふくらみがない。古墳時代から奈良時代にかけて、用

いられた直刀の中に蕨手刀がある。把手部分が刃の基部からぐっと細くなって、柄頭がくるりと蕨が

巻くように丸形になっていることから「蕨手刀」とよばれる。茎がそのまま把になる共金造り、刀身

部分は平造りで身幅が3・5cmと長さのわりに広いものである。（2006　砥部民夫『図解「武器」の日
本史』）関東。東北などに多く出土している。

他に土器片等はない。

（6）F6号掘立柱建物址

お21グリットにあり、側柱の1間×1間（280×260cm）、南北にいくらか長い。長軸方位N－

120　－Eを指す。最大のピットは南西のP3で、一辺62cmの隅丸方形で、深さ52cmを測る。撹乱に
切られる。

出土遣物はPlからは厚手の土師器壷片とP2から厚手の土師器賓の口縁部片がある。土器は古墳
◎奈良時代の範疇のものである。

（7）F7号掘立柱建物址

い21グリットにあり、中央を撹乱に、単独ピットP13e P15に切られる。中央が撹乱され明らか

ではないが、側柱の1間×2間（392×328cm）、柱間は桁行き392cm、梁行き144e184cmを測る。

単独ピットP14が梁行きの中間にある。梁間柱間181cmとなる。長軸方位N－80－Eを指す。

出土遺物にはPle P4からは土師器杯の内面黒色処理、底部へラ削りによる平底のものである。

土師器賓は武蔵嚢片がある。図に示した須恵器賓は広口の口緑が短く外反し、胴部平行タタキ目であ
る。

これらより、奈良時代以降の掘立址である。

（8）F8号掘立柱建物址

か21グリットにあり、H8と東で重複し、南と東側が調査区域外である。側柱で、〈2〉間×〈2〉問

（320×304cm）、柱間は桁行き160cm、梁行き152cm、長軸方位N－20　－Eを指す。
出土遺物はない。

（9）F9号掘立柱建物址

お21グリットにあり、H3、単独ピットPlllを切る。P2上面は撹乱に壊され、南東のピットは

調査区域外で未調査である。側柱の2間×2問（560×520cm）、東西方向に長軸を持つ。柱間は桁

行き280cm、梁問260cmを測る。長軸方位N－860　－Wを指す。柱穴は隅丸柱方形で、Plは長軸
136cm、短軸92cm、深さ56cmを測る。最も深いP5は84cmである。

出土遺物にはPlから須恵器杯の底部回転へラ削りと底部手持ちへラ削り片がある。P3からは土

師器にミガキ調整のされる窯片、P4からは須恵器壷片がある。

Plの須恵器杯は奈良時代としているものである。

（10）F10号掘立柱建物址

あ24グリットにあり、撹乱に切られ、東側の2穴を壊され、P9はF13のP4と同一にあたり、重

複する。調査が同時にできなかったことから新旧は不明である。側柱3間×2問（480×388cm）、柱
間は桁行き190cm、梁問194cmを測る。長軸方位N－40　－Eを指す。

出土遣物はP6から武蔵賓片、須恵器壷片がある。これらは奈良e平安の土器片である。

（11）F11号掘立柱建物址

あ23グリットにあり、H5にPlが切られ、単独ピットP134e150e151e153にP3が切られ、
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P5e P6e PlOが撹乱に切られる。側柱の3間×2間（552×464cm）、柱間は桁行き184cm、梁間

間232cmを測る。長軸方位N－40　－Eを指す。

北東の柱穴が溝持ちである。

出土遣物はP4から須恵器壷、底部回転糸切りの杯、P8からは武蔵賓片がある。

（12）F12号掘立柱建物址

お22グリットにあり、撹乱に北東のピットが壊され、H3を切る。側柱の2間×1間（440×400

cm）、柱間は桁行き220cm、梁行き400cmを測る。長軸方位N－80　－Wを指す。梁問は中間にピッ

トがあるとおもわれるが重複が激しく確定できなかった。掘立内の単独ピットの中に該当するものが

あるであろう。（付図3　全体図e単独ピット図参照）

出土遺物はない。

（13）F13号掘立柱建物址

あ24グリットにあり、F9と重複する。単独ピットP156に切られる。側柱で1間×1間（280×224

cm）を測る。長軸方位N－800　－Wを指す。

出土遣物はP2の柱痕から完形に近い須恵器蓋が出土している。F14のP3の柱痕からも同様にほ

ぼ完形に近い須恵器蓋が出土している。須恵器蓋は扁平で目線が外反して短く折れ、宝珠形のつまみ

が付く。これは奈良時代の須恵器蓋である。

（14）F14号掘立柱建物址

ふ23グリットにあり、撹乱に切られる。側柱の2間×1間（400×320cm）、柱間は桁行き200cm、

梁行き320cmを測る。P4は最大で柱穴は円形を呈し、径は146cm、深さ72cm柱痕径は22cmを測る。

P3。P6の柱痕径は30cmである。上屋が丈夫な建物であることが想定される。長軸方位N－30－

Eを指す。

出土遣物はP3の柱痕内からほぼ完形に近い須恵器蓋が出土している。柱穴を抜いたあとに埋め込

まれたと思われる。

（15）F15号掘立柱建物址

ひ22グリットにあり、撹乱に切られ、南西のピットはない。北側は調査区域外であるため、掘立

の全容は不明である。側柱の　〈2〉　間×2問（〈320〉　×400cm）、柱間は桁行き160cm、梁間200cm

を測る。長軸方位N－60　－Eを指す。

出土遺物はP5から武蔵鷺片が出土している。

（16）F16号掘立柱建物址

ひ22グリットにあり、東側は小海線に切られ、北側は調査区域外である。側柱の　〈2〉　間×　〈1〉

間（〈360〉　×200cm）、柱間は桁行き180cm、梁間200cmを測る。P3は長径100cmの楕円形のピッ

トに、径24cmの円形柱痕がある。長軸方位N－60　－Eを指す。

出土遣物はPlから武蔵賓の胴部片が出土している。

（17）F17号掘立柱建物址

ひ24グリットにあり、南の柱列の半域を調査したのみで、大半は北側の調査区域外にある。M2

に切られる。東西列3間（－×456cm）、柱間は152cmを測る。東西柱列の方位はN－830　－Wを指

す。南東のピットは溝持ちである。柱痕が顕著で、径24cmの円形で、深さは96cmを測る。

出土遺物は須恵器杯片と土師器武蔵鷺片がある。
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第2節　掘立柱建物址

F4　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2ノ2）地山砂をわずかに含む。柱痕

A’　2，黒褐色土層（10YR2／2）他山砂を多く含む。
3．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）地山砂主体。ところどこ

ろに黒褐色土ブロックを含む。
4　黒褐色土層（10YR2／2）地山砂をわずかに含む。

F5　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）地山砂を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）地山砂を多く含む。

F7　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）柱痕
2．黒褐色土層（10YR2ノ2）他山砂を含む。
3・黒色土層（】OYRl．7／1）地山砂を少々含む
4．暗褐色土層（10YR3／4）地山砂主体。

F7

垂を一◎

P2

標高699．50m
O　　　（1・80）　　　2m

附P4緬5

第26図　F4・5・7号掘立柱建物址
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

C
一

m

1

2

　

　

円

1

土層説明
黒褐色土層（10YR2／3）柱痕
暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂を多く含む。

土届説明
黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕

2，黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕　焼士粒子を含む。

3．暗褐色土層（10YRj／〕）
柱痕

4，黒褐色土層（10YR3／2）
柱痕

5，黒褐色土層（7．5YR3／2）
柱痕　焼土粒子を多く含む

6　黒褐色土層（10YR2ノ2）
地山砂を含む。

7．黒色土層（10YR2ノ1）
地山砂・小石を含む。

8．褐色土層（10YR4ノ6）
地山砂主体。

9．暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂を多く含む。

r
－
也
－
」
千

4

　

　

　

　

C

一

皇　標高699，6恥

P3

‾三才「・
P4

第27図　F8・9号掘立柱建物址
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第2節　掘立柱建物址

◎

FlO　土層説明　　　　　　　　P6
1，黒褐色土層（10YR2／2）柱痕
2．暗褐色土層（】OYR3／3）地山砂を多く含む。　1．黒褐色土雇（10YR2／2）柱痕
3．黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を含む
4．褐色土層（10YR4ノ4）地山砂主体。

第28図　FlO・11号掘立柱建物址

－33－

2．黒褐色土層（10YR2ノ3）黄色砂を含む
3，暗褐色士層（IOYR3ノ4）黄色砂主体。

くく二：＞　（1こ3’Fll‾2



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

F12
Pl

皇◎－一一

F12　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

柱痕
2．暗褐色土層（10YR3／4）

地山砂主体。
3．黒褐色土層（10YR2ノ3）

Fl二）　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

柱痕

2．暗褐色土層（10YR3／3）
他山砂を多量に含む。

3．黒褐色土層（】OYR2／2）
きめの細かい土。

F14　土層説明
1．黒色土層（10YR2ノ1）

柱痕
2　黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂混在。締まり
あり。

3．にぷい黄褐色土層
（10YR4／3）
地山砂主体。

4．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂を多く混在。

5．暗褐色土層（10YR3／〕）
柱痕

B　　　　　　　旦’

‾蔓ノン‰戎
P3　　　　　　　　　　　　　P4

標高699，40m

（1こ80）
2m

（1　8）　　　F14－3

第29図　F12・13・14号掘立柱建物址
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第2節　掘立柱建物址

「

Fi15　調

h
叫
◎
門

C
L
［
＼
Ⅵ
l
U

◎
閃

Ul　　　　僚高699．50。

0　　（1・80）　　2m

第30図　F15・16・17・18号掘立柱建物址

F15　土層説明　　　　　　‖7　土層説明

1・黒褐色土層（10YR2／2）1．黒色士層（10YR2ノ1）
柱痕　　　　　　　　　　　柱痕

2・黒褐色土層（IOYR2／3）2　黒褐色土層（10YR2／2）
他山砂混在。　　　　　地山砂を含む。

3・黒褐色土層（10YR3／2）3　黒褐色土層（10YR2／3）
他山砂多く混在。　　　地山砂・小石を含む

4・黒褐色土層（10YR2／2）4．にぷい黄橙色土層
地山砂を少し含む。　（10YR6／4）地山砂。

5．褐色土層（10YR4／6）
地山砂主体。

F16　土層説明　　　　　　F18　土層説明

1・黒格色土層（10YR2／3）1．黒褐色土層（10YR2／2）
地山砂を含む。　　　　　柱痕

2，黒色土層（】OYR2／0　　2．黒褐色土層（10YR2／3）
柱痕　　　　　　　　　　　地山砂・小石を多く

3・黒褐色士層（10YR2／2）　　含む。
ご　　地山砂を含む。　　3．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石を含む
4．暗褐色土層（10YR3／4）

砂主体。

0
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

㌣
P2

1

皇　2　　　　　21

P3　　　　　　　P2　　　　　　　Pl

A，　　　旦

皇　2　　　M41

P3　　　　　　　　　P2

M4

皇感A，

一一一◎旦’

F19　土層説明
1．黒色土層（10YR2／l）

柱痕
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂主体。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を含む。

F20　土層説明

1　黒褐色土屑（10Ylu／2）
柱痕

2．黒褐色土層（10YR2ノ3）
地山砂・小石を多く

含む。
3．黒色土層（10YR2／1）

地山砂・小石を含む
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂主体。

F21　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

柱痕

A　　4　A，　2・黒褐色土層（10YR2佗）
地山砂を多く含む

1層よりくすむ。

第31図　F19・20・21号掘立柱建物址
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第3節　単独ピット

（18）F18号掘立柱建物址

へ14グリットにあり、P196と重複する。側柱の2間×2間（320×304cm）、柱間は桁行き160

cm、梁間152cmを測る。四隅のピットが大きく深い。長軸方位N－800　－Eを指す。

出土遺物はやや厚手の外面ミガキ調整の鷺片がある。内面はナデ調整。古墳時代のものである。

P3からは馬の歯が出土する。

（19）F19号掘立柱建物址

は14グリットにあり、側柱で1間×2間（312×312cm）、柱間は310cm、156cmを測る。長軸の
方位N－10　－Eを指す。

出土遺物はP5より須恵器杯の口緑部片がある。

（20）F20号掘立柱建物址

う14グリットにあり、H13に北西ピットを切られる。側柱で1間×1間（376×328cm）を測る。

長軸方位N－110　－Eを指す。

（21）F21号掘立柱建物址

あ12グリットにあり、M3。M4に切られる。側柱で2間×2間（344×336cm）、柱間は桁行き

170cm、梁行き168cmを測る。長軸方位N－90　－Wを指す。

出土遺物はPlより底部へラ削り、内面ミガキの土師器杯、P8より弥生赤色塗彩の壷、土師のや
や厚い賓片が出土している。

第3節　単独ピット（P）

掘立柱建物址に組めないものの柱穴の密集地点が2か所ある。へ～ほ22～24地点と、う～か22e

23地点である。後者のPllからは青磁皿が出土しており、これらの円形小ピットは中世のピットで
あろう。

Hl付近のピットは木の根の跡であろうか柱痕はない。

－37－



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

C

一

C

一

彪
P164

旦’単P164　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂を少量含む。
3．暗褐色土層（10YR3／4）

他山砂を多量に含む

「＼、→－

F4

l二一、、

読3◎。72◎p5
○－d二

1　　　　　　　　　　　　　’

P129

勿詔詔勿感
P151　　　　　　　　　P168

130

単P129・130・166
土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕

2．黒褐色土層（10YR2／3）
他山砂を含む。

rr＼二㌃○（　　／

ノ

1

1

′

1こ80）　　　2m
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第4節　土坑

第4節　土坑（D）

（1）D2号土坑

へ23グリットにあり、H9に切られる。隅丸長方形を呈し、長さ154×幅〈91〉　×深さ13cmを測る。

床面近くからは動物の大腿骨が出土している。骨は馬と分析され、馬の左上腕骨、左横骨。尺骨。中

手骨／中足骨？などが確認された。年齢は1．5歳以上で、後肢や頭蓋がないことから遺体の一部が埋葬

された可能性があるとしている。土器片は古墳時代の外面にミガキ調整のある土師器賓5片がある。

一片だけロクロ調整須恵器杯片があるが、H9からの混入が考えられる。

（2）D3号土坑

う12グリットにあり、長軸212cm　短軸127cm深さ57cmを測る。土坑からは頭を北に、足を屈葬し

た人骨が見つかっている。脳頭蓋、下顎骨、歯牙、左右大腿骨などが確認された。壮年（20～39歳
程度）で男性の可能性が高いとしている。

（3）D6号土坑

お38グリットにあり、M9撹乱に切られる。東西方向に長軸を持ち、N－770　－Wを測る。長軸長

206cm、短軸長66cm、深さ37cmの隅丸長方形を呈す。底面は締まった土坑で南東隅に土師器杯6e

7と鉢4があり、離れて5の小形賓が出土している。いずれも上面にあり、供献されたようである。

6の土師器杯は欠損のため判読不明であるが外面に墨書があり、ナデ調整の残る雑なミガキ後内面に

ハート形の暗文が施される。底部は手持ちへラ削りされ、底径6。2cm、口径12．5cm、器高4．0cm全体に

小振りである。7の杯も同器形で内面のミガキが十字になされ、底部は回転糸切りのままである。4

の鉢または短頸壷は内面ロクロ痕を残し、目線部は丁寧にミガキ調整され、全体に黒色処理される。

外面はロクロナデ後、目線は横ナデ、胴部の底部付近はヘラ削りされる。底部は回転糸切りが残って

いる。5の小形賓は中央にあるが1層下面にあり、南東から動いたものであろう。内面ナデ、外面は

胴部回転へラナデ後下部をヘラ削り、底部回転糸切りである。

形態や土器の供献などから土墳墓であろう。土器は10C前半に位置づけられる。

（4）D7号土坑

う43グリットにあり、径114cm、深さ67cmの円形を呈す。土坑底面に豆の炭化物と賓の破片が出
土した。

【土器】

土坑D7では土坑底部近くから第34図D7－1が出土した。1は復元口径18cm、残存器高18cm。

粗製賓である。口綾部は無文、2単位の山形突起をもつ。ミガキに近いナデ調整がなされる。頸部が

括れ、胴下部は細密条痕が施される。条痕は下から上に斜方向の後、頸部付近で左から右に横方向に

施される。条痕原体は木口によるものか判断できない。氷I式で特徴的な口外帯が退化し、山形突起

になる。日録端直下の装飾もない。弥生時代前期氷Ⅱ式土器である。（中沢道彦）
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第I章　東大門先遣跡Ⅱ

地山砂を多く含む。

黒褐色土層（10YR2ノ3）

2層より黒色強。

黄褐色土屑（10YR5／6）

地山のロームブロック

と2層土ブロック混在

D2　土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂をわずかに含む。

∴、‾二∴

標高700．00m

O　　（1こ40）

D3　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

他山砂・小石を含む

D4　土層説明
1．黒色土層（10YR2／1）
2．黒褐色土層（10YR2／2）
3．黒褐色土層（10YR2／3）

D5　土層説明
1　黒褐色土層（10YR2／〕）

地山砂を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂を含む。

0　　（1こ4）　　　10cm

♂
丁
γ

0　　　（180）　　　2m

D2　完掘（西より）

第33図　Dl～5号土坑上からD4・5　セクション（北より南より）上からD4・5　完掘（南より　西より）

－40－



第4節　土坑

標高699，90m

D6　土層説明

1，黒褐色土眉（10YR2！3）

にぷい黄褐色（10YR5／4）

砂ブロックを含む。

2．黒褐色土層（10YR3ノ2）

3，暗褐色土層（10YR3ノ3）

かたく締まる。

4．褐色土層（10YR4ノ4）砂質土

B B’

7

D7　土層説明
1．暗褐色土（10YRj／3）・褐色

土（10YR4／4）・砂を含む。
2，黒褐色土層（】OYR2／〕）

褐色（10YR4／4）砂ブロック
を含む。
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D8　土層説明
1．黒褐色土屑（10YR2／3）

、．

暗褐色（10YRjノ4）土プロソ　巨′準4
クを多く含む。

っ廿る′

D7　完掘（北より）
D9　士層説明

1．黒色土層（10YR2／1）

小石を少量含む。

2．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂・ローム粒子を少量含む

0　　　（1・80）　　　2m

D8　完掘（北より）

第34図　D6～9号土坑
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D7　遺物出土状況（北より）



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

第5節　溝址（M）

（1）Ml e M6号溝址

う27から西に行き、い30グリットで、南におれて、か32グリットへ続いている。23mほどを調査

し、幅は北東の始まりで79cm、南の端184cmになる。検出面からの深さは42～55cmを測る。

出土遺物は須恵器がある。M6の1志野丸皿（17C）は混入晶である他、は土師器が見られない。

M1－2の杯は底部回転糸切りのままである。4の須恵器壷は比較的薄手で、日録が大きく外反す

る、目線は敲き目を残し横ナデ、肩部も敲き目を櫛歯の横線がひかれている。

これらより、8世紀後半の溝であろう。

（2）M2号溝址

ひ24グリットにあり、F17を切っている。北と西は調査区域外で、6mほど調査している。溝の幅

は91～116cm、深さ33～42cmを測る。

出土遺物は須恵器蓋e嚢、土師器武蔵賓がある。1の須恵器蓋は日録の折れる肩が丸味を持ってい

る。これらは奈良時代の土器片である。

（3）M3号溝址

ひ14グリット～お12グリットまで32mを調査している。この溝は南の西八日町Ⅳに230m続いて

いる。356mに渡って直線でほぼ南北に構築されている。検出面の標高は地形に沿っているのか東が

たかく西が低い。溝幅は130～216cmを測り、南にかけて広くなる。断面形は台形を呈する。

出土遺物はかわらけ、内耳、須恵質捨鉢、鉄製品、混入した須恵器e土師器がある。かわらけは在

地の15◎16C、捨鉢は珠洲産で14C後半、内耳は在地で16Cである。また、鉄製品は火打金、刀子、

角釘、断面方形の軸があり、10は中途で振じりが加えらている。

これらより、本溝は15e16Cの溝址であろう。

（4）M4号溝址

ひ14グリット～お12グリットまで29mを調査している。溝はM3とほぼ平行しており、幅24～85

cm、深さ3～20cmと細く浅いものである。覆土は砂質やシル上質であることから排水の溝であると思

われる。これも南の西八日町遺跡Ⅳに続いている。

出土遺物は須恵器e土師器の摩耗した破片がある。土師器杯は内面黒色処理、底部へラ削り後ミガ

キのもの土師器賓は武蔵鷺片などである。
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第5節　溝址

了：「誌，カ　ク　　ラ　　ン

か計

（1ニ200）
4m

＼ここ－＝」事■－2

皇　　　　　　　　　旦’

M6　土層説明
1・暗褐色士層（lOYR3／3）　　　　　　M】土層説明

小磯・ローム粒子を少量含む。　1・黒褐色土層（10YR2／2）
2・暗褐色土層（】OYRj／4）　　　　　　　　他山砂を含む。

ローム多量。　　　　　　　　　　2・黒褐色士層（10YR2／3）

3・黒褐色士層（10YR2／2）　　　　　　　　地山砂を多く含む。
かたく締まる0　粘性あり。斜　　　　　標高699．30m
めにシルト質土入る。　　　　　0

q詔1。㌻16ヲ竃品Om　2m

（1ニ80）　　　2m

声・1、　、

！隼丁．⊥字、‘
、窮．転宅
M6　セクション（南より）

′

－43－
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調　　査

M4　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂を多く含み、パミスを含む
2．黒褐色土層（10YR2／2）

1層より黒色強。シルト質土
を含む。

0　　（1こ4）

B　標高7帆10m　　亘

‡〕・‥；・・・；・

0　　　（1．80）

M3　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

ごく多量の砂を含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

砂・′ト石を含む。
4．黒褐色土層（10YR2／2）

3層より黒色強。あい
だに砂層を含む。

5．黒褐色土層（10YR2ノ3）
砂を多量に含む。

6　黒褐色土層（10YR2／2）
シルト質土を含む。

7．暗褐色土層（10YR3／4）
砂主体。

8．黒褐色土層（7．5YR3／2）
ロームブロック・シル

ト質土を含む。粘性あり

∈ヨーニ1

＼ミヨ〟と空ク

∴
7

－
◇
〓

′

M4　セクション（北より）

第36図　M3・4号溝址
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第5節　溝址

A A’

ラ碁

七
1
2

M5　土層説明
1・黒褐色土層（】OYR2ノ3）

土層説明

黒褐色土層（川YR2！ヨ）

A 卜：

褐色土層（川YR4！6）

ローム主体。褐色（】OYR4／4）土プロツ旦　　　C’
クを少量含む。

芋完㌫誓色土層（10YR4′3）

M9　土層説明

1．暗褐色土層（10YR3／ヨ）

砂質ブロックを少亜含む。
2．褐色土層（10YR4／4）

砂質土。暗褐色（10YR3／5）

ノトブロックを含む。

M8　完掘（南より）

て：・‥苧
IliJ

M7　土層説明
1．灰黄褐色土層（10YR4／2）

砂質。小石を微量に含む。
2．黒褐色土（10YR3／1）を主体に、黄色ロ

ームブロックを少畳含む。

M9　完掘（南より）

第37図　M5・7・8・9・10号溝址

－45－

M5　完掘（北より）



第I章　東大門先遺跡Ⅱ

旦　　3　旦’M2土層説明
1　黒褐色土層（10YR2／2）

小石を含む。
2．黒色土層（10YR2ノ1）

小石を含む。
3．褐色土層（10YR4／4）

ラ二千二TT！王i：

標高699．40m
O　　　（1こ80）

＼＼二三尭≡ク
M2－3

10cm

L＿（1ニ4）＿」

第38図　M2号溝址

第6節　グリット（G）

1の須恵器杯はH5地点である。底部手持ちへラ削りされる。

8・9・11の内耳・天目茶碗はグリットあ・う35地点の出土であり、近くの中世の竪穴との関連

があろう。12～14の弥生前期の聾は30グリットから西の地点の検出時に出土している。D7の土坑

との関連があろう。

‥「

G－8

l

二⊂＝＝⊃二
l

：・－：1

一

　

　

　

l

『

∵

∵

．

∵

l

二⊂：≡：≡ヨ二

頼霊

＼」

第39図　グリット出土遺物

l‥lヽ　　　‥

G－10

－46一

G－13

「．串
G－14

0　　（1こ4）　　　10C川
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第I章　東大門先遣跡Ⅱ

第3表　東大門先遣跡Ⅱ　土坑一覧表　　　　　　　　　〈残〉　（推定）
遺構名 検 出位置 平面形 長軸長 （cm）短軸長 （cm）深 さ （cm） 長軸方位 備　　　　　 考

D l え2 6 － 1 3 4 10 0 4 6 N －　56 0 －E F l に切 られる。

D 2 へ 2 3 楕 円形 15 4 〈9 1〉 1 3 N －　6 0 －E H 9 に切 られる。

D 3 う 12 楕円形 2 1 2 1 2 7 5 7 N －1 6 0 －W

D 4 ほ 1 6 楕円形 18 2 1 0 0 2 1 N －1 8 0 －W

D 5 い 14 － 1 0 6 〈6 8〉 3 5 N －1 3 0－W M 3 に切 られる。

D 6 お 3 8 長方形 2 0 6 6 6 3 7 N －　7 7 0－W M 9 、 カクランに切 られ る。

D 7 う4 3 円形 11 4 1 1 2 6 7 N －　7 0－W

D 8 え 4 2 円形 13 6 1 2 4 4 4 N －1 0 0－W

D 9 か 3 6 円形 78 7 7 3 5 N －0 0

第4表　東大門先遣跡Ⅱ　溝址一覧表　　　　　　　　　〈残〉　（推定）

遺構名 検 出位置 全長（m ） 幅（cm） 深 さ（cm） 備　　 考

M l う27 ～ う28 〈4 ．73〉 79 ～ 98 4 2 ～4 9 西側道路

M 2 ひ 24 ／－ひ26 〈6．0〉 9 1～ 11 6 3 3 ～4 2 北側・西側調査区外　 F 17を切る。

M 3 ひ 14 ～ひ12 〈32．0〉 13 0 ～ 2 1 6 6 0～ 10 6 北側・南側調査区外　 F 21、D 5、P 18 4 ・187 ・188 ・198を切る。

M 4 ひ 14 ～お12 〈29．0 2〉 24 ～ 85 3 ～ 20 北側・南側調査区外　 H ll、F2 1、P 197を切る。

M 5 あ 39／－お3 7 〈18．24 〉 2 6 ～3 8 1 8 ～ 34 北側調査区外　 力クランに切られる。

M 6 い 30～ き3 2 〈18．16 〉 12 8 ～ 18 4 4 3／－55 南側調査区外　 東側道路　 カクランに切られる。

M 7 え3 3～お3 5

内周　 南北 4．76

東西　 3．84

外 周　 4 ．72

2 2～ 3 3 2 ～ 29 カクランに切られ、M lOを切る。

M 8 う3 9～え39 〈3．76 〉 19／－4 3 9～ 55 M 9、カクランに切られる。

M 9 え 3 8～お39 〈4．56〉 2 0～ 36 1 2～ 3 3 カクランに切られ、D 6、M 8 を切る。

M lO え3 3 〈0．44〉 2 7～ 29 1 7 M 7、カクランに切られる。

第5表　東大門先遣跡Ⅱ．単独ピット一覧表（1）　　　　　〈残〉　（推定）

遺構名 出土位置
規模 （cm）

平面形 覆 土 備　 考

長 径 短径 深 さ

P l か 2 1 3 1 27 3 0 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2） H 8 を切 る。

P 2 え 2 5 7 0 66 2 7 円形
1．黒 褐色土層（10 Y R 2 ／2）

2．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 3 え 2 3 〈5 0〉 4 7 3 0
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2）

2．黒褐色土層（10 Y R 2／3）
F 4 に切 られ る。

P 4 え 2 2 3 7 2 8 15 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） H 4 を切 る。

P 5 お 2 2 3 5 2 5 2 2 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2）

P 6 え 2 2 3 1 3 1 2 0 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2）

P 7 う2 2 29 2 6 7 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2）

P 8 う2 1 35 2 7 8 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 9 え2 3 30 2 9 2 0 円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）
H 4 を切 る。

P l O う2 7 39 〈3 5〉 2 7 － 黒 褐色土層（10Y R 3／2） H lを切 る。

P l l え2 2 3 0 28 33 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2） 青磁

P 1 2 お 2 1 6 5 4 2 2 4 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2 ／3）

P 1 3 い2 1 4 3 〈29〉 19 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2） F 7 に切 られる。

P 1 4 う2 2 3 3 33 11 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 1 5 う2 2 〈7 3〉 6 0 5 0 楕円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

2．にぷ い黄褐 色土層

（10 Y R 4 ／3）

F 7に切 られ る。

P 1 6 え 2 2 5 2 4 1 4 9 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／2） H 4 を切 る。

P 1 7 お 2 1 1 18 110 8 1 楕 円形

1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）

2．黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

3．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

4．褐色土層（10 Y R 4 ／4）

H 8 に切 られ る。

遺構 名 出土位置
規 模 （cm）

平面形 覆 土 備　 考
長 径 短 径 深 さ

P 1 8 お 2 7 15 6 9 9 5 1 不整形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

2．暗褐色 土層（10 Y R 3 ／3）

3．褐色土 層（10Y R 4 ／4）

P 3 9 を切 る。

P 1 9 お 2 6 5 3 4 5 20 楕 円形 暗褐色土層（10Y R 3／4） カクランに切られる。

P 2 0 か 2 2 5 2 4 6 22
楕円形 1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

2．暗褐色 土層（10Y R 3 ／3）

P 2 1 欠

P 2 2 か 2 2 4 9 36 3 2 楕円形 暗褐 色土層（10 Y R 3 ／3） P 2 3 を切る。

P 2 3 か 2 2 〈34〉 3 0 3 5 － 暗褐 色土層（10 Y R 3 ／3） F 12、P 22に切られる。

P 2 4 か 2 1 5 6 〈14〉3 0
1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2） 東 側 小海 線

2．黒褐色土 層（10Y R 2／3） H 18 を切る。

P 2 5 い 2 3 7 8 71 15 円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

2．黒褐色土 層（10Y R 3／2）

P 2 6 い 2 4 8 1 6 9 2 0 楕円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

2．黒褐色土層（10 Y R 3／2）

P 2 7 う 2 2 63 5 3 3 0 楕 円形
1．黒褐色 土層（10Y R 2 ／3）

2．暗褐 色土層（10 Y R 3／3）

P 2 8 え 2 2 4 9 3 3 2 2 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 2 9 う2 7 5 6 4 2 2 1 楕 円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2 ／3）

2．黒褐 色土層（10 Y R 3 ／2）
打 斧

P 3 0 う2 8 2 8 22 13 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 3／2）

P 3 1 う2 8 4 6 27 25 楕 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 3 2 え 2 7 2 0 16 10 楕円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 3 3 え 2 7 6 0 52 2 2 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 3 4 え 2 8 4 3 3 0 2 0 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 3／2）
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付表

第6表　東大門先遣跡Ⅱ　単独ピット一覧表（2）　　　　　〈残〉　（推定）

遺構名 出土位置
規 模 （cm）

平面形 覆 土 備　 考 遺構名 出土位置
規 模 （cm） ！平面形

覆 土 備　 考
長 径 短 径匝 さ 長 径 短径 深 さ

P 3 5 え 2 7 6 0 5 4 3 2 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 3／2） P 8 7 う2 3 2 9 2 5 3 2 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2）

P 3 6 え 2 7 3 4 34 1 2 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3） P 8 8 い2 3 3 6 3 0 2 5 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2）

P 3 7 お 2 7 6 0 4 5 2 9 楕円形 暗 褐色土 層（10Y R 3／3） P 8 9 い 2 2 3 5 3 2 3 0 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2）

P 3 8 お 2 7 3 2 2 9 1 7 円形 褐 色土層（10 Y R 4／4） P 9 0 い 2 2 2 8 2 5 4 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） P 99を切 る。

P 3 9 お 2 7 5 7 〈50〉5 0 － 黒 褐色土層（10 Y R 2／3） P 18に切 られ る。 P 9 1 い 2 3 2 8 2 4 1 0 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3）

P 4 0 お 2 6 3 6 3 1 15 楕円形 暗褐 色土層（10 Y R 3／3） P 9 2 い 2 1 10 1 6 4 4 2 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3） P 9 3を切 る。

P 4 1 お 2 2 3 7 2 9 3 9 楕円形
1．黒 褐色土層（10Y R 2／3）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）
H 3を切 る。

P 9 3 い 2 1 〈5 7〉 5 4 2 5 － 黒褐色土 層（10Y R 2／3） P 9 2に切 られ る。

P 9 4 い 2 1 8 8 5 0 2 2 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 4 2 欠 P 9 5 あ 2 1 4 2 3 6 1 9 楕 円形 黒褐色土層（10Y R 3／2）

P 4 3 お 2 3 3 1 3 0 1 8 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） H 3 を切 る。 P 9 6 あ2 2 3 3 2 8 1 9 楕 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 4 4 お 2 3 34 2 8 1 6 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） H 3 を切 る。 P 9 7 あ2 2 4 0 3 9 1 7 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 4 5 お 2 3 2 0 1 6 1 1 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） H 3 を切 る。 P 9 8 あ2 1 4 5 3 6 1 8 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 4 6 お2 2 2 4 2 4 3 9 円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） H 3 を切る。 P 9 9 い2 2 7 2 5 7 1 5 楕円形 暗褐 色土層（10Y R 3／3） P 9 0に切 られ る。

P 4 7 か2 2 3 6 2 1 7 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） H 3 を切る。 P l OO い2 2 4 8 4 0 2 4 楕円形 褐色土 層（10Y R 4／4）

P 4 8 欠 P lO l あ 2 2 14 6 6 8 15 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 3／2） H 5、F llに切られる。

P 4 9 欠 P lO 2 あ 2 2 8 0 5 6 14 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 3／2） H 5に切 られ る。

P 5 0 欠 P lO 3 あ 2 2 3 4 3 0 12 楕円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P 5 1 か 2 3 3 6 2 1 1 4 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） H 3を切 る。 P lO 4 う2 3 5 2 4 5 1 5 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 3／2）

P 5 2 お 2 2 5 1 〈3 6〉2 0 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） カクランに切られる。 P lO 5 う2 3 3 1 2 2 1 7 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 5 3 え 2 5 5 3 3 0 1 7 楕 円形 暗褐色 土層（10 Y R 3／3） P lO 6 う 2 2 3 8 3 7 2 6 円形 暗褐色土層（10Y R 3／3）

P 5 4 え 2 5 6 4 6 4 2 7 円形 黒褐色 土層（10 Y R 2／3） P lO 7 う 2 3 3 5 3 5 2 7 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／4）

P 5 5 う 2 5 4 5 3 6 1 9 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） P lO 8 い 2 3 5 0 4 8 2 9 円形 褐 色土層（10 Y R 4／4）

P 5 6 う 2 5 4 0 3 5 1 4 楕 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3） P lO 9 え2 3 2 7 2 6 2 4 円形 暗 褐色土層（10 Y R 3／3）

P 5 7 う 2 5 5 7 4 3 3 1 楕 円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） P llO あ2 3 〈100〉9 5 3 7 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 3／2） F l lに切 られ る。

P 5 8 う2 5 4 3
l　　　　　　I

3 0 1 0 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） P 11 1 き2 3 5 1 －〈4 0〉 1 7
l

暗褐 色土層（10Y R 3／3） げ 9に切 られ る。

P 5 9 う2 5 5 0 4 0 3 9 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） P 76を切 る。 P 112 き2 3 3 8 3 2 1 8 楕円形 暗褐 色土層（10Y R 3／3）

P 6 0 い2 5 4 4 4 0 2 1 円形 黒褐 色土 層（10Y R 2／3） P 1 13 か 2 4 5 5 5 3 3 9 円形 黒褐 色土層（10Y R 3／2） P 114 を切 る。

P 6 1 い 2 5 〈133〉10 8 3 3
1．黒 褐色土層（10Y R 3／2）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）
P 8 6に切 られ る。

P 1 14 か 2 4 5 2 〈4 6〉2 4 － 暗褐色 土層（10Y R 3／3） P l13に切 られ る。

P 1 15 か 2 4 5 0 5 0 2 5 円形 暗褐色 土層（10Y R 3／3）

P 6 2 い 2 5 7 2 7 2 1 9 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） P 1 16 か 2 4 7 0 6 1 2 0 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 3／2）

P 6 3 い 2 5 4 5 3 5 1 8 楕円形 暗褐 色土層（10 Y R 3／3） P 1 17 か 2 4 4 7 4 0 2 1 楕円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P 6 4

P 6 5 】

う 2 6

い 2 6 】

7 6 ！6 8

7 9 巨 9 l

2 0

1 2

楕 円形

楕 円形 I

1．黒褐 色土層（10 Y R 3／2）

2．暗褐 色土層（10Y R 3／3）

黒褐色 土層（10Y R 2／3） ！

H 3 を切 る。

H 3を切 る。

P 11 8 か 2 4 4 4 3 9 2 5 楕円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P l19 i

P 12 0 l

か 2 4

き 2 4

4 7

4 8

4 2

3 8

7 3 1

〈6 8〉i

4 4

4 3

3 7

2 8

5 0

5 0

2 0

3 6

2 6

2 5

2 5

4 1

1 3

1 8

1 6 I

4 2

2 3

2 9

1 9 ！

4 6 i

円形

楕円形

暗褐色土 層（10Y R 3／3）

暗褐色土 層（10 Y R 3／3） P 1 24 を切 る。

P 12 0に切 られ る。

P 16 6を切 る。

P 6 6 い2 6 4 6 i4 0 3 9 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） P 12 1 か 2 5 楕 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 6 7 い2 6 2 8 巨 3 14 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3） P 1 22 き2 5 楕 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 6 8 い2 6 1 2 可 6 3 1 7 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／2） P 1 23 き2 5 楕円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）

P 6 9 う2 7 8 7 巨 2 2 1 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 3／2） P 12 4 き 2 5 楕円形 暗褐 色土層（10 Y R 3／3）

P 7 0 お 2 3 2 6 l2 0 2 0 楕円形 黒 褐色土 層（10Y R 2／3） P 12 5 l

P 12 6

へ 2 3 ！

へ 2 3

2 2 I

3 6 ！

3 3 ！

2 9 ！

円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

P 7 1 お 2 3 2 3　 2 0 1 8 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3）
円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

P 7 2 お 2 2 2 9 i2 6 2 3 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） 2．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 7 3 か 2 3 2 8 ！2 6 3 5 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） p 12 7 i

p 12 8 i

へ 2 4

は 2 4

楕円形

楕円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

P 7 4 お 2 2 〈2 2〉】2 2 3 1 － 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） カクランに切られる。

P 5 9に切 られ る。

北側 調 査区外

P 6 1を切 る。

2．黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 7 5 え 2 3 2 9 l 2 5
1 7 楕 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） 1．黒褐 色土層（10Y R 2／2）

P 7 6 i う2 5 2 2 恒 8〉 1 7 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） 2．黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 7 7 1

p 7 8 i

P 7 9 l

P 8 0 ！

P 8 日

い2 7 4 4 ！4 1 1 5 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3）
P 12 9 ほ 2 3 5 4 3 8 4 0 楕円形

1．黒褐色 土層（10Y R 2／2）
P 14 3を切る。

F ll、P 150を切 る。

い2 7 i

い2 7 1

い2 8 1

い 2 8 i

6 7　 5 0 5 7 楕円形
1．暗褐色 土層（10Y R 3／3） 2．黒褐 色土層（10 Y R 2／3）

2．暗褐 色土層（10 Y R 3／4） p 130 ！

P 13 1 i

P 1 32 ！

ほ2 3

欠

は 2 3

6 2 i

i

4 8 I

4 7

4 6

34 i

i

3 9 ！

楕 円形 ！

】

円形 i

1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

6 7 序 o l

6 7 序 9 1

7 0 ！6 4 ！

16 ！

16 ！

2 4 i

楕円形 i

楕円形 ！

円形 】

暗 褐色土 層（10Y R 3／3） i

黒 褐色土 層（10Y R 2／3） i

黒 褐色土層（10Y R 2／3） ！

2．黒褐 色土層（10Y R 2／3）

黒 褐色土層（10 Y R 2／3）

P 8 2 iい 2 8 7 7 l5 1 2 3 i楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 13 3 あ 2 3 2 6 2 5 2 6 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

P 8 3 ！あ 2 8 3 2 i 2 9 1 4 ！

3 2 ！

1 5 ！

円形 ！

－ ！

楕 円形 l

黒褐 色土層（10 Y R 2／3） P 13 4 あ 2 4 3 7 2 7 4 9 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

p 8 4 ！あ 2 7 4 9 ！〈2 9〉 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） P 13 5 へ 2 4 4 0 2 9 15 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） P 16 2を切 る。

p 8 5 ！い 2 6 6 9 序 1 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） P 13 6 へ 2 3 3 2 2 1 1 6 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9 を切 る。

p 8 6 ！い2 5 4 5 i4 0 2 3 l楕 円形 黒褐色 土層（10 Y R 2／3） P 13 7 ほ 2 3 3 8 i 2 3 2 7 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9 を切 る。
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第I章　東大門先遺跡Ⅱ

第7表　東大門先遣跡Ⅱ　単独ピット一覧表（3）　　　　　〈残〉　（推定）

遺構名 出土位置
規模 （cm） ！平面形

覆 土 備　 考 遺構名 出土位置
規 模 （cm） i平 面形

覆 土 備　 考
長 径 短径 匝 さ 長 径 短 径 深 さ

P 13 8 は2 3 2 6 2 2 3 2 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9を切 る。 P 17 0 あ 24 3 7 〈3 1〉 2 4 － 黒褐色土 層（10Y R 2／2） P 152に切 られ る。

P 13 9 ほ 2 2 2 8 2 3 2 7 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9を切 る。 P 17 1 あ2 3 5 1 3 6 1 9 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2） カクランに切られる。

P 14 0 ほ 2 2 2 5 2 4 2 9 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9を切 る。 P 17 2 あ2 3 3 4 2 7 1 6 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2） カクランに切られる。

P 14 1 ほ 2 2 2 7 2 6 3 4 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9 を切 る。 P 17 3 ほ2 3 〈110〉 5 3 2 9 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3） P 1 74 と重 複。

P 14 2 ほ 2 3 5 1 4 4 2 6 楕円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

2．黒 褐色土層（10 Y R 2／3）
H 9 を切 る。

P 1 74 あ2 3 〈4 3〉3 5 2 0 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3） P 1 73と重複

P 175 ひ 2 1 〈5 6〉〈50〉 1 8 黒褐色土層（10Y R 2／2）
北側 調査 区外 ・東

側 小 海線P 14 3 ほ 2 3 〈3 7〉 3 4 1 6 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） P 12 9に切 られ る。

P 14 4 ほ 2 3 4 2 3 8 2 7 円形
1．黒褐 色土層（10Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

P 1 76 ひ 2 2 5 8 〈36〉2 5 － 黒 褐色土層（10 Y R 2／3） 北側 調査 区外

P 1 77 へ 2 1 8 0 〈2 3〉5 1
1．黒褐色土層（10Y R 2／2）

2．黒褐色土 層（10Y R 2／2）
東 側 小海 線

P 14 5 ほ 2 3 2 8 2 5 1 9 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2）

P 14 6 ほ 24 6 2 5 2 3 3 楕 円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）
P 16 7を切 る。

P 17 8 ほ 2 3 5 2 4 2 － 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

P 17 9 へ 2 2 6 0 〈5 0〉2 9 － 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） H 9 に切 られ る。

P 14 7 ほ2 4 3 6 2 8 2 0 楕円形 黒 褐色土層（10Y R 2／2） P 18 0 へ 1 3 6 0 〈3 2〉2 1 － 黒色 土層（10Y R 2／1） H llに切 られ る。

P 14 8 ほ2 4 5 4 4 3 2 0 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2） P 18 1 へ 1 4 3 9 〈15〉 1 2 － 黒褐 色土層（10Y R 2／2） H l lに切 られ る。

P 14 9 あ2 3 7 0 5 8 2 3 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3） P 18 2 ほ 1 2 2 6 2 2 1 5 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 3／2）

P 15 0 あ2 4 3 4 〈2 4〉2 5
黒 褐色土層（10 Y R 2／2） P 1 34 に切 られ、F

11を切 る。

P 18 3 ふ 1 4 7 6 〈2 9〉 2 0 － 黒褐 色土層（10Y R 2／2） 東側 調 査 区外

P 184 へ 14 6 0 〈3 0〉 2 6 － 黒褐色 土層（10Y R 2／2） M 3 に切 られる。

P 15 1 あ 2 4 3 9 3 8 2 0 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／2） F l lを切 る。 P 18 5 ほ 1 6 6 4 〈5 6〉4 9 － 黒褐色 土層（10Y R 2／2） H 15に切 られ る。

P 15 2 あ 2 4 8 1 7 6 1 3 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） P 17 0を切 る。
P 18 6 ほ 1 6 5 5 5 3 4 6 円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10 Y R 2／3）P 15 3 あ 2 4 3 4 3 4 2 1 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2） F l lを切 る。

P 1 54 あ 2 4 5 4 5 2 1 8 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2） P 18 7 あ 14 5 9 〈4 4〉 1 6 － 黒褐色土 層（10Y R 2／2） M 3に切 られ る。

P 155 あ 2 4 2 5 2 5 2 4 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2） P 1 88 あ 1 3 〈7 7〉4 7 3 6 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2） M 3に切 られ る。

P 1 56 ほ 2 4 2 2 2 2 1 7 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） F 13を切 る。 P 1 89 え 16 7 0 〈56〉2 5 － 黒褐色土 層（10Y R 2／2） カクランに切 られる。

P 1 57 ほ 2 4 6 6 5 4 2 9 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） P 1 90 え 1 5 3 8 3 7 2 5 円形 黒褐色土層（10 Y R 2／2）

P 1 58 ほ 2 4 4 3 3 9 1 0 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） P 19 1 え 1 5 6 9 6 6 18 円形 黒褐色土層（10 Y R 2／2）

P 15 9 ほ 2 5 6 4 4 0 2 6 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3）
P 19 2 え 1 5 5 0 4 4 2 6 楕円形

1．黒褐色土層（10Y R 2／2）

2．黒褐色土 層（10Y R 2／3）P 16 0 あ2 4 6 3 5 1 1 5 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 16 1 へ 2 3 2 9 2 3 2 5 楕円形 黒褐色土層（10Y R 2／3） P 19 3 う1 4 4 8 4 7 1 8 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

P 16 2 へ 2 4 5 9 5 0 3 1 楕円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 13 5に切 られ る。

P 12 8に切 られ る。

P 19 4 お 1 4 4 7 〈3 7〉1 4 － 黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 19 5 え 1 3 5 2 4 5 2 5 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2）

F 18と重複 。P 16 3

P 164

P 16 5

へ 2 4

へ 2 4

は 2 4

3 3　 2 8

7 6　 6 6

5 1　 5 0

1 7

5 0

3 1

楕円形

楕円形

円形

黒 褐色土層（10 Y R 2／3） P 19 6 へ 1 5 4 7 4 6 1 0 円形 －

1．黒 褐色土 層（10Y R 2／3） P 19 7 え 1 3 〈98〉 9 5 5 4 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／2） M 4 に切 られ る。

2．黒褐色土 層（10Y R 2／2） P 19 8 う 1 3 －〈115〉〈4 8〉5 4 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／2） M 3 に切 られ る。

H 14に切 られ る。

カクランに切られる。

3．暗褐色土 層（10Y R 3／3）

黒褐 色土層（10 Y R 2／3）

P 19 9

P 2 0 0

え 1 5 j

か 1 5

5 1

〈5 4〉

4 4

5 4

1 3

3 4

楕円形

楕 円形

黒褐色 土層（10Y R 2／3）

黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 166 ほ 2 4 4 7 3 9 2 1 － 黒褐 色土層（10Y R 2／2） P 20 1 い4 3　 2 4 1 9 1 8 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 16 7 ほ 2 4 9 7　〈6 8〉3 9 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 14 6に切 られ る。 P 2 0 2 あ4 2　 4 4 3 0 2 5 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 168 あ 2 3 3 8　 3 7 3 1 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 2 0 3 う4 3　 5 9 4 7 2 2 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3）

P 169 ほ 2 3 5 1　 3 9 3 6 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 2 04 う4 0　 4 6 4 6 2 6 － 黒褐色土 層（10Y R 2／3）
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漂顎

穏

Hl　遺物出土状況（南より） Hl　カマドの遺物（南より） Hl　遺物（北より）

一才二濁r
J　　　　、1．　t

ニ　・一

距▼郵穐糧
，7、

義十才∴＋璃
ザゝミ

・1．

＿虹ふ1－1▼海

H3　堀方（西より） H4　カマド（南より） H4　カマド堀方（南より）
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H16　床炭化物（東より）

賢二，＿l菰き
H16　完掘（北より） H17　カマド遺物出土状況（南より）

H17　カマド堀方（南より）　　　　　　H17　堀方（南より）

H18　造物出土状況（南より）

H16　炭化物範囲　完掘（東より）

葺曇車i＿遠．三．i
H18　カマド堀方（南より）
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H8号住居址
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第1節　竪穴住居址

妄二幸　章二≡≡墓跡＝

第1節　竪穴住居址

（1）H4号住居址

く18グリットにあり、H3e Fl e F16e単独ピットP147～149に切られる。調査は2次にわた

り、東壁側を後で行っている。南北長560cm、東西長603cm、壁高は3～65cmを測り方形を呈す。H3

にカマドの上部を壊されるが火床は残り、カマド前面の床には構築材の礫が見られた。

床面は砂質で上面締まっているが、床面の柱穴を探していると脆い床となる。主軸方位はN－80

－Wである。主柱穴は4個あり、400cm四方に配され、径72cm～88cm、深さ80e84cmの円形のピッ

トの堀方に、径26～28cmの柱痕を持つ。P4はピットの中位に河床礫を置いて、根太としている。

西側のP2とP3は間仕切り溝が壁から続く。南壁中央には径56cm、深さ28cmの出入り口ピットが

ある。P9e PlOは、後のピットに切られているかと思われる。Ⅱ区床面に4個の礫と周囲に炭化

物範囲があり、石製管玉が出土している。炭化物はイネ科とガマズミ属、コナラ属コナラ亜属クヌギ

節と分析される。カマドのほかに火を焚いた痕跡である。南西隅の骨の種類は特定されなかった。

住居の堀方は中央からピット付近まで地山を高く残し、周辺が低くなっている。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品、鉄製品がある。須恵器は断面円形の把手がある。3の土師

器杯は底部が丸底を呈し、外稜を持って目線が外傾気味に立ち上がる。口線中位に段をもち、日録内

面端部に凹線のある杯蓋模倣の「有段目線杯」である。内外塗りタイプの黒色処理である。2はやや

厚手の模倣杯で内面はミガキ黒色処理、外面が3と同様の塗りタイプの黒色処理である。1も同様で

あるが黒色処理はされない。

10の嚢は器肉の厚い長胴鷺で、胴部外面上部はヘラナデされ下部のみへラ削りされる。ヘラ削り

から上は煤け、下は灰が付着している。石製の管玉が床面より出土する。

20の土師器杯は「本」の刻苦があるが重複するH3の混入であろう。鉄製の角釘も同様に混入と思
われる。

これらより7C代の住居址であろう。
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PlO

塑　　塑’互　　F’E E’G G，I i＞J

5

千言　－アイ左　了・？∴・－Y・－・l　三二二ン㌻・l′・：′

H4　土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を多く含む。
3．黒色土層（10YRl．7／1）

黒色土ブロック・10YR3／1土
ブロック混在。

4．暗褐色土層（10YR3／3）
黒褐色ブロック・砂・軽石・

炭化物を含む。
5．暗褐色土層（10YRj伯）

地山砂極く多量に含む。
6．黒褐色土層（10YRか3）

砂・軽石粒を少量含む。
7．明褐色土層（75YR5／6）　焼土
8．灰黄褐色土層（10YR4／2）　粘土
9．梅暗褐色土層（7．5YR23）

粘土粒子を含む。（カマド堀方）

l l

l・　　‾‾　‾二‾．Y．＿1ここ‾‾　‾‾‾

10．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。9層が混じる。（カマド堀方）
11．黒色士層（10YRγ1）

締まる。貼った士か？
12．黒褐色士層（10YR2月）

柱痕

13．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂を多量に含む。

14．暗褐色土層（10YRj旬）
砂やや多く、軽石・炭化物を含む。

15．黒褐色土層（10YR2佗）
砂・軽石粒を含む。やや締まりあり。

16．暗褐色土層（10YRj／3）

砂質。黒褐色土・暗褐色土の混合。
17．黒褐色土層（10YR訂2）

他山砂・小石を含む。（貼床）
18．暗褐色土層（10YR〕／3）

砂主体。黒褐色土混在。

l

第3図　H4号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

ヰ
乃

＼ふ＼～亡
／と

10－　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　．

0　　（1こ4）　　　10cm

第4図　H4号住居址（2）

（2）H7号住居址

き21グリットにあり、北側でH6に、F18・単独ピットP30に切られ、H30を切る。南北長422
cm、東西長424cm、壁高は0～29cmを測り方形を呈す。北側中央床面に崩壊粘土があることからカマ

ドを北壁に持っていたと推定され、H6に切られて壊されたようである。主軸方位はN－60　－Wで

ある0主柱穴は東西のPl・P2の2個を持つ。径40・52cm、深さ16・24cmを測るが柱痕は確認で
きなかった0下にH30の主柱穴と重なっているため、床が陥没した可能性がある。床は黒色土ブロ

ックを含む土で貼ってあったが、下にH30があるためか締まっていなかった。

出土遺物には土師器、土板、ガラス小玉、敲石がある。土師器杯1～3・11は底部に丸味は持つが

平底に近い0底部から口線が長く外形外反するものである。いずれも検出面であるため、H30に伴
うものであろうか。7の小形鉢にしても、床下の出土であるため、使用していたものではない。10の

「く」字形口線の武蔵嚢も検出時である。したがって本住居はH6より古く、H30より新しい古墳
後期から奈良時代の遺構であるといえる。

（3）H9号住居址

き23グリットにあり、F15に切られる。南と北半域の2次に渡って調査を行ったため、一部調査の

できない所があった。南北長460cm、東西長476cm、壁高は42～77cmの方形を呈す。カマドを北壁に

持ち、主軸方位はN－30－Wである。カマドは煙道が良好に残り、角度を持って立ち上がっている。

主柱穴4個は、径48～54cmの円形ピットで、北のピットからは柱痕が看取された。P2は柱の建て替

えがなされている0北東隅には径52cm深さ36cmの貯蔵穴がある。壁下には周溝が廻る。床面上面は

締まっているが砂質土であるため脆弱である。西壁は地山の砂質土が崩壊し補修していた。

出土遺物には土師器、鉄製品がある。土師器杯1～3は須恵器杯蓋の模倣杯で、内面はミガキ、外

－71－
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標高701．09m
（1こ80）　　　2m

H7　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

地山砂・小石を多く含む。
2．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂・小石を極く多く含
3．黒褐色土層（10YR2乃）

黒色土ブロックを含む。

4．黒褐色士層（10YRか3）
地山砂・小石を多く含む。

5．黒褐色土層（10YR2／2）

6．黒褐色土層（10YRγ3）
む。7．黒褐色土層（10YRガ3）

黒色土ブロックを含む。

0　　　（1こ　4）　　　10cm

上からH7完掘　堀方（東より　西より）

第5図　H7号住居址

面は口縁横ナデ底部へラ削りをしている。丸底から外稜を持ってロ縁が立ちあがる。内外に黒色処理
されるが、塗りタイプの黒色処理である。外面のミガキ調整はない。7・9・10鉢は杯身模倣で、

黒色処理を内外に施すが外面は薄くはっきりしない。4は丸底の底部から外稜を持たずに立ち上がり、

中位に沈線に近い屈曲を持って、少し外方に伸びる。内外面はミガキ調整である。5の杯は内面に屈
曲がある杯で底部は平底に近い。6は口線が短く直立する丸底杯である。11の土師器賓は長胴聾で、

大型品である。口縁が比較的長く外傾外反している。外面胴部のへラ削りはへラナデに近いものであ

72一



第1節　竪穴住居址

H9　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

地山砂・小石を極く多く含む。
2．黒褐色土層（10YR訂3）

他山砂趣く多く含む。
3．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石・黒色土ブロッ
クを含む。

4．黒褐色土層（7，5YRj！2）
粘土多く含む。

5．黒褐色土層（10YR3佗）

地山砂多く、小石を含む。
6．黒褐色土層（10YR訂2）

黒色土ブロックを含む。
7．黒褐色土層（10YRヨ／2）

地山砂・小石を含む。
8．灰褐色土層（7．5YR4／2）

カマド崩壊粘土。
9．明褐色土層（7．5YR5／6）

焼土。上面に厚さ1cm程の
灰層あり。

10，灰褐色土層（7．5YR4／2）
カマド構築粘土。

11．黒褐色土層（7．5YR3！2）
粘土・廃土・灰を含む。
（カマド堀方）

12．黒褐色土層（10YR2／3）柱痕
13　黒褐色土層（10YR3佗）

地山砂極く多く含む。
（ピット堀方）

14．黒褐色土層（10YR2／3）

柱痕（旧ピット）
15．黒褐色土層（10YR3佗）

地山砂主体。（旧ピット堀方）
16．黒褐色土層（10YR2／〕）（周溝）
17　黒褐色土層（10YR2／3）（貼床）

a・黒褐色土層（10YR2佗）
地山砂・小石を含む。

b・暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂主体。

C・黒褐色士層（10YR訂］）
地山砂・小石を多く含む。

d・黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂・小石を多く含む。
a～dは壁の崩壊を補習した
土。

上からH9I区セクション　完掘（北より　南より）上から　H9　西側崩壊部　カマド堀方（北より　南より）

第6図　H9号住居址（1）
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u

0　　（1　4） 第7図　H9号住居址（2）

る。15の聾片の胴部外面はパケ目を残している。28の底部回転糸切りの須恵器杯、29の瓦、30の鉄

製刀子は混入晶である。
これらより7Cの年代が当てられようか。

（4）H14号住居址

い28グリットにあり、単独ピットP125～128、Ml、撹乱に切られる。Mlは東西方向に、撹乱は

北西隅を壊している。南北長340cm、東西長370cm、壁高は1～27cmを測り方形を呈す。カマドを北
壁中央にもつ。カマドは細長く、煙道は低く壁から延びる。主軸方位はN－70　－Eである。主柱穴

は4個あり、径25～30cm、深さ10～14cmの円形ピットでいずれも浅く小さい。南東に径66cm、深さ

30cmの貯蔵穴がある。床面はMlと重複し、影響された所もあるが、比較的締まっていた。床面には

礫が散乱していた。
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5
旦　 4

1
4　　　　　　　 14　 5

13 1？　　　　 14 13 旦

33 1

グ

標高700．60m
（1ニ80）　　　2m

1＋I＋　∴I

H14　士層説明
1．黒褐色土層（10YR封2）

他山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR訂2）

炭化物粒子を含む。
3．黒褐色土層（10YR訂3）

地山砂を多く含む。
4．暗褐色土層（10YR3！3）

地山砂を極く多く含む。
5．暗褐色土層（10YRjノ3）

砂主体。（周溝）
6．褐色士層（7．5YR4／6）

焼土
7．暗褐色土層（7．5YR3！4）

焼土粒子を含む。
8．暗褐色土層（7．5YR3／4）

焼土
9．灰褐色土層（7．5YR4佗）

粘土
10．黒褐色土届く7．5YRj佗）

地山砂・小石を含む。
（カマド掘方）

11．褐色土層（7．5YR4〟）
地山砂主体。（カマド堀方）

12．暗褐色士層（10YR3／3）
．　砂主体。
13　黒褐色土層（10YR2佗）

地山砂を多く含む。（貼床）
14．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体に黒褐色土を含む。
（堀方）

15．黒褐色土層（10YR2／3）　柱痕
16，暗褐色土層（10YR3／4）

ローム・砂を含む。

0　　（1こ4）　　　10cm

出土遺物には須恵器、土師器がある。1・2の須恵器は杯蓋の杯蓋と杯身で、底部回転へラ削りさ

れる。2の受部の端部は尖っている。3・4は土師器杯で、平底に近い丸底の底部から屈曲して口縁

が伸びる杯である。5は精製された胎土である。8の壷に近い嚢は器肉が薄く、胴部外面はパケ目を
残してミガキ調整される。

これらより本住居址は6Cとされよう。
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0　　　（1こ4）　　　10cm

第9図　H15号住居址

（6）H15号住居址

く25グリットにあり、F14、単独ピットPlOlに切られる。

14～22cmの長方形を呈す。カマドはない。主軸方位はN－2。

が非常に締まって固く、東の壁面も同様に貼り床されていた。

ットがある。

出土遺物は土師器嚢片と嚢片を二次利用した土板とがある。

本住居の時代を決定する資料は乏しい。

南北長186cm、東西長192cm、壁高は

一Wである。小規模な住居址で、床面

柱穴は床下に径18cm、深さ21cmのピ

（7）H16号住居址

え25グリットにあり、P117を切る。南北長412cm、東西長494cm、壁高は15～31cmの長方形を

呈す。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN－30　－Wである。南壁中央に張り出し、底面に貯蔵穴を

持つ。長さ80cm、幅84cmの張り出し、穴の深さは床面より44cm下げている。カマドは袖の先端に石

を置く造りで、細長い。壁下に周溝が廻っている。主柱穴は4個で240cm四方に配される。柱穴は径

48～68cm、深さ38～60cmの円形に掘り、径8～27cmの柱痕の柱が据えられる。床面には炭化材が2

か所残っていた。床面は黒色土ブロックを含む土を貼り締まる。住居の堀方は床面中央が高く周囲が

下がっている。南床下から主柱穴間には床下ピットP8がある。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。須恵器は杯蓋の蓋と杯身である。蓋は口縁が内湾し、

口線内側端部に凹線をもつ。杯身は受部が短いものである。4の土師器甑と8の聾はカマドから出土
している。甑は部厚く全体に黒色を呈し、ミガキが疎らに施される。8の聾は口径より胴中位下に最

大径を持ち、胴部外面にパケ目を残している。13の軽石製品は紡錘車？とみられ、幅6．4cm、厚さ4．2

cmに軽石の外面を磨り、円形に近く整えて中心を穿孔している。

これらより本住居址は6C前半といえよう。
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－ノÅ施工」

H16　土層説明
1．黒褐色土層（10YRかヨ）
2．黒褐色土層（10YRか2）
3．黒褐色土層（10YR〕佗）
4．黒褐色土層（10YR3！2）

焼土粒子を多量に含む。
5．暗褐色土層（7．5YR3／4）

焼土粒子を極く多量に
含み、灰を含む。

6．暗褐色土層（10YR3／ヨ）
砂を極く多量に含む。

7．極暗褐色土層（7．5YR訂3）
壌土粒子を多量に含む。

8．暗赤褐色土層（5YR3！4）

焼土ブロックを多量に
含む。粘土層。

9．暗褐色土層（7．5YRj／3）
焼土粒子を含む。
やや砂質。（カマド堀方）

110・暗褐色士層（10YR3月）柱痕
詣∴∴411．黒褐色土層（10YR23）
㌣ギ∴．」＋＋地山砂・小石を含む。

12．暗褐色士層（10YR3β）
司r 地山砂を多量に含む。

13．黒褐色土層（10YR3／2）
・】　地山砂・黒色土ブロック

を含む。締まりあり。

示14・黒褐色土層（10YR封∃）
他山砂・小石を多く含む。

15　黒褐色土屑（10YR2／2）

こ［16・褐色士層（10YR4！4）
砂主体。

H16　カマド（東より　西より）

I叫・．1

D’　H16　完掘（南より）

第10図　H16号住居址（1）
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0　　（1ニ4）　　　10cm

第11図　H16号住居址（2）

dD

御感（1こ1）13

（7）H17号住居址

う24グリットにあり、F2・F6・F8単独ピットP22～24・29に切られる。南北長356cm、東

西長325cnl、壁高は2～9cmを測り、方形を呈す。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN－8。－Wで

ある。覆土が薄く、重複するピットが多いためか、もともと床面が軟弱なのか硬質な面はなく、土色

の違いで検出している。明確な床面はわからなかった。カマドは明らかな焼土がなく形状からカマド

とした。床下に5個の穴があるが柱痕はない。通状の竪穴住居跡とは異なっている。

出土遺物には土師器があり、1の土師器杯は平底に近い丸底からロ緑が屈曲して外傾する。3の鉢

は口線が屈曲して外傾外反する。内外ミガキ黒色処理される。

これらより6C代が当てられる。

（8）H21号住居址

か26グリットにあり、H18・H34・H35・単独ピットP93～95・98に切られる。南北長678cm

東西長704cmの大型住居である。壁高は0～32cmの方形を呈す。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN

－10　－Wである。カマドは住居内に長さ140cm、幅は100cmを測り、細長い。非常によく焼けてお

り、火床や袖は赤褐色を呈していた。床面は周辺部を除いて締まっており、柱痕の平面形が看取され

た。主柱穴は4個で、柱痕は円形というより隅丸方形を呈し長辺32cmを測る。床面より58～100cm

埋め込まれる。柱穴の堀方は床面から100cm以上であり、堀方底面からは60～80cmを掘り込む。柱

穴は堀方に多量の礫を入れて柱を支えている。Plには壁から間仕切り溝が延びている。北東隅とカ

マドの西に貯蔵穴がある。P12内には実測図に示した編物石がまとまって出土している。周囲の床

面にもみられる。壁下には周溝が廻り、東壁南側に焼土範囲が見られた。北壁には浅いが長径28～

40cmの壁柱穴がある。南壁中央の入り口のピットのP8は垂直の柱痕がある。

床の堀方はピット付近まで中央部が高く周辺が掘り込まれ、床より24～32cmほど下がる。

出土遣物には須恵器、土師器、土製晶、石製晶がある。須恵器は蓋杯と嚢片がある。1の須恵器蓋

の外稜は短く丸味を帯びる。2・53の同個体であろう杯身は立ち上がりが内傾し、受け部は短く端

部は丸い。53底部外面には自然粕が付着する。7の高杯脚部は短脚で透かしはなく、柱状の基部か

ら裾部はラッパ状に大きく開く。陶邑Ⅲ型式1・2段階あたりの高杯の形態である。土師器杯は平底

に近い丸底から口緑が大きく外反するものである。18の土師器旗はP4の堀方から出土している。24

・26の長胴饗は胴下部に膨らみを持っているものの、最大径は口線部に持つようである。

これらより本住居址は6C後半に位置づけられよう。
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4　13　　　　旦’

P2　　　　　　　　　　　　P3

＼＝＝＝」唇監竺ク1

＼＼要撃財

H17　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか2）

緻密。他山砂が少ない。
2．黒褐色土層（10YR訂2）

柱痕
3．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂を多く含む。
4．黒色土層（10YR〟1）

ちみつ土。
5．黒褐色土層（10YRγ3）

地山砂を多く含む。
6．暗褐色土層（10YRヨ／3）

砂主体。

0　　（1こ4）

第12図　H17号住居址

（9）H25号住居址

う29グリットにあり、H23・H26・Dl、撹乱に切られる。H23は南側上面、H26には東壁部を

壊されている。南北長548cm、東西残長　く448〉　C臥　壁高は0～37cmを測り、方形を呈すものと思わ

れる。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN－40　－Wである。カマドは壁の位置に袖があり、奥壁は

住居のラインより飛び出している。主柱穴4個のうち、PlはH26に壊されてないが、セクションか

ら判断すると低くなっておりピットの痕跡がある。主柱穴は柱痕が検出され、楕円・円形を呈し、径

22～30cm、深さ38～48cmを測る。ピット堀方は柱痕径に近いP2と柱痕径より倍以上大きいPlと

がある。カマドの東には深さ32cm、残長で52cmの貯蔵穴がある。床面は非常に締まった床面が2両あ

り、堀方ではP8～Pllの床下の主柱穴が検出されている。本住居は拡張され、新たに柱穴を設けて

いる。床下の主柱穴北側のPl・P2は柱痕を持ち、径40・44cm、深さ58・48cmと深いが、南側は

浅い。南壁下中央に出入り口のピットがある。また堀方では南壁側に径56cmの隅丸方形の穴が2個

東西にあり、掘立と重複していた可能性もあるが南側で遺構を捉えることはできなかった。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は杯蓋で、1と2の蓋と杯身はセットであろうか。蓋
は外稜が短くやや尖り、口線端部は面取りはしてあるが凹線はない。天井部は3／4以上回転へラ削り
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土層説明
黒色土層（10YR2／1）
地山砂・小石を含む。
黒褐色土層（10YRガ2）
地山砂・小石を多量に含む。
カマド側焼土粒子を含む。

3．黒褐色土層（10YRか2）
黒色土を含む。

4．黒褐色土層（10YR23）
地山砂・小石を含む。

5．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂主体。
6，暗褐色土層（10YRつ〟）

地山砂主体。（周溝）

N　127　＿　N’

上からH21完掘　カマド完掘

（南東より　南より）

8．暗褐色土層（7．5YR3／3）
焼土粒子を多量に含む。

9．褐色土層（7．5YR4／6）
焼土

10．黒褐色土層（7．5YR3／2）
粘土

11．黒色土眉（7．5YRか1）
ちみつ土。

12．褐色±層（10YR4！4）
砂

1〕，黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕

14．にぷい黄褐色土層（10YR4！3）
砂礫層。

15．黒褐色土層（10YR2！2）

地山砂・小石を少し含む。
l（i．黒色土層（10YR2／1）

17，黒褐色土層（10YR3／2）
柱痕

18．暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂を多量に含む。

7．暗褐色土層（7・5YR3！4）焼けた19．黒褐色土層（10YR2／3）
粘土ブロックを多量に含む0　　　地山砂を含む。

第13図　H21号住居址（1）

一80一

20．黒褐色土層（10YRj佗）
（間切り溝）

21，にぷい貴橙色土層（10YR5／4）
粘土

22．黒色士層（10YR2／1）
炭化物粒子を含む。

23．褐色土届（7．5YR4／6）

焼土
24．黒色土層（7，5YRl．7／1）

炭化物粒子を多量に含む。
25，黒褐色土層（10YR2！2）

（貼床）
26．暗褐色土層（10YR3／3）

砂に黒色土混在。
27．黒色土層（10Ylu／l）

黒色土ブロック。
2臥　褐色土層（10YR4ノ4）

地山砂主体。
29．黒褐色土層（10YR3佗）

柱痕
30．黒色士層（10YR〟1）
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46

⊂＝ゝ　　（1こ1）49

第15図　H21号住居址（3） ⊂ユ　（2ニ3）50

される。杯身の立ち上がりは比較的長く内傾して立ち上がり、受け部の端部は6mmほどであるが外方

に伸びて端部は尖っている。底部は外周2cmを残し回転へラ削りされる。1・2ともに、黒色粒子を

含んでいる。3は須恵器壷の底で、底部回転へラ削りされるが雑で、胎土に白色の石英粒が目立つ。

内面はロクロ痕が顕著に残る。4・5は混入品であろう。土師器杯の12・13・15は器形の調整が全

く同じもので、15が少し小振りである。丸底気味の底部から外稜をもって口線が大きく外反するもの

である。内面はミガキ黒色処理、外面は口線横ナデ底部へラ削り後ミガキ調整される。土師器賓は

20・21はカマドから出土している。21は口線が外反し胴部は膨らむ。22の壷は口縁が円筒状に直立

し上部が外反する。胴部は球胴形を呈す。19の甑は丸い底に焼成前穿孔したものである。

これらより本住居は6C前半に位置付けられよう。
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P11　　　　　　　　　P15

汀25　土層説明
1．黒色土層（10YR2／1）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR〟2）

地山砂・小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂を多く、小石を含む。
4．黒色土層（10YRL7／1）

炭化物粒子を多量に、粘質土
を含む。

5．黒褐色土層（10YR23）
地山砂を多量に含む。

6．黒褐色土層（10YR23）
地山砂・小石を多く含む。

7．暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂主体。（周溝）

8．黒褐色土層（10YR3／2）
カマド天井粘土。

9．黒褐色土層（10YR3／2）
カマド天井崩壊粘土。

10．黒褐色土層（10YRか2）

P17

15．黒褐色土層（75YR2／2）
（カマド堀方）

17．極暗褐色土層（7．5YR2／3）
粘質土を含む。（カマド堀方）

18．黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕

19．黒褐色土層（10YR以3）

粘土・焼土粒子を含む。　20．
11，天井の焼土
12，灰白色土層（75YR8／1）　灰

13・明褐色土層（7・5YR5！8）焼±　21．
14．黒褐色土層（7．5YR3／2）粘土
15．黒褐色土層（75YR3／2）

粘質土。

地山砂を含む。

黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・′」、石を含む。

締まりあり。（貼床）
黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂・小石を多く含む。

非常に締まりあり。（貼床）

－83－

P9　　　　　　　　　　　p8

22．黒褐色土層（10YR23）
地山砂を含む。

23．褐色土層（10YR4／6）
他山砂主体。

24・暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂極く多く含む。

25・暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

26・暗褐色土層（10YR3／4）
砂主体。

標高700．691u

（1ニ80）　　　2m

第16図　H25号住居址（1）
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塞　　　　14　墜

‘二1二：！ノウ／・之；：

L　　　　　　主’

171さ
1315

カマド堀方
標高700．69m

（1．80）

・．．桐
だ　・・u　‘

t．　l

l

∈⊇劃、も11
第17図　H25号住居址（2）
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H26

L1416　⊥’

カマド堀方
H26　土層説明
1．黒褐色

地山砂
2．黒褐色

地山砂
3．黒褐色

地山砂

土層（10YR〟2）

・小石を含む。
土層（10YRか3）

を多く含む。
士層（10YRか2）

・小石を含む。

H26　カマド（東より）

4．黒褐色土層（10YRか3）
地山砂・′1、石を多く含む。
カマド側粘土ブロックを
含む。

5．黒褐色土層（10YR2β）
地山砂・小石を含む。

6．暗褐色土層（10YR3／3）砂主体。
7．黒褐色土層（10YRガ2）黒色強。

8．灰褐色土層（7．5YR4！2）粘土質。

旦’F F，G

丁テテ；予
P6

0

標高700，69fn

（1．80）

：0

9・黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂・小石を含む。

10・黒褐色土層（10YR訂3）（周溝）
11．灰褐色士層（7．5YR4／2）

焼土ブロックを含む。
（粘土崩壊層）

12・暗褐色土眉（10YR3！3）
焼土粒子を含む。

13・褐色土層（75YR4！6）焼土

14・灰褐色土層（75YR4／2）粘土
15・黒褐色土層（10YRj佗）

1mm大の黄色砂が混じる。
16・黒褐色土層（10YRj佗）

焼土粒子を含む。（カマド堀方）
17・黒褐色土層（10YR訂3）柱痕
18・黒色土層（10YR17／1）

炭化物（ボヤ状）を
多量に含む。

19・黒褐色土層（10YR2／2）
粘土ブロックn

－85－

H26　P3（東より）

20・褐色土層（10YR4！4）黄色砂。
21．暗褐色土層（10YR3！3）

砂に黒色土混じる。

22．黒褐色土層（10YR訂3）
地山砂・小石を含む。（貼床）

23．暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂主体。

24．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂・小石を含む。
締まる。（貼床）

25．黒褐色土層（10YR訂3）
黒色強。砂少ない。

26．黒褐色土層（10YR2月）
地山砂ブロック混在。

27．黒褐色±層（10YR〟3）
地山砂を多く含む。

第18図　H26号住居址（1）
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第19図　H26号住居址（2）
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第1節　竪穴住居址

一◎周一㊦一国
ロD。，こ1，28　0ロ。lニ1）2。

第20図　H26号住居址（3）
0　　（1こ4）　　10cm

（10）H26号住居址

う27グリットにあり、F9・単独ピットP55に切られ、H25を切る。南北長490cm、東西長526cm、

壁高39～56cmの方形を呈す。カマドが北壁にあり、主軸方位はN－20　－Wである。カマドの袖は

壁にはまり込んだ位置にあり、煙道は直立気味である。主柱穴は4個あり、柱痕が検出された。ほぼ

円形で、径28～38cm、深さ80～88cmを測る。ピットの堀方は一辺44～90cmの円形と方形とがある。

P3の南側床面には、U字形に幅16cm、高さ4cmの周堤状の高まりがみられた。北東に径50cmの円形

で、深さ16cmのピットがあり、下層に黒色土を含んでいる。南壁下に焼土があり、その下にカヤ状
炭化物が残る。この炭化物はササ類と分析された。

床面は締まっており、下層の貼床の一部が中央ではさらに締り、床面は2～3度貼床されている。
住居の堀方は柱穴の外側が円形に掘り窪められ低くなっている。

出土遺物には須恵器と土師器、角釘、石製晶がある。須恵器は蓋杯の蓋である。1・2は同一個体

であるかも知れない。1の蓋の外稜は丸味を帯びわずかに出ている。口線端部にはわずかな凹線があ

る。天井部外面は外周を1．5cmほど残して回転へラ削りしている。土師器杯9～11はほぼ同器形であ

るが、11は器肉が薄く、内面に暗紋を施すがミガキ調整しない「有段口線杯」であるが、9・10は厚

手で内面と外面の底部がミガキ調整される。11は底部が穿孔され、新しい割れ口である。カマドの

西袖下に正位であり、その下に4個の臼玉があった。土師器高杯の12の杯底部は丸底で稜を持たず

にロ線はラッパ状に外反して開き、口線外面には回転のパケ目をそのまま残している。21の土師器

嚢は胴部外面にパケ目を残し下部をへラ削りしている。口線は外反し、胴中位下が膨らみ最大径とな

っている。23の聾は広口で、内外にミガキ調整が施される。Ⅲ区床面からは敲石が出土している。
角釘は検出時のもので混入品であろう。

これらより、本住居はH25より後出するものの、6C中葉の住居であろう。

（11）H28号住居址

う30グリットにあり、北・西が現在の道路で調査できなかった。Mlに切られる。南北長848cm、

東西長く558〉cm、壁高は42～60cmの方形を呈す。本調査区では最大の住居である。カマドを検出

していないが西壁にはなく、北の床面に崩壊粘土がみられることから北にカマドを持っていると推定

される。主軸方位はN－7。－Eである。覆土は人為哩土であるのかブロック状に土層が観察された。

床面は南側中央部は締まっているが、他は比較的脆弱である。主柱穴は調査部分の東側の2個を検出

する。柱痕が径28・36cm、ピット堀方はPlが長径112cnl、深さ72cm、P2は長径86cm、深さ88cm

である。ピット堀方覆土には礫が入っている。主ピットと壁の間には間仕切り溝がある。中間にもあ

り、都合3か所見られる。柱間の距離は南北で240cmを測る。北東には長径120cm、短径84cnl、深さ
96cmの楕円形の貯蔵穴がある。壁下には周溝が廻り、壁柱穴がある。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。須恵器は高杯の脚で裾が折れて開く。土師器杯は平
底に近い丸底から屈曲してロ線が外傾外反する。3の杯は外稜を持っていない。
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H28

滅I　　　　　　　　蛸

H28　Ⅳ区セクション（南より）

D’　J J’

〝．・‥．一一…一・－1

崩。標鵠；
H28号住居址（1）

一88－

喝梱吐境　　　H28　土層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

砂質
2．暗褐色土層（10YR3！3）

地山砂を極く多く含む。
3．黒褐色土層（10YR訂2）

砂・小石を多く含む。
4．黒褐色土層（10YRか2）

3層より黒色強。
5．暗褐色土層（10YRj／3）

砂を多く含む。
6．暗褐色土眉（10YR3！4）

砂主体。（周溝）
7．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂を含む。（間切り溝）
8．黒褐色土層（10YR2／3）

種痘

9．黒褐色土眉（10YR〟2）
地山砂・小石を少量含む。

10．暗褐色土層（10YR3／3）
地山砂主体。

11．黒褐色土眉（10YRか3）
他山砂を多量に含む。

12．褐色土層（10YR4／4）
砂

13．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂を含む。

14．黒褐色土層（10YR3／2）
南側は締まる。（貼床）

15．褐色土層（10YR4！4）
砂

16．黒褐色土層（10YR2／2）
黒色土ブロックと砂混在。

17．黒褐色土層（10YRZ佗）
黒色土主体に砂ブロックを
含む。

上からH28　完掘　　堀方（南より）

2m
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l
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0　　（1こ4）　　10cm

第22図　H28号住居址（2）

本住居で使用状態の遣物が見られず確定はできないが、土師器杯などからは6C後半とされよう。

（12）H30号住居址

き21グリットにあり、Hl・H7・Fl・F18・単独ピットP30・31・35に切られる。南北長
636cm、東西長594cm、壁高は0～57cmの方形を呈す。カマドは北でH6・H7に壊されたようであ

る。主軸方位はN－90　－Wである。床面は締まりがない。主柱穴は4個持ち、P2がやや方形である

が他は円形を呈し、長径40～64cm、深さ34～44cmのピット堀方に、16～32cmの柱痕が見られた。

西壁中央下に焼土の上に炭化材が乗っており、この炭化材は広葉樹と分析されている。

出土遣物には須恵器、土師器がある。須恵器は蓋杯の杯身で、口径は9cm、高さ5cmで、口線の立

ち上がりは比較的短く内傾し、端部は丸く仕上げられる。受け部は比較的長く、端部は尖り気味であ

る。底部は比較的深く、1／2程度回転へラ削りがなされる。陶邑Ⅱ型式の1～3段階あたりのものであ
る。（1981．中村浩『和泉陶邑の研究』）

H7に掲載した1～3土師器杯は平底に近い底部から口緑が外反するものである。これらは6Cに
位置付けられるが、本住居の遣物であろう。

これらより本住居址は古墳時代の6C中葉であろうか。
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H30

C’

「‾‾‾ノ

壷了ご轡報　墨撃
上からH30　完掘　堀方（北より）

打30　土層説明
1　黒褐色土屈（10YR3！2）

地山砂　小石を多量に含む。

2　黒褐色土層（10YR訂2）

ウ

J

　

4

　

5

げ
一DI…姦

黒
黒
暗

色土ブロックを含む。

褐色土層（10YR訂2）地山砂を含む

褐色土層（10YR3！3）柱痕

暗褐色土届く10YR3／〕）地山砂ブロック混在

6．暗褐色土層（10YR3／3）他山砂を多量に含む

7　明褐色土層（7．5YR5／6）　焼土

8　褐色土層（7．5YR4！4）　焼士

9．黒褐色土層（10YRz3）締まりなし。（貼床）

10．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂プロッタ混在。

Il．黒褐色土屑（10YM）

10YK∽土ブロックと地山砂ブロック混在。

12．黒褐色土層（10YR封2）粘土ブロック混在。

標高701調m　　　13・焼土ブロックを含むe

（1こ80）　　2m

A

第23図　H30号住居址

1

0　　（1こ4）　　　10cm

（13）H41号住居址

お29グリットにあり、H23・H24・H40・単独ピットP103に切られ　H42を切る。南北長526

cm、東西長561cm、壁高は0～47cmを測り、方形を呈す。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN－100

－Wである。主柱穴は4個あり、長径50～76cmを測り、P4は楕円形、他はほぼ円形を呈す。深さは
P2が48cm、P3が深く102cmを測る。P3の柱痕には11の土師器聾が入っていた。床面は貼床が厚

く2面にあり、締まっていた。床下からP9～P12の床下住居の主柱穴が検出された。北壁の一部P

17は崩壊の補修の痕である。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。土師器杯は破片で、良好な資料はない。13の土師

器饗はPlの東脇から出土している。長胴嚢で、口綾部が折れて外方に開き、胴部外面は縦方向にへ
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第1節　竪穴住居址

H41土層説明
黒褐色土層（10YRか2）　地山砂・小石を含む。
黒色土層（10YR2／1）　地山砂・小石を含む。
黒褐色土層（10YRか3）　地山砂・小石を含む。
カマド側は粘土を含む。

4．黒褐色土層（10YR23）　3層より黒色強。
5．暗褐色土層（10YR3／3）　地山砂を多く含む。
6．黒褐色土層（10YRかつ）　地山砂を多く含む。
7．暗褐色土層（10YR3／4）　地山砂主体。
8．暗褐色土層（7jYRヨ！3）粘土に焼土ブロックを含む。
9．褐色土層（75YR4／6）　焼土
10．灰褐色土層（7．5YR4／2）　粘土
11，黒褐色上層（7．5YR3／2）　焼土・粘土粒子を含む
12．暗褐色土層（75YRj／3）　焼土・粘土粒子を含む。

13．黒褐色土屑（10YR2月）　柱痕
14．暗褐色土層（10YRjノ3）砂主体。（ピット堀方）
15．黒褐色土層（10YR2乃）　地山砂・小石を含む。

（貼床）
15．黒褐色土層（10YR2月）　黒褐色土ブロック混在。
17．暗褐色土層（10YR3ノ4）　砂主体。
18．黒褐色土層（10YR2／3）柱痕。（床下ピット）
19　暗褐色土層（10YR3／3）砂主体。（床下ピット堀方）
20．黒褐色上層（10YR封2）黒色土ブロックに砂まじる。
21．黒褐色土層（10YR封2）　砂・小石を含む。

（壁補修坑）
22．褐色土層（10YR4／4）　砂主体。（壁補修坑）

L’H41　カマド（東より）

L　くくi

カマド堀方

旦’　堅　22　　些’

与．・二ク／ ∵▼譲苧‾ア‾

旦’上　　　　　土’　上　　土’

去アグラプラ・丁て！iチ‡

標高700．59m
O　　　（1こ80）

第24図　H41号住居址（1）
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上からH41完掘　堀方（西より）

2m
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事

事野

‾寡

第25図　H41号住居址（2）

削りされる。11のピットに転がり込んでいた聾は、胴部下部が膨らんでいる。6の甑は内面パケ目

を残して黒色処理され、底部と底部周辺に焼成前穿孔が10個以上なされる。2の杯は「有段口縁杯」

であるが、使い込まれて、内面は光っている。内外塗りタイプの黒色処理である。石製品は磨石、敲

石が出土している。

これらより本住居は6C後半～7Cに位置付けられよう。

－92一
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H42　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR封3）

志3・≡望≡…曇

E’

、小石を含む。
（10YRヨ／3）

量に含む。

（1ニ4）　　　10cm

て！・．．／ンン‥五・第ぢ・シ・ンて≠
H41Pユ5　　　　　　　　　　　H41P16

0　標高7仙59m（1　80） 2m

4．暗褐色土層（10YRつ／3）
（周焙）

5．灰褐色土層（7．5YR4／2）
粘土

6．暗褐色土層（7．5YR3／3）

焼土・粘土粒子を含む。下面焼ける。
7．黒褐色土層（7．5YR3／2）

焼土・粘土粒子を含む。（カマド堀方）
8．暗褐色土層（10YR3／3）

黒褐色土ブロック（10YR訂2）混在。
（貼床）

9，暗褐色土層（10YR3！3）
地山砂主体。

第26図　H42号住居址

（14）H42号住居址

お30グリットにあり、H41と撹乱に切られる。H41に大半を切られ　わずかに北壁西側と西壁が

残っている。カマドは北にあり、大半をH41のカマドに壊されるが煙道が残る。煙道の天井に礫を

使用していた。南北長456cm、東西残長　く257〉　cm、壁高は0～37cmを測る。主軸方位はN－30　－W

である。主柱穴はH41に切られているため伴うものは明確でないが、Pl・P2が主柱穴で、東西

にある。

出土遺物は2点で土師器嚢のロ緑と底部である。1は破片であるが薄手で、胴部は外面へラ削りさ
れる。古墳時代後期のものであろう。

（15）H43号住居址

け15グリットにあり、西壁一部が撹乱に切られる。南北長400cm、東西長408cm、壁高は60cmを測

り、方形を呈す。カマドを北壁に持ち、カマドの奥壁は壁より突出している。カマド前面の床面には

カマド構築材の石が落ちている。主軸方位はN－3。－Eである。床面は締まっており、主柱穴を4

個持つ。径44～46cmのほぼ円形のピットで、深さは40～56cmを測る。壁下には周溝が廻り、P2・
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H43

H ll．

ノ、ノヱ

E E’

点43　土層説明

1．黒褐色土層（10YRかつ）
ローム・パミス・炭化物を含む。

2．時赤褐色土眉（5YR3／3）

ローム多く、焼土・炭化物を少量含む。
3．暗褐色土層（7．5YR3／3）　砂を含む。

4．極暗褐色土層（7．5YR28）
焼土・灰・粘土を多く含む。

5．黒褐色土層（10YRか3）
砂・炭化物を含む。締まりなし。

6．暗褐色土層（10YRコ／3）

砂やや多く、炭化物を含む。
7．赤褐色土層（2．5YR4／6）　焼土（火床）
8．褐色土（7．5YR〟3）焼土少量含む。

9．極暗褐色土屑（7．5YR23）砂・粘土を含む。
10．褐灰色土（5YR4／l）粘土。内壁は焼け込む。

lL　褐灰色土層（7．5YR4ハ）
粘土多く、焼土を含む。

12．黒褐色土屈（10YRz〕）締まりなし。
13．黒褐色土層（7．5YR3／2）硬質。（床）
14，にぷい黄褐色土層（lDYR4ノ3）

砂を多く含む。
15　暗褐色土眉（10YR3ノ3）

砂・パミスを含む。締まりなし。

第27図　H43号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

P3には西壁から間仕切り溝が延びている。南壁下中央にはP6の径44cm、深さ24cmの円形ピット、

南西隅には径48cm、深さ20cmの円形ピットがある。貯蔵穴であろうか。北東隅に同様の穴が床下か

ら検出される。カマドの東、北壁下には10の中型の土師器饗、13の弥生の小嚢、土師器の小聾11・

12が並んでいる。炊事空間であったろうか。カマド内の焼土中には直接9の長胴聾底部が埋まってい

た。

出土遺物には須恵器、土師器、石製品がある。須恵器は越の口縁で外面に沈線が2本ある。土師器

は杯と高杯、底、嚢、弥生嚢がある。2の土師器杯は底部丸底であるが外稜はなく、口縁が内湾気味

に大きく開く。内面には段がある。3の高杯は浅い丸底から直立し口縁が大きく外反する。6の杯は

厚手で内面は暗文、外面は磨耗している。ミガキはない。8の旗は小形で体部中央下に焼成前穿孔さ

れる。穴の付近は円形に剥離しており、注口がついていたようである。9の土師器饗は口縁が大きく

外反して最大径を持つ。据え置かれた嚢なのかロ縁から11cln下は粘土が付着している。胴部の下半

が膨らむ形態が残っている。13は弥生中期の賓で再利用している。同じく弥生中期の15の太型蛤刃

石斧は新たな磨面が見られ、転用している。弥生中期の住居が隣接していない中で、他から収集して
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H45

皇フ　　　　　叫

G G’　F F’

ろ遜！ P4

標高701．80m

O　　　（1こ80）

ー紗潤　一㊧一㊥
□刀（111）　D二D

2m

H45　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか3）

ローム・砂・パミス粒・炭化物を含む。
2，暗褐色土層（10YRj／4）

ローム・砂をやや多く含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

ローム・砂をやや多く、炭化物を含む。
4．黒褐色土層（10YRか3）砂・ロームを少量含む。
5．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。暗褐色土を含む。締まりなし。
6．極暗赤褐色土層（5YR2／4）

焼土・粘土・灰を多く含む。
7．悔暗赤褐色土層（5YRa3）

焼土・粘土を少量含む。
8．赤褐色土層（25YR4！6）

焼土主体。暗褐色土を含む。
9．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミスを含む。締まりなし。
10．にぷい黄褐色土層（10YR5／3）

砂主体。暗褐色土を含む。締まりなし。
11．褐色土層（10YR4／4）

砂・ロームを含む。締まりなし。
12．赤褐色土層　は5YR4／6）　焼土（火床）
13．暗赤褐色±層（5YR3／2）灰・焼土を少量含む。
14．暗赤褐色土層（2．5YRつ／2）　粘土
15，極暗赤褐色土層（5YR2／3）　砂・粘土を含む。
16．時赤褐色土層（5YR3！3）粘土・砂・焼土を含む。
17．噌赤褐色土層（5YRコ／4）

砂をやや多く、粘土を含む。
18．暗褐色土層（10YR3！3）　硬質。（床）
19．褐色上層（10YR4／4）砂主体。締まりなし。
20．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂を多く含む。締まりややあり。

旦’　　カマド堀方

二l

2

（1ニ1）第29図　H45号住居址（1）
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上からH45　完掘　カマド完掘　堀方（南東　南より）
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（1ニ4）　　　　70cm



第1節　竪穴住居址

0　　（1ご4）　　10cm

第30図　H45号住居址（2）

4

＼．mI

‾‡－1二l二（1こ1）15

きたようである。14の砥石も顕著な磨面がある。

これらより6C後半～7Cの住居であろう。

（16）H45号住居址

こ11グリットにあり、南北長552cm、東西長520cm、壁高は50cmを測り、方形を呈す。カマドを北

壁に持ち、主軸方位はN－170　－Wである。主柱穴は4個あり、柱痕が検出される。ピット堀方は長

径54～56cm、深さ62～68cmの楕円ないし円形を呈す。北の東・西隅にP6・P7の貯蔵穴があり、

P6は径68cm、深さ32cmの円形、P7は径45cm、深さ68cmを測る。床面は硬質である。

出土遺物には土師器と石製晶がある。3・7土師器杯は浅い丸底から直立し、ロ線が大きく外に開

いている。7の底部には「×」のへラ記号がある。5土師器杯は杯身模倣であるが、丸底の底部から

立ち上がる外稜は丸味を帯びて屈曲し、口縁は直立する。ミガキ調整はなされていない。土師器聾は

器形全容の明らかなものはないが、9の嚢はやや厚手で口線は外傾外反し胴部径の方が大きい。12の
嚢は胴部底部から大きく広がっている。カマド前の床面からは臼玉が出土している。

これらより本住居は6C後半に位置付けられよう。

（17）H46号住居址

し10グリットにあり、南壁と床面の一部を撹乱に切られる。南北長528cm、東西長540cm、壁高は

28～60cmの方形を呈す。カマドを北壁に持ち、主軸方位はN－00　である。カマドは奥壁が住居のラ

インとほぼ一致する。煙道は比較的なだらかに立ち上がる。主柱穴は4個あり住居の隅に近い位置に

ある。東西320cm、南北360cnlに配される。柱穴はやや楕円形を呈し、長径で60～72cm、深さ84～

98cmを測る。床面は硬質で、堀方からは床下ピットが4個あり、楕円形を呈し、長径54～56cmを測

る。床下ピットの配置は南北240cm、東西220cmを測る。柱穴の建て替えがなされたのであろう。床
下からはカマドの焼土の位置が東の袖下にあり、カマドも少々西に移動して再設置されていたようで
ある。

出土遣物には須恵器、土師器がある。須恵器は杯蓋の杯身で、扁平である。立ち上がりはやや外反

気味に短く内傾し、受け部は薄く短く、端部は丸味を帯びている。底部外周を残して、手持ちへラ削
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H46　完掘（南より）

二一：丁．士

H46　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

砂・パミス・炭化物を含む。
2，暗褐色土層（10YRj／3）

砂・パミスをやや多く、炭化物を含む。
3．暗褐色土層（10YRj／4）砂をやや多く含む。
4，黒褐色土層（5YR3！l）

粘土を多く含む。焼土・灰の混合土。
5．暗褐色土層（10YR3！3）

砂・パミスを含む。締まりなし。

G’　6．暗褐色土屑（10YR3／4）

砂をやや多く含む。締まりなし。

7．褐色土層（10YR4ノ4）

砂主体。暗褐色土を含む。
8，暗赤褐色土届く5YR3！2）

粘土を多く、焼士・灰を含む。
9，黒褐色土層（5YRコ／1）粘土・灰を多く含む。

11旦’10．暗赤褐色土層（5YR3′4）粘土。一部焼土批
11．時赤褐色土層（2．5YR3ノ4）粘土。一部焼土化。
12．暗赤褐色土層（25YRj／6）

索乏　13
カマド堀方

標高701．90m
（180）　　　2m

H46　カマド完掘（南東より）

－⑰個　倭）個

焼土。（火床）作り変えの可能性あり
暗赤褐色土層（5YR3／4）
粘土・焼土・砂を含む。

14．暗褐色土層（10YR3／3）　硬質。（床）
15，黒褐色土層（10YR2／3）硬質。（床）
16．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂をやや多く含む。締まりなし。
17．黒褐色土層（10YR3／2）

砂をやや多く含む。締まりややあり

ロD（1こ1）24　0D。1こ，）25　　ロD。，こ1）26　　第31図H46号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

（1ニ4）　　10cm

∈≡≡〒ヲ2

第32図　H46号住居址（2）

りが平行に底部いっぱいに施されている。3・4の土師器杯は丸底が平底に近くなり、直立して、口

線が大きく外傾する。5の杯口線は底部から外稜を持って外傾する。8の杯は丸底で、口線は底部か

ら直立し、内面に放射状暗文を施す。外面のミガキ調整はされず、黒色を呈すが塗りタイプの黒色処

理である。11の土師器杯は口緑が屈曲して外反している。磨耗して明確ではないが内面はミガキ黒
色処理、外面は口線横ナデ底部へラナデである。12は口縁が長く、中位のロクロ痕が段を作ってい

る。黒色処理はされていない。15の高杯は3・4の器形の杯部に太い首の脚を付けている。土師器

嚢は長胴賓で、口縁が外反するものと直線的に外傾するものとがある。最大径は口径にある。21の
胴部内面はナデ調整で、外面はへラ削り後ミガキ調整される。

これらより6C後半～7C代の住居と位置付けられよう。
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H48　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミス・炭化物を含む。

2．黒褐色土層（10YR封3）
砂・パミス・炭化物を含む。

3．暗褐色士層（10YR3／4）
砂を多く含む。締まりなし。

4．極暗赤褐色土層（2．5YR〟4）
焼土を多量、焼土・灰を含む。

5．暗褐色土層（7．5YR3！3）
砂・炭化物を含む。締まりなし。

6．黒褐色土層（10YR訂3）
砂・パミスを含む。締まりなし。

7．にぷい貴褐色土層（10YR4／3）
砂主体。暗褐色土を含む。締まりなし。

8．赤褐色土層（2．5YR4！6）焼土（火床）
9．極暗赤褐色土層（2．5YR2／4）

灰を含む。焼土化。
10．黒褐色土届く5YR封2）

焼土を少量、砂・炭化物を含む。
11．極暗赤褐色土層（2．5YR2耳）

粘土。一部焼土化。
12．暗赤灰色土層（25YR3／1）焼土
13．時赤褐色土層（5YR∃佗）

粘土主体。焼土・灰を含む。
14．暗褐色土層（10YRj／3）やや硬質。（床）
15．暗褐色土層（10YRj／4）やや硬質。（床）
16，にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂を多く含む。締まりなし。

－◎一日
□□（川1

第33図　H48号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

ク
＝
＝
“
“
＝
〃
〟
仇 第34図　H48号住居址（2）

（18）H48号住居址

さ7グリットにあり、H47・D6に切られ、D7を切る。東は現道で、調査できなかった。撹乱に3

か所壊される。南北長540cm、東西長く488〉cm、壁高は20cmを測り、方形を呈するであろう。カマ

ドを北壁に持ち、主軸方位はN－17。一Wである。カマドは袖が長く細い。床面はそれほど締まっ

てはいない0主柱穴は4個あり、300cm四方に配され、ピット堀方はやや楕円形を呈し、長径は58～
64cm、深さ56～72cmを測る。

出土遺物には土師器、石製晶がある。3の土師器杯は口縁部が中ほどから外反して、深い丸底を呈

する杯E器形（1995・花岡弘・西山克己「信州の6世紀・7世紀の土器編年と地域的特徴」『東国土

器研究代号』）である。内面の屈曲は弱く、外面の稜も明確なものではない。5の土師器鉢の底部は

径が小さく中央が窪んでいる。7の甑は大型品である。孔の口径は内側で8cmを測る。8・9の壷は

口線が直立して外反し、胴部は球胴形である。口線の内面端部は凹線が廻る。12の嚢は広口で、内

外面口線と外面胴部にミガキ調整をする。11の長胴嚢は口緑が外反、最大径を胴部に持つ。臼玉が
カマドの西脇より出土している。

これらより本住居は6C前半に位置づけられよう。
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H51土層説明
1．暗褐色土層（10YR3！4）

砂をやや多く、パミス

を含む。
2．黒褐色士層（10YRかヨ）

上面硬質。テラス状。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミス・炭化物を
やや多く含む。

4．暗褐色土層（10YR3〟）
褐色土・砂の混合土。
上面硬質。

酪・！．．て・こ載録謬

il　完掘（北より）H51　完掘（北より）

第35図　H51号住居址

（19）H51号住居址

こ17グリットにあり、H50に切られる。南北長く92〉cm、東西長く280〉cm、壁高は28cmを測る。

カマドはH50に切られて無い。主軸方位はN－5。一Wである。本調査区では北東壁一部であるため

詳細は西八日町遺跡ⅣのH24を参照されたい。

（20）H54号住居址

お36グリットにあり、F19・F21・単独ピットP159・160に切られ、単独ピットP161を切る。

東側は現道のため調査できなかった。南北長500cm、東西長く322〉cm、壁高は36cmを測る0カマド

を北壁に持ち、カマドは住居プランの内側にある。主軸方位はN－60－Wである。カマドは支脚石

が残り、焚口の天井石が落ちた状態であった。主柱穴は西側の2個調査したが東側にもあると推測さ

れる。南北の柱間は280cmを測る。壁下には周溝が廻り、床面は上面が硬質である。

出土遺物には土師器がある。杯類は小片であるが、1は丸底から外稜を持って外反する02は内湾

する鉢であろうか。6の賓は胴下部が膨らみ、台状の底部がついている。4の壷底部は底部が大きく

膨らんでいる。

これらより、本住居は6C代であろうか。

（21）H56号住居址

く18グリットにあり、H55・単独ピットP155・156に切られ、単独ピットP157を切る。南北長

384cm、東西長440cm、壁高は16cmの方形を呈す。カマドは北で重なったH55に壊されたのか無い0

主軸方位はN－15。－Eである。主柱穴は3個調査し、長径38～46cm、深さ56cmを測るO壁下には

周溝が廻る。床面はやや硬質である。

出土遺物には土師器がある。土師器壷の底部は台状をなし、胴下部が大きく開き、外面は丁寧にミ

ガキ調整される。2の小形饗底部は外面が縦方向のへラ削り、内面はナデである。

これらより古墳時代後期とみられる。
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第1節　竪穴住居址

12．極暗赤褐色土層（5YR2〟）
砂・焼土・灰を含む。

13．暗褐色土層（7．5YR3月）

焼土・灰・炭化物を少量含む。
14．黒褐色土層（10YR2／3）

締まりなし。（周溝）
15．暗褐色土層（10YR3／3）

上面硬質。（床）
15，褐色士層（10YR4／4）砂主体。

l l

第36図　H54号住居址
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土層説明

黒褐色士層（10YR2／3）

砂・ローム・パミスを含む。
暗褐色土層（10YR3／3）

砂・ローム・パミス・炭化

物を含む。

3．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）
ローム・砂を多量に含む。
粒子粗い。

4．暗褐色土層（10YRj／3）
炭化物、焼土を少量含む。

5．黒褐色土層（10YR］佗）
砂・ローム・パミスを含む。

10　D’　6・褐色土層（10YR4！4）
砂・ロームを多く含む。

7．極暗褐色土層（7．5YR2／3）
焼土・灰・粘土を含む。

8．時赤褐色土層（5YRj／3）
焼士を多く含む。

10旦コ　9．にぷい赤褐色士層（5YR4〟）
焼土

10．暗褐色土層（7．5YR3！〕）

カマド堀方　　　11
砂・焼士を含む。
黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘土（上部焼ける）
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H56　土層説明
1・暗褐色土層（10YRj／3）

砂・ローム・パミス・炭
化物を含む。

2・にぷい黄褐色土層（10YR4！3）
砂を多く、パミスを含む。
締まりなし。

3．褐色土層（10YR4〟）
砂主体。

4・黒褐色土層（10YR封3）
やや硬質。（床）

5．暗褐色土層（10YR3〃）

ロ‾ム・砂を多く含む。
6，暗褐色土層（10YRj／4）

ローム・砂を含む。
締まりなし。

≡；；アテナ：・三・

第37図　H56号住居址

（22）H58号住居址

お40グリットにあり、北側は現道であるため、調査できなかった。H57に南東を切られる。南北

長く280〉C臥東西長400cm、壁高は56cmを測る。カマド調査されていない北にあるものと思われる。

主軸方位はN－00である。主柱穴は南側の2個調査した。ピット径は48・50cmの円形、深さ48cmを

測る。壁下には周溝が廻る。床面には礫が見られた。床面の上面は硬質であった。
出土遺物には土師器がある。1の土師器杯はほぼ平底で暖味な稜から口縁が内湾気味に外傾する。

塗りタイプの黒色処理の痕跡がある。土師器嚢は長胴聾で、口縁部に最大径のある2・5と、ほぼ口

径と胴部最大径が近い3とがある。4の長胴聾は粒子の粗い石英粒を含んでいる。床面には礫が多く

見られ、南東隅には編物石がある。

これらより、本住居は7C代と位置付けられようか。

（23）H59号住居址

け23グリットにあり、INCIVのH8に切られる。南北長360cm、東西長416cm、壁高は24～32cm

を測り、方形を呈す。カマドを東壁に持ち、主軸方位はN－880　－Wである。主柱穴は北側の2個

を検出した。南側は重複するH8に壊されたものとみられる。本調査域では北壁の一部を調査したの

みであるため、詳細は西八日町遺跡Ⅳ（INCⅣ）H58を参照されたい。
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第1節　竪穴住居址

H58　土層説明

1．暗褐色土層（10YR3／3）

ローム・砂・パミス・炭

化物を含む。

2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミスを含む。

締まりなし。

皇’3．暗褐色土層（10YR3／〕）

締まりなし。（周溝）

4．暗褐色土層（lDYR3何）

上面やや硬質。（床）

5．にぷい黄褐色土層
（10YR4／3）

砂を多く含む。

第38図　H58号住居址
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上　H58　完掘　　堀方（南より）
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面

I NCⅣ　H8

＼lT．

P2　　　　　　　　　　P1

2m

第39図　H59号住居址

華
N

H59　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

砂・パミスを含む。締まりあり0
2．暗褐色土層（7・5YR3／3）

砂・焼土・粘土・灰を少量含む0
3．褐色土（7．5YR4／3）

砂やや多く、焼土を少丑含む。
4．暗赤褐色土層（2．5YR3！4）

焼土（火床）
5．褐色土（7．5YR4ノ4）

砂主体。暗赤褐色土を含む。
6，黒褐色土層（10YR2／3）

焼土・炭化物を少量含む。
7　横褐色土層（10YR5／6）

地山砂ブロック。

8．褐色土層（10YR4／6）
～3cm大の礫、砂を多く含む。

9．暗赤褐色土層（5YR3／4）

焼土・灰・粘土主体。
10．暗褐色土層（7・5YR3／3）

砂をやや多く、焼土含む。
11．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多く含む。締まり無し。
12．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を少量含む。締まり無し。
13．暗褐色土層（10YR3／4）

砂を多く含む。締まりあり。
上面硬質。（貼床）

14　暗褐色土層（10YR3／3）
砂・炭化物を含む。
締まりややあり。

カマド堀方

奈良・平安時代

（24）H2号住居址

お19グリットにあり、Hlに切られ、H29を切る。南北長346cm、東西長390cm、壁高は49～62

cmの東西に長い長方形を呈す。カマドは北壁中にあり、主軸方位はN－40－Wである。カマドの焼

土は壁の線上に設けられ、煙道がよく残っていた。カマドの西脇を台状に作り、土器を設置するため

の浅い窪みがある。P2は主柱穴で、西壁の中ほどにある。径32cm、深さ24cmを測り、柱痕がみら

れる。東のPlは径16cm、深さ16cmの小ピットである。主柱穴の規模ではないが、東西2本主柱穴の

一方であろうか。北西隅に径24cm、深さ21cmの円形のP3がある。南壁下の径28cm、深さ28cmのP4

と、西のP5とはセットで出入り口のピットであろうか。壁下には周溝が廻る。床面を出す際に強め

に削ると床面が壊れるが、南側床面は締まっている。

出土遣物には須恵器、土師器、鉄製品、石製品がある。須恵器は蓋、杯、壷、横瓶、賓がある0

4・5・7の須恵器杯は底部回転へラ切り後へラナデである。8は検出面のもので、底部回転糸切り

である。9の高台付杯は土板に転用され整った円形で、底部糸切り後高台を貼付している。高台は畳

付きがいくらか外に開く。24は須恵器広口壷で、口緑は短く外傾して、口緑帯をもち、胴部は肩が

張っている。ロクロナデ調整後、体下部はへラ削りされる。32の土師器賓は口径と底径の大きな武

蔵嚢で、器肉はいくらか厚みがある。口緑部形態は「く」字形である。カマド堀方より出土する0
これらより本住居は7C代とされようか。
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第1節　竪穴住居址

カマド堀方

旦’　　　旦　　　　　旦’

H2　土層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR3！2）

標高701．ユ9m
O　　（1．80）

9，黒褐色土層（7．5YR以2）
（カマド堀方）

10．褐色土層（10YR4／4）
柱痕

焼土ブロック・粘度粒子を含む。11褐色土層（10YR4／6）
3．黒褐色土層（10YR23）　　　　　　　　砂主体。

1層に近い。焼土粒子を含む。　12　黒褐色士層（10YR訂2）
4．暗褐色土層（10YR3／3）

砂主体。（周溝）
5．褐色土層（7．5YR4／6）

焼土
6．黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘土
7．黒褐色土層（7．5YR2／2）

炭化物・焼土をふくむ。
やや粘質。（カマド堀方）

8．褐色土層（7．5YR4ノ6）
焼土

．、ll

イペ

上からH2　完掘　カマド完掘（西より　南より）

地山砂・小石を含む。Ⅲ区に
砂層を入れ込む所あり。一部
締まる。（貼床）

13．黒褐色土層（10YR2！3）
10YR4／2の粘土ブロック・黒
色土プロッタを含む。締まる
（床下住居貼床）

14．暗褐色土層（10YRヨ／3）
砂主体。

‾≡言

第40図　H2号住居址（1）
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第1節　竪穴住居址

H5　土層説明

1．暗褐色土層（10YRコ／3）
地山砂・小石を含む。

2．黒褐色土層（10YRか2）
地山砂を含む。

3．黒褐色土層（10YRか3）
地山砂・小石を含む。

1’　4・黒褐色±層（10YR訂2）
地山砂・小石を含む。

叫　　　　魂

H5

E E’G G’H H’

十二：rrT・∵・二「‥　一言
P8

標高701．19m

（1ニ80）　　　2m

ェ薄、

適
・
∴

5，暗褐色土層（10YRj／3）
地山砂を多く含む。

6．黒褐色土層（10YR訂2）
地山砂・小石を含む。

7．赤褐色±層（5YR4／8）
焼±

8．黒褐色土層（10YRか3）

焼土粒子を含む。粘質土。
9．灰黄褐色土層（10YR4／2）

崩壊粘土。
10．暗褐色土層（10YRjβ）

（カマド堀方）
11褐色土層（10YR4／4）

砂
2．黒色土層（10YRl，7／1）

炭化物・種を含む。（炭化物層）
13．黒褐色±層（10YR2／2）

ロームブロックを含む。（貼床）
14．黒褐色土（10YR2／2）

暗褐色砂（10YRj／3）の混在。
15，黒褐色土層（10YR2／2）

（床下ピット）

上からH5　完掘　31鎌（南より　北より）　上からH5　P8炭化物層セクション（南より）

＿／

LF＝‥∃‾二幸雪1。

5　　　　　第42図　H5号住居址（1）
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第43図　H5号住居址（2）

（1こ4）　　　10cm

（25）H2号住居址床下住居

お19グリットにあり、Hlに切られ、H29を切る。H2のカマドの堀方には焼土があり、床下か

らは内周して、締まった床面が検出された。南北長340cm、東西長313cm、壁高は0～8cmを測る。主

軸方位はN－50　－Wである。壁下には周溝が廻る。主柱穴はない。
出土遣物は26・27の土師器杯である。26の土師器杯は口線部内湾して開く。底部は回転糸切り後

底部と周辺部が手持ちへラ削りされている。27の杯は内湾する口線で、内面ミガキ黒色処理、外面

はロクロナデである。

これらより、8CのH2と軸が近いので、上面の住居は拡張とみられる。

（26）H5号住居址
か21グリットにあり、単独ピットPl、P6、P13に切られ、H6、F6、単独ピットP2を切

る。南北長362cm、東西長366cm、壁高は46～58cmの方形を呈す。壁は直立せず、角度を持って立ち

上がっている。カマドは北壁中にある。主軸方位はN－2。－Eを指す。主柱穴はPl～P4の4個

であるが円形・楕円形を呈し、長径で26～46cm、深さ12～16cmと小さく深さはない。南壁下のピッ

トは出入り口ピットである。北西隅のP5は隅丸長方形で、長径54C臥　深さ16cmと浅い。壁下には

周溝が廻る。床面はロームブロックを混在し、硬質である。床面の3か所に焼け込んでいる所があり、

床下ピットP8には底に炭化物層が6cm厚で見られた。P8は長径100cm、短径36cm、深さ24cmを測
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E6　土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YR23）

地山砂・小石を多く含む。
3．黒褐色土層（10YRか2）

他山砂・小石・焼土ブロ
ックを含む。

4．黒褐色土層（10YR2／2）
焼土・粘土粒子を含む。

5．黒褐色土層（10YR〟3）（周構）
6．暗褐色土層（7，5YR314）焼土
7．黒褐色土層（7．5YR3！2）

粘土粒子を多量に含む。
8．暗褐色土層（10YRコ／∃）

砂主体。
9．暗褐色土層（10YRj／3）

砂を含む。（柱痕）
暗褐色土層（10YR3ル）

砂を含む。
11．黒褐色土層（10YR2佗）

地山砂・小石を含む。
12，黒褐色土層（10YR2／2）

10YRヨ／3の砂層を含む。
締まりあり。（貼床）

13．黒褐色土層（10YR3／2）

H6　カマド（北より） H6　カマド完掘（南より）

、盲j’6」　」　当11

・‾　1■■＼し

第44図　H6号住居址
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H6

16

第45図　H6号住居址（2）
0　　　（1こ4）　　　10cm

る長楕円形のピットである。P9は床下ピットで、炭化材が見られた。

出土遣物は須恵器、土師器、鉄製品、和同開称、砥石がある。5の須恵器杯は底部周辺を手持ちへ

ラ削り、7の杯が底部周辺から口縁下部を幅1cmほどにへラナデしている。他の杯は底部回転糸切り

である。火樺が残る。高台付杯もみられる。

24の土師器杯は底部手持ちへラ削り、内面はミガキ黒色処理される。26～30の土師器婆は武蔵嚢

で、器肉は薄く、口綾部形態は「く」字形である。28は「コ」字形が窺われる。鉄製の鎌は北壁の

西下、P5との間の床面より出土する。先端が内側曲がっている。

これらより9C代の年代が当てられよう。

和同開称は長野県では2006年現在、銀銭1枚を含む23枚以上が確認され、和同開称は東信や北信

の千曲川流域に多く、佐久地域は和同開称から富寿神賓までの皇朝十二銭の内、前半の銭が多いと指

摘されている。佐久市中道遺跡、聖原遺跡、前田遺跡、小諸市中原遺跡、小諸市郷土遺跡から各1枚

出土している。佐久地域で5枚日の出土である。栄原永遠男氏によれば竪穴住居に関連する祭祀行為

は掘立柱建物のような土中への埋納ではなく、上屋造営中もしくは完成後に上屋に置かれたものが、

建物廃絶時や撤去時に床面に落ちたとか、火災の際に落ちたのではないかとし、上棟祭や屋固祭にか

かわるものとしている。（西山克己、2006研究集会「和同開称をめぐる史的検討」）

出土した炭化材の分析の結果、カマドからはクヌギ節、床下のピットPllからの炭化材はウコギ

属とモモと分析された。P8の床下ピットの炭化物層からは、炭化したイネの胚乳15個とコムギの胚

乳1個が出土した。P8は排土した中にも炭化物があったので、数量は本来倍以上あったと思われる。

（27）H6号住居址

か20グリットにあり、Hl、H5、単独ピットP5、P8、P13に切られ、H7、F12を切る。

東の壁はHlに切られてない。南北長314cm、東西長　〈343〉　cm、壁高は0～51cmの東西に長い長方

形を呈すであろうか。カマドは北壁の西寄りにあり、壁中に構築され、検出面では煙道が延びていた。

北壁の立ち上がりはなだらかである。主軸方位はN－80　－Eである。Plは主柱穴で東壁中ほど

にあり、長径50cmのほぼ円形で深さ32cmを測り、柱痕が残る。西壁にはPlと対するピットが見当
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第1節　竪穴住居址

HB　土層説明
1，黒褐色土層（10YRか2）

～5mm大小石・まれに3cm大

を含む。他山砂を含む。

灰黄褐色土層（10YR4！2）

カマド崩壊粘土。

3．褐色土層（75YR4／6）
旋土

4．灰褐色土層（7．5YR4！2）
粘土

5．黒褐色土層（10YR3／2）

E E’

6

⊇’　　　　ヵマド堀方

第46図　H8号住居址（1）

ー113－

（カマド堀方）
6．黒褐色土層（10YR2／2）

粘土ブロック・地山砂を含む。
（貼床）

7．褐色土層（7．5YR4／4）
床下焼土

8．黒褐色土層（10YR3／2）
焼土・炭化物含む。
（床下カマド堀方）

9．暗褐色土層（10YR3／3）
柱痕

10．暗褐色土層（10YR3／4）
砂主体。（ビット堀方）

11．暗褐色土層（10YR3乃）
地山砂主体。（床下住居覆土）

確u‾‾こ．

上からH8　カマド　旧カマド堀方（南より）

〒「：訝

0　　（1こ4）　　10cm



第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

＼、』　ノ
⊂二二二⊃　　0

第47図　H8号住居址（2）　　　　（1こ2）17

たらない。南西隅に長径38cm、深さ20cmのピットがある。床面は締まっており、床下からはカマド

の西脇に長径88cm、南北40cm、深さ28cmの隅丸長方形の落ち込みがある。南壁下には2個と西壁の

北寄りに床下ピットがある。壁下には周溝が廻る。

出土遣物には須恵器、土師器、鉄製角釘がある。須恵器は蓋、杯、壷、聾がある。3の須恵器杯は

底部回転糸切り、全体に灰が付着し二次焼成を受けている。内面は使用による摩耗が著しい。4は底

部回転糸切りで底径6cm、一旦屈曲して口線が立ち上がっている。5は底部回転糸切りで、底径が7．7
と大きい。

8の高台付杯は浅く、底部回転糸切り後高台を貼付している。高台の底面には凹線が入る。9の高

台は長脚である。19～21は須恵器か灰粕陶器か判断し兼ねた。混入でないとすれば須恵器であろう

か。胎土が白色で、粕調も白色である。22の土師器杯は、カマド脇から出土し、底部は手持ちへラ

削りされ平底である。内面ミガキ黒色処理である。23は口縁が内湾する。26の土師器賓は小片の武

蔵賓である。口緑部形態は「く」字形である。

これらより、8Cの年代が当てられよう。

（28）H8号住居址

け20グリットにあり、H49、F18に切られる。南北長386cm、東西長466cm、壁高は23～47cmの

東西に長い長方形を呈す。2次にわたり調査を行っているため、接合しない所がある。カマドは北壁

にあり、火床は良好に残っているがと袖・天井部は壊れている。主軸方位はN－21。－Wである。

主柱穴は4個あり、北に寄っている。カマド前面の床は粘土を貼って非常に締まっていた。床下には

床下カマドの火床と袖の堀方があり、床下住居があったであろう。壁下には周溝が廻る。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。須恵器は蓋、杯、賓がある。12の須恵器杯は底部

回転糸切り後軽いへラナデをしている。底径が大きく、底径／口径の比は0．57である。土師器は杯、

賓がある。1の土師器杯はロ緑が長く、内湾外傾し、底部は手持ちへラ削りされる。土師器嚢は武蔵

賓で、口綾部形態は「く」字形である。鉄製品は鱗と角釘と円板である。

これらより本住居は8C後半の年代が当てられよう。
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第1節　竪穴住居址

（29）Hl0号住居址

え22グリットにあり、F3に東壁の一部を切られ、F2、Fllを切る。南北長350cm、東西長380

cm、壁高は22～40cmの方形を呈す。カマドは北の壁中央にあり、主軸方位はN－10　－Eである。カ

マドは崩壊し、構築材の礫がカマド前面にあった。北東隅に長さ56cmの台石が置かれている。主柱

穴は4個あり、Pl～P4は径32～40cm、深さ18～28cmの円形ピットである。他にはカマドの西の

浅いものと南の壁のピットがある。壁下には周溝が廻り、床面は締まる。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品、石製の紡錘車がある。須恵器は蓋、杯、鷺がある。須恵器

杯は底部回転糸切りである。2e3の底部径が6．4cmと小振りなものと7cm前後の大きいものとがあ

る。2e3の底径／口径は0．48で底径が小さい。11e12の土師器賓は武蔵鷺で、日録部形「く」字形

である。鉄製品は刀子2点と鉄軸がある。石製紡錘車は床面より少し浮いて出土する。

これらより8C後半～9Cの年代が当てられよう。

（30）H10号住居址床下住居

え22グリットにあり、F3に切られ、F2、Fllを切る。HlOの床下に南北長304cm、東西長330

cm、壁高は0～7cmの方形プランが検出された。カマドは北にあり、主軸方位はN－20　－Wである。

主柱穴はPlに接して北に1個ある。他は上住居と重なる位置であろう。床面は非常によく締まって
いた。

出土遺物は須恵器と土師器がある。7の高台付杯は底部回転へラ削り後高台を貼付している。高台

の裾は外に広がっている。13の土師器賓の底は丸底気味で、厚手である。

これらより、8Cの様相の土器である。

（31）Hl1号住居址

き25グリットにあり、F14に南壁を切られる。南北長342cm、東西長383cm、壁高は21～31cmの

東西に長い長方形を呈す。西の壁の中央と南壁の東が崩壊し修復している。カマドは北壁中にあり、

袖e天井部が崩壊し、カマド前面の床に構築材がみられた。火床は非常によく焼けている。主軸方位

はN－50　－Eである。主柱穴は東西の壁中ほどにあるPl。P2で、長径52cm、深さ50e20cmの

楕円形ピットに柱痕を持つ。西壁の主柱穴P2は新たに設けられたピットである。ピット北には修復

された壁があり、その下から柱痕を持つピットP6が検出され、深さ64cmを測る。壁崩壊に伴い南

に新ピットを設けている。南壁下にはピットが堀方を含め3個あり、出入口関連であろう。中央より

やや南東寄り床面に、長さ76cm、幅60cm、深さ36cmの長方形ピットがある。床面は締まっていた。
壁下には周溝が廻るが補修地点には見られない。

出土遺物には須恵器、土師器、石皿がある。須恵器は蓋、杯、壷がある。須恵器杯の3は目線が直

線的に開き、底部回転糸切り後底部周辺から日録下部を帯状にヘラナデをしている。口径／底径の比

は0・41と底径が小さい。2の杯は底部回転糸切りで口径／底径の比は0。45である。土師器は杯と鷺が

ある。土師器杯は底部と目線下部が手持ちへラ削り、内面ミガキ黒色処理される。土師器小鷺の10

はカマド堀方から出土している。目線部形態やや「コ」字形を呈している。

これらより、須恵器杯などからすると9C代であろうか。

（32）H13号住居址

お24グリットにあり、H12と撹乱に切られ、F7、D3を切る。南北長427cm、東西長412cm、壁

高は0～39cmの方形を呈す。西側の北壁が張り出す不整な方形である。カマドは北壁にあり、主軸方

位はN－40　－Wである。主柱穴は4個あり、北に寄り、Plは壁中に設けられる。ピット堀方は40

～52cm、深さ20～38cmの円形を呈し、柱痕が見られた。南壁下中央には径34cm、深さ28cmの円形の

P5がある。床面は非常に締まっている。壁下には周溝が廻る。住居の堀方は周辺部が深く掘り込ま
れている。
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P3

HlO．土層説明
1．黒褐色士層（10YR2／2）

パミス・地山砂を含む。
2．灰黄褐色土層（10YR4／2）

灰黄色粘土多量に含む。
3．褐色土層（7．5YR4！4）

焼土
4．黒褐色土層（7．5YR3／2）

焼土粒子・粘土ブロックを含む。
5．黒褐色土層（10YRγ3）

地山砂を含む。

6，黒褐色土層（10YRか3）
地山砂を含む。

7．褐色土層（10YR4／4）

8，黒褐色土層（10YRか2）
地山砂ブロック混在。（貼床）

9．黒褐色土層（10YRか3）

地山砂・小石を含む。
10．黒褐色土層（10YR2／3）

（床下住居カマド堀方）
11．黒褐色土層（10YR2／3）

よく締まる。（床下住居貼床）
12．灰黄褐色土層（10YR4／2）

砂主体。

標高700．09m
O　　　（1こ80）

＼ミニ去i75

‾　／・－：

第48図　H10号住居址
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第1節　竪穴住居址

カマド堀方
L Hll　土層説明

1．黒褐色土層（10YR〟2）
地山砂・小石を多く含む。

22．暗褐色土層（10YR3／3）

マ　　地山砂・小石を多量に含む。
L　3．黒褐色±層（10YR訂3）

地山砂・小石を多く含む。
4．（崩壊粘土）
5．黒褐色土層（10YR3！2）

旦’漣：
標高700．99m

（1・80）　　　2m

粘土を多量に含む。
暗褐色土層（7．5YRj！3）
焼土。粘土質。
黒褐色士層（7．5YR2／2）
焼土粒子を含む。
（カマド堀方）

黒褐色士層（10YR〟3）
柱痕

9．黒褐色土層（10YR3／2）
地山砂を多く含む。

10　黒褐色土層（10YR2佗）

地山砂・小石を含む。
11．黒褐色土層（10YR2月）

地山砂・小石を含む。
12．暗褐色土眉（10YR3月）

地山砂を多量に含む。
13．黒褐色土層（7．5YR2／2）
14．黒色土層（10YR2／1）

地山砂・小石を含む。
（補修士）

15，暗褐色土層（10YRj叫）
地山砂主体。

16．暗褐色土層（10YR3／3）
柱痕

17．暗褐色土屑（10YR3ノ4）
地山砂主体。

18．暗褐色土層（10YR3／3）

砂を多量に含む。

』／

0　　（1こ4）　　　10cm

第49図　H11号住居址
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l

－‾‾l二二一l　＿

H13．土層説明
1．黒褐色土層（10YR23）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YRガ2）

地山砂・小石を含む。

3．暗褐色土層（10YR3！3）（周溝）
4，黒褐色土届く7．5YR3／2）

焼土粒子・粘土を含む。
5．褐色土層（7．5YR4／6）焼土
6．黒褐色土層（75YR3／2）粘土
7．褐色土層（10YR4／6）

砂主体。（カマド堀方）
8．暗褐色土層（10YR3！3）柱痕

寸　9．黒褐色土層（10YR封3）
山　　地山砂ブロックを含む。

10．黒褐色土層（10YR2佗）
地山砂ブロックを含む。
非常に締まる。

11．暗褐色土層（10YR3！3）
地山砂に黒褐色土ブロック
混在。

12．黒色土（10YRl．7！1）
暗褐色土（10YR3／3）の混在。
風倒木？

ll

（二二≡＝≡≡＝⊃
t

□
（1こ2）10

0

（1：2）11

＼＼こ二＿ji繭′4　　し当Ocm第50図　H13号住居址

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品、石鉱がある。遺物は破片で、全体が計測できるものはない。

須恵器は杯、高台付杯、聾がある。4の須恵器杯は底径が7．8cmと大きい。底部回転糸切り後、軽く

へラナデされる。土師器賓は武蔵賓の底部である。Ⅳ区から出土する骨は上層の1層で、イノシシの

骨と鑑定されている。鉄製品には刀子と軸ある。

これらより8C～9C代の様相といえようか。

－118－



第1節　竪穴住居址

H29

8　号13

ノぢ

P3

H29　土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂2）

地山砂を多く含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂を極く多量に
含む。

3，黒褐色土層（10YR3／2）
粘土

4，黒褐色土層（10YRが2）
粘土粒子を多く含む。

5．黒褐色土層（10YR2！2）
粘土ブロック・焼土
粒子を含む。

6．黒褐色土屑（10YR2／2）

P4

9．黒色土層（7．5YR訂1）
粘土

10．黒褐色土層（7．5YRか2）
砂を多量に含む。
（カマド堀方）

11．黒褐色土層（10YR訂2）
柱痕

12．暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

13．黒褐色土層（10YR〟3）
（貼床）

14．黒褐色土層（10YR3／2）
黒色士を含む。（堀方）

焼土粒子を多く含む。15．黒褐色土層（10YRZ佗）
7．（焼土崩壊層）　　　　　　　砂質
8．褐色土層（7．5YR4／6）　16．暗褐色土層（10YR3／〕）

焼土　　　　　　　　　　　　　砂主体。

ElO9

＼≡∃＝謡

＼＿＿＿」　■■′4

第51図　H29号住居址（1）
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H29　カマド完掘（南より）
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

0　　（1こ4）　　10cm

第52図　H29号住居址（2）

（33）H29号住居址

お19グリットにあり、Hl、H2、撹乱に切られ、F17、単独ピットP41・P46を切る。南北長

536cm、東西長480cm、壁高は0～46cmの南北に長い隅丸長方形を呈す。北壁の幅がいくらか広い。

中央にH2全体が重複して床面を壊している。カマドは北壁にあり、少し西に寄っている。主軸方位

はN－2。－Eである。カマドは煙道が良好に残っていた。カマドの東脇には堀方で、径44C臥　深さ

38cmの円形ピットがあった。主柱穴はPl～P4で、北の東西柱間296cm、南で240cmを測る。ピッ

ト堀方はやや楕円形で、長径32～44cm、深さはほぼ床面の推定線から60～72cmを測る。南壁下に径

28cmの円形ピットがある。壁下には周溝が廻る。床面は周辺が残るのみで締まっていない。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品、臼玉がある。須恵器杯は小片の底部である。3は底部へラ

切り、底部手持ちへラ削りされている。5は須恵器壷で、口線が大きく外反外傾、胴部の肩はナデ肩

である。胴部外面は平行敲き目、口緑横ナデされる。胴部内面は当て具痕を消してへラナデしている。

8の土師器杯は丸底気味で、外面下部にへラ削り痕が見られる。土師器聾は武蔵嚢で、口綾部形態

「く」字形をしている。

これらより、8Cの年代が当てられよう。

（34）H36号住居址

き29グリットにあり、H33、H37、単独ピットP104に切られ、H27、H38～H40を切る。南

北長く212〉cm、東西長240cm、壁高は10～28cmを測る。カマドは北壁より飛び出して粘土と礫があ

り、カマドとした。明確な焼土はない。主軸方位はN－00　である。床面はいくらか締まる。柱穴は

ない。

出土遺物には須恵器蓋・杯、土師器憩、石皿がある。須恵器杯は底部糸切り痕が残り、口線下部は

丸味を持ちロクロ痕が顕著である。土師器嚢は武蔵嚢で、口線部形態に「コ」字形が窺える。

これらからは8～9Cの年代が当てられる。
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第1節　竪穴住居址

題旦
標高700．69m

O　　　（1ニ80）　　　2m

′∠二二ヨ一一二さヽ1

‾≡‾‾：7

（1こ4）

予．；・三1．′

カマド堀方

H36　土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂・小石を多く含む。

2．黒褐色土層（10YR3／2）

1層より砂・小石が多い。
3．黒褐色土層（10YR3佗）

粘質土を含む。
4・黒褐色土層（10YRj佗）

（カマド堀方）
5，黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を含む。
（貼床）
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H36号住居址

H44　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

ローム・パミス・炭化物を含む。
2．暗褐色土層（10YRヨ伯）

ローム・砂を多く含む。
締まりなし。

3．黒褐色土眉（10YR2／3）
炭化物・砂を含む。

4．暗褐色土層（10YRヨ／3）
炭化物・砂を含む。

0　　（1こ4）　　10cm

第54図　H44号住居址
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

H39

H39　土層説明

1．褐色土層（7．5YR4／6）焼土
2．黒褐色土層（10YR3／2）

砂を含む。
3．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。（周溝）

標高700．79m
（1．80）

4．黒褐色土層（10YR2／3）（貼床）
5．暗褐色土層（10YRj／4）

シルト質土含む。
6．暗褐色土層（10YR3！3）

砂にわずかに黒色土を含む。

第55図　H39号住居址

（35）H39号住居址

き29グリットにあり、H33、H36、H37に東壁を壊され　H27・H38は上面に重なり、床面ま

で影響している。貼り床が所々残る。単独ピットPlO4、INCⅣH22にも切られ、H40を切る。

堀方で住居のプランを確認している。南北長304cm、東西長358cm、壁高は0～13cmを測る。カマド

は北にあり、わずかに火床の焼土範囲が残る。主軸方位はN－30　－Eである。柱穴は9個あるが重

複が激しくどの遺構に伴うか確認できなかった。プランの隅には堀方で土坑状の落ち込みがある。

出土遣物には土師器杯と須恵器聾の破片がある。土師器杯は平底に近い丸底から外稜を持って口線

が立ち上がる。内面は暗文が施される。大型の須恵器聾の破片がある。

須恵器襲土師器杯が出土し、重複関係から8C代とした。
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第1節　竪穴住居址

標高700．59m
O　　（1．80）　　　2m

－＼＼二三三」ふ名

．ゝ三三fi＝≠

＿・∴＿±

卓圭子．I．．
カマド堀方

E40　土層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

粘土粒子を含む。

2．黒褐色土層（10YRか2）
砂質・炭化物粒子を含む。

3．褐色土層（7．5YR4！6）焼土
4，黒褐色土層（75YR3／2）

粘土を多量に含む。
5．黒褐色土層（10YR〟3）

他山砂・小石を含む。
6．褐色土届け5YR4！4）砂主体。

7．黒褐色土層（10YR∽）
地山砂・小石を含む。
締まる。（貼床）

8．暗褐色土届（10YRコ／3）
砂に黒色土を含む。

∠∃艮9

5∈ヨナ言＼＼＼盛二已瑞　＼

第56図　H40号住居址 （1こ4）　　108m

（36）H40号住居址

か28グリットにあり、H19、H24、H27、H35～H39に切られ、H41を切る。南北長300cm、

東西長367cm、壁高は0～30cmの東西に長い長方形を呈す。カマドは北壁中にあり、主軸方位はNr

80　－Eである。主柱穴はない。南東に楕円形を呈したであろう深さ20cm、短径72cmのピットがある。
床面は締まっている。壁下には周溝が廻る。

出土遺物には須恵器、土師器がある。1・2の須恵器杯は底部回転糸切りで、火襟がある。底径が

6cmを越える。7の土師器杯は底部手持ちへラ削り、内面ミガキ黒色処理される。11の土師器聾は武
蔵賓で、ロ綾部形態「く」字形である。5・6・8は前代の混入晶である。

これらより8Cの年代が当てられようか。
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第Ⅱ章　西八目町遺跡Ⅲ

克子：亨．二．‥．発ケ二．
標高702．00m

O　　（1こ80）
2m

H47　土層説明
1．黒褐色土層（10YRj佗）

砂・パミス・炭化物を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／4）

砂主体。
3．にぷい黄褐色土層（10YR4！3）

砂を多く含む。締まりなし。（周溝）
4．暗褐色土層（10YR3／3）

やや硬質。（床）

＼こ三三F去i71

早熟。。：
第57図　H47号住居址
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（37）H44号住居址

か16グリットにあり、M3に切られる。現道があるため全容は明らかではない。南北長　く352〉cm、

東西長　く22〉cmが調査された。壁高は44cmを測る。カマドは未調査区があるためわからない。主軸

方位はN－250　－Wである。柱穴はない。壁下には周溝が廻る。

出土遺物には土師器嚢の薄手の武蔵賓がある。口綾部形態「く」字形を呈す。口縁部が長く大きく

外傾していることから8C前半に位置づけられよう。

（38）H47号住居址

し7グリットにあり、H48を切る。東は現道であるため調査できなかった。南北長328cm、東西

長　く196〉cm、壁高は32～40cmを測る。カマドと柱穴は見つかっていない。主軸方位はNrlOO　－

Wである。床面あまり締まっていない。壁下には周溝が廻る。

出土遺物には須恵器杯と土師器杯、土師器聾片、鉄製の角釘がある。1の杯から8C代とした。

（39）H50号住居址

こ18グリットにあり、H49に切られ、H51を切る。西八日町遺跡Ⅳ（INCⅣ）H13と同一住居。

南は調査原因が異なる。南北長く84〉cm、東西長く352〉cm、壁高は40cmを測る。カマドは北壁中

にあり、主軸方位はN－50　－Wである。壁下には周溝が廻る。詳細は西八日町遺跡ⅣH13に記述
されている。

（40）H52号住居址

い40グリットにあり、M2を切る。南北長　く412〉　cm、東西長456cm、壁高は36cmを測る。南壁は

現道であるため調査できなかった。また調査も二次に渡り、接合しない所がある。西八日町遺跡の西

端の住居址である。カマドは北壁中ほどにあり、主軸方位はN－50　－Wである。主柱穴はPl～P

4で北に寄っている。主柱穴のピット堀方は径32～64cm、深さ42～56cmを測り、柱痕が見られた。
P3・P4は建て替えがなされ、旧ピット堀方が重なる。南壁にはP5があり、柱痕を持つ。出入り
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第1節　竪穴住居址

H50　土層説明

1．黒褐色土層（10YRユ佗）砂・パミス粒を含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂をやや多く、パミスを含む。
3．黒褐色土層（10YR23）炭化物・砂を含む。
4．暗褐色土層（10YR3／4）

砂を多く、炭化物を含む。
5．黒褐色土層（10YR封1）粘土主体。焼土を含む。
6．赤褐色土層（2．5YR4／8）焼土（火床）
7．極暗褐色土層（7．5YR2／3）　壌土・炭化物・砂を

含む。（カマド堀方）
8．極暗褐色土層（75YR2！3）焼土・炭化物・砂を

やや多く含む。（カマド堀方）
9．黒褐色土層（5YR〟1）　粘土
10．暗褐色士層（7．5YR3／3）砂主体。炭化物を含む。
11．暗褐色土層（7．5YR3／3）　砂主体。炭化物・焼土

を少量含む。（カマド堀方）
12．褐色土層（7．5YR4／3）

砂主体。炭化物を含む。（カマド堀方）
13．暗褐色土層（10YR3／3）焼土・炭化物・パミス

H50　カマド完掘（南より）

を含む。締まりあり。（カマド堀方）

第58図　H50号住居址

ロピットであろう。西の壁下南には周溝が廻る。床面は締まっている。床下に南北336cm、東西320

cmの方形プランがあり、締まった床面を持つ。主柱穴P3の内側に床下住居の主柱穴があり、深さ53

cmを測る。

出土遣物は須恵器、土師器、鉄製品、敲石がある。須恵器杯は、丸底気味である。6の土師器杯は

底部から口線への立ちあがりに丸みを持つ。9の武蔵聾は口縁部形態「く」字形である。

これらより8C前半の住居址である。

（41）H53号住居址

さ15グリットにあり、D8を切る。西は現送のため調査ができず、南は調査原因が異なり、INC

IVH53として報告される。本調査では南北長　く172〉　cm、東西長　く236〉　cm、を調査し、壁高は40cm

を測る。カマドは北壁にあり、主軸方位はN－50　－Wである。カマドの東には長径120cm、深さ20

cmの楕円形の貯蔵穴がある。床面の上面は硬質である。東の壁下には周溝が廻っている。

出土遣物には須恵器、土師器がある。須恵器は蓋、杯、壷、賓がある。1の蓋は深く大きいタイプ

でつまみは扁平で、中央が高い。須恵器杯はいずれも底部回転糸切りである。須恵器杯3・4は底径

が大きく底径／口径の比は0．6を測る。9の須恵器杯の底径／口径は0．45となり、底径が小さい器形で

ある。底径の割合の大きい器形と小さい器形とが共伴している。10の外面には横書きで「十月」？

の墨書がある。11の高台付杯は深いタイプで、高台は裾開きのものが貼付される。土師器は賓のみ

であるが、武蔵聾で、口線部形態は「く」字形である。
これらより8C後半の年代が当てられよう。

（42）H55号住居址

お38グリットにあり、H56、F19を切る。北側は現道であるため調査できなかった。南北長く256〉
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

E52　土層説明
1．黒褐色土眉（10YRj佗）

小石を含む。砂質土。粘性あり。
2．黒褐色土層（10YR23）

小石を含む。砂質土。粘性あり。
3．暗褐色±層（10YR3／4）

黄色砂・黒褐色士（10YR3／2）が混在。
4，黒褐色土層（5YR3／1）

黒色粘土ブロック・焼土粒子を含む。
5．暗赤褐色士層（5YR3／3）　焼土
6，黒褐色士層（10YRjβ）

粘土（10YR2／2）ブロックを含む。
7．黒褐色士層（10YR2／3）粘質土。
8，黒褐色土層（10YR〟3）　砂質土。
9．黒褐色土眉（10YR2／3）　柱痕
10．暗褐色土届（10YR3／3）

地山砂を撞く多量に含む。
11．黒褐色士層（10YR〟3）

地山砂粒を極く多く含む。締まり強。
（月占床）

12．黒褐色土層（10YR訂2）
地山砂を含む。（床下貼床）

13．黒褐色土屑（10YR訂2）（床下住居貼床）
14．黒褐色土層（10YR2／3）

砂主体。黒色土を含む。

H52　堀方（南より）

∠∋
腔）

第59図　H52号住居址

－126－

ロー．・

∠二つ



第1節　竪穴住居址
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H53　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

ローム・砂・パミスを含む。
2．時赤褐色土層（5YR3／3）

焼土・灰をやや多く含む。
3．赤褐色土層（25YR4／6）焼土（火床）
4．黒褐色土層（10YR〟3）

砂・灰を含む。
5．時赤灰色土層（2．5YR3！1）粘土
6．暗褐色土層（10YR3／4）

砂主体。粘土を少量含む。
7．黒褐色土層（10YRa3）

灰・砂∵焼土を含む。
8．暗褐色土層（10YR3／4）

砂をやや多く含む。上面硬質。（床）
9．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。暗褐色土を含む。

．＿≡頁

0　　（1ニ4）　　10cm

ヽ二二二「‾i竜一‘‘12

第60図　H53号住居址

cm、東西長340cm、壁高は64cmを測る。カマドは、確認されていない。主軸方位はN－10　－Eであ
る。柱穴はない。床は上面に硬質面があった。壁下には周溝が廻る。

出土遺物には須恵器杯・平瓶・壷、土師器杯・賓、鉄製軸がある。5の土師器杯は口線内湾内屈し、

外面は口縁横ナデ底部へラ削り後ミガキ調整、内面はミガキ黒色処理である。薄手である。
これらより、8C代とみられるが、資料が少ない。

古墳時代の様相の土器があるが、須恵器平瓶の存在などから8Cとした。
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

道　　路
A’H55　土層説明

1．暗褐色土層（10YRj／3）

ローム・パミス・炭化物を含む。
2．黒褐色土層（10YR〟3）

ローム・パミス・炭化物を含む。
3．暗褐色土層（10YR3ノ3）

ローム・パミス・炭化物を多く
含む。

4．黒褐色土層（10YR2／3）

ローム・パミス・炭化物を多く
含む。

5，黒褐色土層（10YR2／2）
炭化物・灰を多く含む。

6．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）
ローム・砂をやや多く含む。

7．褐色土層（10YR4／4）
砂・暗褐色土の混合。
上面硬質。（床）

標高700．80m
O　　　（1ニ80）　　　2m

第61図　H55号住居址

（43）H57号住居址

か40グリットにあり、H58を切る。南側は調査原因が異なっている。南北長396cm　〈本調査域216

cm〉　東西長400cm、壁高は40cmを測る。カマドは北壁にあり、袖には礫を入れている。主軸方位はN

－40　－Eである。主柱穴は北西に径36clu、深さ26cmの円形ピットがある。床面は上面に硬質面が

あった。西壁にはテラスがある。

出土遺物には須恵器、土師器、磨石、石鉢ある。1の須恵器蓋はつまみが小さく口径は大きい。2

の須恵器杯は底部回転糸切りである。底径／口径は0．54を測る。6の高台付杯は小型晶で、高台は長

い。土師器杯は底部へラ削りされ平底で、内面ミガキ黒色処理である。カマドの北西隅に6の土師器

杯と15の軽石製磨石が出土する。8～13の土師器嚢は武蔵嚢であるが、9・10の口綾部形態に「コ」

字形の様相がある。

これらより8C後半の年代が当てられよう。
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第1節　竪穴住居址

H57土層説明

1．暗褐色土層（10YR3ノ3）
砂・ローム・パミス・炭化物を含む。

2．黒褐色土層（10YR訂3）
砂・ローム・パミス・炭化物を含む。

3．黒褐色土層（5YRが1）

崩壊粘土。一部赤褐色を呈す。
4．時赤褐色土層（2．5YRコ叫）

焼土（火床）
5．極暗褐色土層（7．5YM）

粘土。焼土粒・砂・パミスを含む。
6．黒褐色土層（5YR訂2）

砂・パミスを含む。

7．黒褐色土届（10YR〟3）
砂・パミスを含む。上面やや硬質。

（床）

標高70040m

O　　　（1こ80）　　　2m

H57　カマド完掘　　堀方（南より）

第62図　H57号住居址
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

坦’

：方．主シ？シ．シテ考

⊆’G該’

P3

Hl　土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YRガ3）

10YR4／2粘土を多量に含む。
3．明褐色土層（7．5YR5！8）

焼土
4．灰褐色土層（7．5YR4／2）

粘土
5．黒褐色士層（7．5YRj！2）

粘土・焼土粒子を含む。（カマド堀方）

∈≡≦≠≡三幸≡＝二三三きり1

6．黒褐色土層（10YR的）

柱痕
7，黒褐色土屑（10YR訂2）

（ピット堀方）
8．暗褐色土層（10YRヨ／3）

地山砂を多量に含む。（ピット堀方）
9．黒褐色土層（10YR〟3）

地山砂・粘土ブロック混在。締まる。
10．黒褐色土層（10YRガ3）

他山砂を多量に含む。

＼＼ニー⊥葛，㌔

第63図　H1号住居址（1）
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ノ

貢

＼†　－－35

、ゝ≡塞ぎ

／

第64図　H1号住居址（2）
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Hl

∠≡去二塾、

モ≡去＝＝♂58

C＝＝＝＝＝二つ56　くこ　　「　　つ57

第65図　H1号住居址（3）

（44）H1号住居址

か19グリットにあり、一部を撹乱に切られ、H2、H6、H29、H30を切る。南北長477cm、東

西長473cm、壁高は29～43cmの方形を呈す。カマドは北壁中央より少し西にあり、主軸方位はN－

100　－Eである。カマドは長さ12～20cm大の礫を使用して構築され、カマド前面に粘土とともに崩

壊している。カマドの西袖下には土器を設置するための小ピットがある。

主柱穴は4個で、楕円形を呈し、短径が52～60cm、深さ40～49cm、柱痕の径は28～36cmを測る。

壁際には径38～48cm、深さ12～20cmの円形の落ち込みが4個ある。壁下には周溝が廻る。床面は粘

土ブロックを混在した土を貼り締まっていた。床下からはP9～Pllの旧主柱穴がある。柱の建て

替えがなされている。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。5の須恵器杯は口緑内外ロクロナデ、底部回転糸切

り、内面の見込みは使用により摩耗し、朱墨であろうか赤色顔料が付着している。7の須恵器杯も同

様の調整である。やはり見込みは使用により摩耗している。底径／口径の比は0．51で、約半分に近い

数値となる。20の須恵器高台付杯は口線端部が外方に開き、高台は方柱状である。49の土師器杯は

底部回転糸切り後雑なへラナデがなされ、内面はミガキ黒色処理される。底径／口径の比は0．49で底

径が小さい。土師器嚢の35～42の嚢は武蔵聾の口緑で、「コ」字形態である。鉄製品は角釘・軸・

刀子があり、刀子は堀方から出土し、21．8clnと長い。検出面では53・54の土師器杯・椀、59の土師

質のかわらけが出土している。これらは混入品である。

これらより本住居は9Cの年代が当てられよう。

（45）H3号住居址

き18グリットにあり、Fl、F16に切られ、H4、単独ピットP36・P37を切る。東壁は調査次

が異なったため、確認できなかった。南北長436cm、東西長（404）cm、壁高は24～38cmの方形を呈

す。カマドは北壁にある。火床が北壁のライン上にあり、奥壁が48cm出ている。到り抜いた地山に礫

を立て粘土を貼り壁を作っている。天井部にも礫を多用し、カマド前面に崩壊して、散乱している。

主軸方位はN－50　－Wである。床面は締まっているが、壊れ易い。主柱穴は西壁のPlで、長径

60cm、深さ30cm、楕円形堀方に柱痕がある。対する東壁のピットは未調査となってしまい不明であ
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カ

．
〇

土層説明
黒褐色土層（10YR訂3）

～5mm大の小石を多く、全体に
地山砂を含む。やや砂質。

2．黒褐色土層（10YRか3）
粘土粒子を含む。

3．黒褐色土届（10R3／2）
粘土粒子を含む。

褐色土層（7．5YR4／4）焼土
黒褐色±層（10YR〟3）砂を含む。
黒褐色土層（10YR3／2）
粘土粒子を含む。（カマド堀方）

7．黒褐色土層（10YR訂2）柱痕

G，　8・暗褐色土層（10YR3／〕）
砂礫を多く含む。

9．黒褐色土層（10YR訂3）
地山砂・小石を多量に含む。（貼床）

10．黒褐色土層（10YR2／2）
砂を多量に含む。

カマド堀方　　　11．暗褐色土層（10YR3／3）
砂を多量に含む。

（1こ80）　2m12・暗褐色土届（10YRユ叫）砂主体0

H3

ミ≡‾＿∋

ノ

感
N
旦q

旦

ノ
第66図　H3号住居址（1）
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H3

＼、∈∃誓茸グ

第67図　H3号住居址（2）
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第1節　竪穴住居址

H19　土層説明

1・黒褐色土層（10YR∽）地山砂を多量に含む。
2・炭化物（未。ヤ状）範囲

3・黒褐色土層（10YM）炭化物多量に含む。
4．黒褐色土層（10YRか3）

地山砂・小石を多丑に含む。（貼床）

第68図　H19号住居址
（1ニ4）　　10cm

る。北西隅に長さ88cm、深さ17cmの楕円形の落ち込みがある。カマドの両脇には、床下からP2・

P3の浅い落ち込みがある。P4・P5は径36cm、深さ32・30cmと深く伴うかどうかは別として柱
穴である。北壁下には周溝が廻る。南西には台石が置かれていた。

出土遣物には灰粕陶器、須恵器、土師器、凹石、鉄製品、敲石がある。須恵器杯の底部は回転糸切

りされる。2の須恵器杯の底部径は大きく6．8cmを測り、底径／口径は0．47である。3の杯は焼成時に

歪んだためか、底径が正確ではない。6の底には「×」のへラ記号がある。10の須恵器長頸瓶の外
面は丁寧に横ナデされ、膨らんだ肩部から胴部へ変換点は2本の沈線間に、丸味のある稜が作られて

いる。15の短頸壷は薄手で、口緑直立、肩部が張る。灰粕陶器は椀・血がある。椀の高台は長脚で、

底径9・0と大きい。17・18の内面には重ね焼き痕が残る。内面の見込にパケ塗りがある。19の段皿は、

粕薬をパケ塗りしている。21の土師器杯は底部回転糸切りである。内面ミガキ黒色処理される。24

の土師器杯は底部回転へラ削り後ミガキ調整されたもので、混入品であろう。26～28の土師器椀は
底部回転糸切り後高台が貼付されている。高台は外に開き長脚である。内面のミガキは丁寧である。

29は方柱状の高台の付く椀底部であるが、杯底面に墨が付着している。転用硯であろうか。判読不

明であるが土師器杯の外面に墨書が3点ある。土師器嚢は武蔵賓で、口線部形態「コ」字形である。
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鉄製品は刀子・鎌・軸・角釘がある。鎌は幅広で4．3cmを測る。軸は曲げて使用している。

これらより、9Cの年代が当てられよう。

（46）H12号住居址

お24グリットにあり、H13、F7を切る。南北長222cm、東西長256cm、壁高は17～19cmの長方

形を呈す。カマドは東壁にある。主軸方位はN－850　－Wである。主柱穴はない。南東隅にある円

形のピットは径32cm、深さ20cmを測り、カマドの崩壊土に近い土が入っている。床面は所々締まっ

ている。

標高700，891コ

0　　　（1ニ80）

（1ニ4）　　10cm

卦‥

麺
カマド堀方

土層説明
黒褐色土層（10YR2佗）
2位大の小石を多く、地山砂をH12　カマド完据（南より）
含む。
（カマド崩壊層）
灰褐色土層（7．5YR4／2）
粘土・焼土粒子を多量に含む。
娃土
旛暗褐色土層（7．5YR訂3）
（カマド掘方）

UI‖　　　6・灰褐色土層（7・5YR4／2）
（2屈し：近い土）

7．黒褐色土層（10YR2／3）（貼床）

l

Il

二に＝∋‾‾E三三r
l

0
（1ニ2）8

第69図　H12号住居址
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第1節　竪穴住居址

H18　土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂3）

砂・小石を多く含む。
2．暗褐色土層

砂・礫を多
3．黒褐色土層

砂・礫を多
4．黒褐色土層

（周溝）
5．暗褐色土層

焼土。上面
；6．灰褐色土層

粘土

7．暗褐色土層
柱痕

8．暗褐色土層
砂主体。

9．黒褐色土層

（10YR3／3）

く含む。

（10YR訂2）

く含む。

（10YR訂3）

（7．5YR3／3）

に灰あり。

（7．5YR4／2）

（10YRj／3）

（10YRj／3）

（10YR針3）

地山砂を多量に含む。
（貼床）

2＼d亘ノ∇頂
ll

∴∴∴＝「二二「・－ご、
i l

甘　　　　　口（1こ2）7

∵

∴

：

爪
Ⅲ
n
M
V

0　　（1こ4）　　10cm

＜二二二＞　　　　（2ニ3）9

第70図　H18号住居址

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。1の須恵器蓋は、天井部の回転へラ削りが雑で、1

周するのみである。内面に自然粕が付着するが、外周4．5cmにみられる。2の須恵器杯は底部回転糸

切りである。高台付杯は底部片である。4の土師器杯は底部回転糸切り後へラナデされ、内面ミガキ

黒色処理である。5の外面には判読不明の墨書がある。6・7は武蔵嚢で口綾部形態「コ」字形であ
る。鉄製品は刀子である。

これらより、9Cの年代が当てられよう。

（47）H18号住居址

き27グリットにあり、H20、H32、H34、H35を切る。南東隅は撹乱により壊される。南北長
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H20

くI

B　　　　　　5　　　　　　ユ．1112　　　　　　　　B’

二ノ

くl

C’

C　4　　3　⊆’

カマド堀方

H20．土層説明
1．黒褐色土層（10YR3／2）

地山砂・小石を含む。
2．褐色士層（7．5YR4／4）

焼土
3．黒褐色土層（7．5YRj佗）

粘質土を含む。
4．黒褐色土層（7．5YR3／2）

（カマド堀方）
5．黒褐色土層（10YR訂3）

地山砂・小石を含む。

標高70089m

O　　（1．80）　　2m

10・ヒヨ≡憲一　と三戸冒′
16　　　　　　　　17

⊂：＝＝二二二コ　22

第71図　H20号住居址（1）

ー138－

＼、、し」言翳4

＼＼盲塁琵



第1節　竪穴住居址

＼、達戎9
第72図　H20号住居址（2）

●
く≡≧士±フ。。

0　　（1こ4）　　10cm

293cm、東西長217cm、壁高は19～39cmの長方形を呈す。カマドは東壁の南隅にある。主軸方位はN

－870　－Eである。主柱穴は床中央のPlで堀方は楕円形を呈し、64×48cm、深さ32cmのピットで

あるo P2は円形で径36cm、深さ28cm、P3は楕円形で長径58cm、短径40cm、深さ20cmを測る。P
3は貯蔵穴であろうか。南壁を除いて壁下には周溝が廻る。床面は締まっている。北東にテラスがあ
り、検出面より21cln下がっている。

出土遣物には須恵器、灰粕陶器、土師器、鉄製品、石製晶がある。須恵器は杯で、底部回転糸切り

される0灰粕陶器は椀であろうか内外施粕される。土師器杯か椀は大型で推定口径17．1cmを測る。内

面ミガキ黒色処理される。刀子は長さ8．4cm、幅0．7cmの小物である。刃部4．5cm、柄には木質が付着
している。

これらより9Cの年代が当てられよう。

（48）H19号住居址（挿図P135に掲載）

か28グリットにあり、撹乱に北東を切られ、H40を切る。南北長296cm、東西長292cm、壁高は
10～27cmの方形を呈す。カマドはないが、東壁側に炭化物範囲が残る。主軸方位はN－10　－Eであ

る。主柱穴はない。炭化物範囲の南のピットは、円形で浅く深さ8cm、径40cmを測る。壁下には周溝
が廻る。床面は締まっている。

出土遣物には須恵器、土師器、敲石がある。須恵器は杯があり、底部回転糸切りされる。1・2の

須恵器杯は小さな底径から口縁が内湾して外傾する。底径／口径は0．44と0．48である。3は底径が大
きく、口線が直線的に外傾する。底径／口径は0．5を測る。5の土師器杯は底部と杯下部が手持ちへラ

削りされ、内面ミガキ黒色処理である。6は土師器椀で、7の高台は直立し長脚である。土師器聾は
武蔵賓で、口綾部形態に「コ」字形態が見られ、胴部に最大径をもつ。

これらより9Cの年代が当てられる。

（49）H20号住居址

き28グリットにあり、H18、H32、撹乱に切られ、H33～H35、H37、H38を切る。二次に渡

る調査で、接合しない部分がある。本調査では北側を調査した。南北長352cm、東西長443C臥壁高
は12～21cmの長方形を呈す。カマドは北壁にある。焼土と奥壁の礫が残る。主軸方位はN－50　－

Wである。主柱穴はない。Plはカマドの東側にあり、楕円形で長径36cm、深さ6cmの落ち込みであ
る。堀方でP2・P3の柱穴が中央に検出された。床面は締まっている。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は杯、高台付杯、壷がある。1の須恵器杯は、底部回

転糸切りで、口縁が長く直線的に外傾する。底径／口径比は0．44である。2の杯の底径／口径の比は

0・42を測り、底径が小さい。7の須恵器壷はロ線が短く直立し、端部は面取りされる。胴部外面は平
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行タタキ目後へラナデ、内面胴部はロクロナデである。中位下にはミガキの痕跡がある。土師器杯は

9個体実測され、すべて回転糸切りである。23のみ底部と杯下部がへラ削りされる。底径は6・0と5・6

に2分類される。小振りの11の土師器杯の口径12．6cm、大振りの12の杯は口径15・7cmであるが、底

径は同じ6．0cmである。両者とも口縁外面に11は「林人」、12は哩」と逆位に墨書される。13はへ

ラ記号がある。15の土師器椀は回転糸切り後高台が貼付され、14の高台は内側がなだらかである0

20・21の皿は20が深く、21は平らに近い。土師器聾は武蔵聾で、日録部形態「コ」字形である。31

・32はロクロ聾で、外面はロクロ調整後へラナデをしている。16・17・22・33は土師器杯や椀を二

次利用して土板に転用している。

これらより本址は9C代とされよう。
H23

標高700．79nコ

0　　　（1・80）　　2m

土層説明
黒褐色士層（10YR訂3）　6・黒褐色土屑（10YRガ2）
地山砂を多量に含む。　　黒色土。

54．黒褐色土層（10YRか3）　9・黒褐色土層（10YRが3）
柱痕　　　　　　　　　地山砂を含む0

2．黒褐色土層（10YR3佗）　7・暗褐色土層（10YR3／3）

∠≦室声もヒ＝∃二≠3・蓋重響竺）＿、：・蟹聖

′

子

　

／

黒褐色土層（10YR3／2）
地山砂を含む。締まる
（貼床）

第73図　H23号住居址
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第1節　竪穴住居址

（50）H23号住居址

え28グリットにあり、撹乱に東壁を切られ、H25、H31、H41、Dlを切る。南北長416cm東西

長　〈354〉　cm、壁高は0～10cmの長方形を呈す。カマドは東壁中央より南にあり、火床のみ残る。主

軸方位はN－860　－Eである。カマドの南脇には楕円形で84×48cm、深さ28cmの落ち込みがあり、

2の須恵器杯があった。主柱穴は4本あり、南に寄っている。ピット堀方は楕円形ないし円形を呈し

長径48～60cmを測り、深さ44～56cmを測る。いずれも柱痕が見られた。床面は締まっている。

出土遺物には須恵器、土師器がある。2の須恵器杯は、器高が低く、底部回転糸切りされる。底径

／口径0。46を測る。3の杯は口録が外反して開く、焼成は灰燈色である。9elOは土師器椀で、底部

回転糸切り後高台を貼付している。高台は長脚である。土師器賓は武蔵鷺で、目線部「コ」字形であ

る。14e15はロクロ賓である。

これらより9C代年代が当てられよう。

（51）H24号住居址

か29グリットにあり、H38、単独ピットPl03に切られ、H40、H41を切る。南北長305cm、東

西長384cm、壁高は0～25cmの長方形を呈す。カマドは北壁にある。両袖と火床がのこり、カマド内

から11。12の婆が出土している。主軸方位はN－00　である。北壁側のPl e P2が主柱穴であろ

うか。Plは径33cmの円形で、深さ34cmを測る。カマドの西にあるP2は径28cm、深さ8cmの浅い

ものである。中央のP3は深さ7cmである。床面は締まっている。南側の床下には径86cmの円形の落

ち込みがあり、大小のピットが掘り込まれる。

出土遣物には須恵器、土師器がある。須恵器は杯。壷e聾があり、須恵器杯の底部は回転糸切りさ

れる。4の小瓶の底部は糸切り痕がある。9の土師器杯は底部糸切り、内面ミガキ黒色処理である。

8と10は前代の混入品である。土師器賓は武蔵鷺で、目線部「コ」字形である。胴肩部に最大径を

持つ。

これらより本址は9C代の年代が当てられよう。

（52）H27号住居址

き29グリットにあり、H33、H36、H37、単独ピットPlO4、INCIVH22に切られ、H38、

H39、H40を切る。南北長274cm、東西長　〈379〉　cm、壁高は12～38cmの長方形を呈す。カマドは

北壁にあり、カマドの位置は壁外にあり、壁から56cm飛び出ている。カマドの東脇には径50cm、深

さ26cmの楕円形ピットがあり、1と5の須恵器杯が入っていた。主軸方位はN－30　－Wである。

主柱穴はPl～P4の4個で、長径16～26cmの円形と楕円形を呈し、深さ14～18cmと浅い。両壁に

はP4が切る楕円形の土坑状の落ち込みがあり、長径102cm、短径67cm、深さ19cmを測る。床面は

締まっている。

出土遣物には須恵器、土師器、鉄製品、青銅製品がある。須恵器杯は、2が前代の混入品。1e　5

は底部回転糸切りされ、底径／口径は0．46e O．42を測り、器高が低い。4の杯外面は墨書がある。6

の土師器杯は底径が6．9cmと大きく全体に大振りで、堀方から出土している。7の土師器杯は底径が

5．0cmと小さく、底部回転糸切りである。外面に「米」であろうか墨書がある。8の土師器皿は底部

糸切り後高台を貼付している。高台の器肉が薄い。外面に墨で描いているが判読不明である。土師器

嚢は武蔵嚢で、口綾部形態「コ」字形を呈す。鉄製品は斧で長さ8．9cm、幅3．5cmを測る。12の青銅品

は帯の丸鞘の裏金具である。2．5×1．4×0．1cmのかまぼこ型で、1．5×0．6cmの長方形に窓が開く。上中

央に1、下に2個1mmほどの目釘穴がある。

これらより9Cの年代が当てられる。
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第Ⅱ章　西八目町遺跡Ⅲ

8　　　　　　　　B’

標高70059m　　　　　4．暗褐色土層（7．5YR3／4）
0　　　（1．80）　　　2m

E24　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか3）

小石多く、地山砂含む。
（Plは10YRガ2）

2．黒褐色土層（10YRか2）
1層より小石少ない。

3，黒褐色土層（10YRj！2）
粘質土を含む。

‥＿葛表細′1

灰・焼土を多量に含む。
5．褐色士層（75YR4／6）焼土

6．黒褐色土層（7．5YR3／2）粘土
7．黒褐色土層（75YR訂2）

（カマド堀方）

8．黒褐色土層（10YRか2）
地山砂・小石を含む。
締まりあり。（貼床）

9．黒褐色土層（10YR2俊）
他山砂・小石を多く含む。

ノ
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第74図　H24号住居址



第1節　竪穴住居址

tくl

H27H38　土層説明

1・黒褐色土眉（10YR〟2）　ul
地山砂・小石を含む。

2．黒褐色土層（10YRか2）
地山砂・小石を含む。南
側炭化物粒子を多く含む。

3・黒褐色±層（10YR訂2）　ul
地山砂・小石を含む。

4．黒褐色土層（10YR3／2）
地山砂・小石を極く多く含む。

且’5．褐色土層（7．5YR4／4）焼土

E，6・極暗褐色土層（7・5YR訂3）粘土
‾　　7．暗褐色土層（7．5YRj／3）（カマド堀方）

8．黒褐色土層（10YR2／3）　柱痕

9．暗褐色土層（10YR3！3）（堀方）
10．黒褐色土眉（10YR2乃）

H27・H38

ノ

七草

ヵマド堀方　11．謡孟富三品霊舎㌫㌫体。
14　　〔，12．黒褐色土層（10YR2月）

粘土ブロック・砂ブロック・黒褐色土
ブロックを含む。（H38）

13．黒褐色土届（10YR2／3）
地山砂り小石を極く多く含む。

H38　H39　堀方（南より）

（H38壌土）
14．褐色土層（7．5YR4！4）（H3風力マド）
15．暗褐色土層（7．5YR3／3）（H38カマド堀方）

第75図　H27・H38号住居址（1）
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅱ

1
幻

Ⅲ
Ⅲ
＝
星
1
柾

‾「

、＼＼、＝堕竺翳

0　　（1こ4）

第76図　H27・H38号住居址（2）

（53）H31号住居址

お28グリットにあり、H2が上面に重なり、床面まで影響される。Dlを切る。南北長　く255〉　cm、

東西長　〈321〉　cm、壁高は0～7cmの長方形を呈す。カマドは北壁にあり、火床が残っている。主軸

方位はN－30　－Eである。ピットは北西に楕円形で長径24cm、短径16cm、深さ24cmがある。床面

は中央が残り、締まっている。

出土遺物には須恵器、土師器がある。1・2の須恵器杯は、底部回転糸切りされる。底径／口径は

0．41・0．40で底径がかなり小さい。3の土師器杯は墨書があり、「林人」で逆位に書かれている。H

20に同じ墨書がある。4・5は土師器椀である。5の底部は摩耗しており、高台を欠損した後磨い

て整えている。これらの土器はカマド内より出土する。

上面のH23との土器様相に大きな変化はなく、9Cの年代が当てられる。

（54）H33号住居址

え28グリットにあり、H20、H32に切られ、H27、H35、H37、H39を切る。南北長　く129〉

cm、東西長　く276〉　cm、壁高は11～14cmの長方形を呈す。カマドは北壁にある。火床の焼土が北壁

ラインにある。主軸方位はN－10　－Eである。主柱穴はない。他1。北壁下には周溝が廻る。床面

は締まっている。

出土遺物には土師器がある。土師器は椀、皿、賓がある。1の土師器椀は高台が欠損しそのまま使

用している。杯底部は回転糸切りされる。4～6の皿は内面ミガキ黒色処理され、4は高台端面が面

取りされ、5は丸く、6は高台の断面形が三角形に近い。6の口縁外面には「H」に近い墨書がある。

2・3の杯外面にも墨書がある。土師器聾はいずれも武蔵聾で、口綾部形態「コ」字形である。
これらより9C後半の年代が当てられよう。
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第1節　竪穴住居址

モヨ竺競

H31土層説明
1，黒褐色土層（7．5YR3／2）

粘質土。
2．褐色土層（75YR4／6）焼土
3．黒褐色土層（7，5YR3佗）

焼土粒子を少量含む。
（カマド堀方）

4．黒褐色土層（10YRz3）

地山砂を多く含む。（貼床）
5．黒褐色土層（10YR23）

地山砂を多く含む。

H31焼土（南より）

標高700．79Iu

（1こ80）　　　2m

第77図　H31号住居址　　　　上からH31カマド堀方堀方（南よ。）

（55）H34号住居址

き27グリットにあり、H18、H20に切られ、H21、H35を切る。南北長284cm、東西長260cm、

壁高は8～64cmの長方形を呈す。カマドはない。主軸方位はN－130　－Wである。柱穴は西壁に径

26cm、深さ31cmのピットがある。また南西隅に円形の径54cm、深さ18cmの落ち込みがある。床面は
締まっている。

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。鉄製品は刀子である。須恵器は蓋・杯・嚢があり、

5の須恵器杯は底部糸切りで、底径／口径の比は0．41を測る。9の聾はナデ肩で、胴部外面は平行タ
タキ目である。胴部内面は当て具痕を消して、ナデ調整がされる。土師器は椀、皿、鷺がある。18

の土師器賓は武蔵賓で、口緑部形態に「コ」字形態で肩がはり、胴形が筒状である。19の賓はロク
ロ聾で、胴部外面をへラの木口で、回転へラナデするカキ目である。14の土師器椀は貼付される高

台が短く四角で、底の内側に凹線がある。15の椀は糸切り後長脚が貼付され、裾は広がっている。

外面に「奈」？であろうか墨書がある。16・17は土師器皿で、高台を欠損している。

これらからは9Cの年代が当てられる。1・2の陶磁器は混入品である。

（56）H35号住居址

き28グリットにあり、H18、H20、H32、H33、H34に切られ、H21、H40を切る。南北長

430cm、東西長382cm、壁高は9～47cmの長方形を呈す。カマドは北壁にあり、H34に前面を壊され、

煙道が残る。主軸方位はN－20　－Wである。主柱穴は東西の壁中程に2個ある。Plは楕円形で長

径48cm、深さ23cm、P2は円形で径42cm、深さ28cmを測り、柱痕がある。壁下には周溝が廻る。床

面は締まっている。P3・P4はH34の壁外柱穴であろうか、住居の形に沿っている。床下のP5

～8は長径37～50cm、深さ16～33cmの円形と楕円形のピットである。ほぼ方形に配され、床下住居
が重複し、ピットのみ痕跡を残したとみられる。
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

H33　土層説明
1，黒褐色土層（10YRが3）

粘質土を少し含む。
ふ　2．暗褐色士層（7．5YR3′3）

焼土
3．黒褐色土層（7．5YR3／2）

旦ヲ　4　B’J’蒜蒜妄言芸；：
4．黒褐色土層（7．5YR封3）

（カマド堀方）

5．黒褐色土層（10YR訂2）

地山砂・小石を含む。

2m

カマド堀方

瞭高700．89m

（1こ80）

H37　土層説明
1．黒褐色土屑（10YR2／2）

地山砂・小石を含む。
2．黒褐色土層（10YRか2）

柱痕
3．黒褐色土屑（10YR3／2）

地山砂・小石を含む。

（貼床）暦≡甥

‘

l

－146－
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第78図　H33・H37号住居址



第1節　竪穴住居址

A　　　　　　′

・；22万喜元玩弄元ワ房ワ玩・．形三葺妻孝；
％玖

標高700」拍n
O　　　（1‘80）

‾一言云7

／

H34　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか3）

地山砂多く、小石を含む
2．黒褐色±層（10YR2／3）

地山砂・小石を含む。
3．黒褐色土層（10YR23）

地山砂・小石を含む。締まる
4．にぷい黄褐色土層（10YR4ノ3）

依豪卑語針職W壇訝琵邁通勤擬醍嵯正協魁彿一箪嘉這

二∈∋2上H34Ⅱ区セクション（南より）下完掘（北より）

し」1こ4）＿＿　」
10cm

し／く！ノ乙ノくノ
／ノ／
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

標高700．89m
O　　　（1．80）

；；ニガZ笑わ／芸

H35　土層説明
1，黒褐色土層（10YR2／3）

一勝2
⊆　13　　⊆’

地山砂を多く、小石を含む。
黒褐色土層（10YR封3）

1層より黒色強。

3・暗褐色土層（7．5YR3／3）（カマド堀方）
4．黒褐色土層（10YR封3）柱痕
5．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂・礫主体。
6．黒褐色土層（10YRか3）

地山砂・小石を含む。締まる。
上面に粘質土含む2cmの舶床あり。

2m

1

・

1

1

－

－

・

ソ

、

、

60　（1こ4）

第80図　H35号住居址
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第1節　竪穴住居址

出土遺物には須恵器、土師器、鉄製品がある。1は須恵器杯で、底部回転糸切りされる。完形では

ないが口線はゆがんでおり杓状杯といえる。土師器は椀と皿があり、4の土師器椀は薄手である。5

の椀は高台が長脚である。外面に判読不明の墨書がある。土師器皿は底部に墨書があり、「西」であ
ろうか。鉄製品は軸である。

これらより9Cの年代が当てられる。

（57）H37号住居址

き29グリットにあり、H20、H32、H33、単独ピットPl04に切られ、H27、H38～H40を切

る。H33や他の竪穴住居に切られ、北壁の西側がわずかに残存する。南北長〈36〉cm、東西長〈168〉

cm、壁高は11～14cmを測る。カマドはない。主軸方位はN－120－Eである。H33の周溝の下に柱
痕を持つピットがある。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は聾片、2の土師器杯は器高が深く、底部回転糸切り、

内面黒色処理される。外面に「林人」の墨書があり、H20、H31と3点同じ墨書が書かれている。

（58）H38号住居址

き29グリットにあり、H20、H27、H36、H37、単独ピットPlO4、INCⅣH22に切られ、

H24、H39、H40を切る。重複が激しいためわからない部分がある。図に点線で示した。南北長

444cm、東西長〈309〉cm、壁高は1～14cmの長方形を呈す。点線で示した所まで床面は続いている。

カマドは北壁にあり、H27のカマドと同位置で大半を壊され、わずかに堀方に痕跡を残す。主軸方
位はN－30　－Eである。床面は締まっている。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は蓋。杯。壷があり、蓋は目線端部が屈曲して折曲が

る。杯はロクロ調整の平底を呈すであろう灰色の杯である。須恵器壷か賓の底部がある。土師器は底

部回転糸切り、内面ミガキ黒色処理である。土師器聾は武蔵賓の底部である。

これらより9Cの年代であろうか。重複するH27との新旧のわかる遺物はない。

（59）H49号住居址（INCⅣHll）

け19グリットにあり、H8、H50（INCIVH16）を切る。南北長616cm、東西長529cm、壁高

は11～51cmの隅丸長方形を呈す。カマドは北壁にある。カマドの西袖は構築材の石が抜かれている。

主軸方位はN－110－Eである。主柱穴は4個あり、円形を呈し、径54cm、深さ26～56cmを測る。

北西隅に長径123cm、短径75cm、深さ16cmの落ち込みがる。壁下には周溝が廻る。床面は締まって

いる。堀方では床下の主柱穴4個が検出された。柱の建て替えがなされたようである。

出土遣物には灰粕陶器、須恵器、土師器、鉄製品がある。灰粕陶器は椀。段皿がある。灰粕はパケ

塗り、重焼きの高台痕が内面にあり、高台は少し三日月高台に近い。須恵器は蓋。杯。壷。賓がある。

須恵器蓋は天井部の回転へラ削りが雑で甘い。須恵器杯はいずれも底部回転糸切りされる。7の底径

／口径は0・37を測り、底径が小さい。土師器杯は底部回転糸切りで、38。39などは高台が付く器形で

ある。椀の高台は断面三角形を呈すものが多い。71～81までの土師器皿が多い。本住居の杯e椀。

皿の個体数は多く、墨書、刻書の文字資料が飛び抜けて多い。38。40e53には「米」、42．54は「本」

の刻苦0他破片は11点ある。71の底部には「×」のヘラ記号がある。土師器鷺は個体数が少なく、3

個体を実測した。いずれも武蔵賓で、口綾部形態「コ」字形である。鉄製品は軸と角釘がある。鉄軸
は振じられたり、輪にされている。

これらより9Cの年代が当てられる。
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H49　土層説明

1，黒褐色土層（10YRか3）
地山砂・小石・炭化物粒子を含む。

2．極暗褐色土層（7．5YR2／3）
焼土・灰を少量含む。

（1こ4）　　10cm

P4

3．暗赤褐色土層（5YR3／3）
焼土・灰を多く含む。

4．暗赤褐色土層（5YR3！6）
焼土粒子主体。

5．明赤褐色土層（5YR5！8）
焼土

6，棲暗褐色土層（7．5YR〟3）
粘土

7，黒褐色土層（75YRか2）

粘土・燐土・他山砂を含む。
8．極暗赤褐色土層（5YR訂3）

焼土・炭化物層。
9．暗赤褐色土層（5YRj叫）

砂主体。焼土・炭化物を
多く含む。

10．時赤褐色土層（2．5YR3／4）　焼土
日．黒褐色土層（5YR〟1）

灰・焼土を含む。
12．柱痕

13．暗褐色土属（7．5YRコ！3）
砂質（貼床）

14．暗褐色土層（10YR3／3）
砂を多く含む。締まりあり。

15．暗褐色土層（10YR3／3）
締まりなし。（周溝）

、盲≡‡幸二者2

第81図　H49号住居址（1）
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第2節　掘立柱建物址

第2節　掘立柱建物址

（1）F1号掘立柱建物址

く19グリットにあり、H3、H4、H30を切る。2×2の側柱である。桁行416cm、梁間384cmを

測る。桁行柱間208cm、梁間柱間192cmである。長軸方位はN－1。－Wである。北東P3の位置が

外に外れる。柱穴の規模はP4、P5、P7、P8が円形を呈し長径72～77cm、短径54～68cm、深

さ33～73cmである。実測された遣物はないが武蔵賓片を出土している。平安時代のH3を切ること
からも平安時代以降の掘立址である。

（2）F2号掘立柱建物址

う22グリットにあり、HlO、F3に切られ、H17、F6を切る。3×3の側柱である。桁行576

cm、梁問450cmを測る。桁行柱間192cm、梁間柱問150cmである。長軸方位はN－85。－Eである。

柱穴は楕円形を呈し、北と南列ピットは長径80～105、短径55～70cm、深さ46～64cmを測る。梁間

のP5、P6、PlOは長径56～74cm、短径48～56cm、深さ35～56cmを測る。柱痕が残り、径20cm
前後の円形を呈している。

出土遺物には須恵器、土師器がある。須恵器は杯、高台付杯、鷺がある。土師器賓の底部である。
これらより、奈良以降から平安の掘立址である。

（3）F3号掘立柱建物址

え22グリットにあり、HlO、F2を切る。1×2の側柱である。桁行280cm、梁間280cmを測る。

桁行柱間140cm、梁間柱間280cmである。長軸方位はN－810－Eである。柱穴は溝持ちで東西284
cmを測る。深さは45～64cmを測る。

出土遺物はPlから土師器杯が出土し、底部手持ちへラ削り、内面ミガキ黒色処理される。8C代
の遣物である。HlOを切ることから8C以降の掘立址である。

（4）F6号掘立柱建物址

え24グリットにあり、F2に切られ、H17を切る。3×2の側柱である。桁行540cm、梁間480cm

を測る。桁行き柱間180cm、梁間柱間240cmである。長軸方位はN－5。－Wである。柱穴の規模形

態は、P8を除いて、円形を呈し、径45～56cm、深さ45～66cmを測る。出土遣物は須恵器婆と土師
器賓の日録である。須恵器杯は内外ロクロナデ調整で焼き締まっている。

（5）F7号掘立柱建物址

お24グリットにあり、H12、H13に切られ、D3を切る。2×2の総柱である。桁行448cm、梁

間336cmを測る。桁行柱間224cm、梁間柱間168cmである。長軸方位はN－89。－Wである。柱穴の

規模形態は円形のPleP7（長径90e82cm、深さ95cm）、楕円形に近いP5eP6eP8（長径

95～164cm、深さ79～82cm）、歪んだ方形のP2。P3eP4（長径95～103cm、深さ79～99cm）
がある。中央のP9は深さ54cmと一番浅い。

出土遺物はいずれも破片である。須恵器壷と土師器杯e賓がある。須恵器壷は口線が強く外反する。
土師器杯は3点あり、丸底でミガキを施す。4の内面は暗文がある。

H13が奈良時代の住居址であることや土器から奈良また古墳時代後期の掘立址である。

（6）F8号掘立柱建物址

う24グリットにあり、H17を切る。2×1の側柱である。桁行304cm、梁間280cmを測る。桁行柱

間152cm、梁間柱間280cmである。長軸方位はN－60－Wである。柱穴の規模形態は楕円ないし隅

ー153－



第Ⅱ章　西八目町遺跡Ⅲ

丸長方形を呈し、長径88～98cm、短径61～72cm、深さ36～60cmを測る。

出土遺物は須恵器杯e高台付杯がある。土師器は鷺の底部である。P2から須恵器杯が2点あり、

底部回転糸切りされる。1の須恵器杯の外面に墨書がある。堀方の下方より出土し、1／3ほど欠損し

ている。地鎮用に哩納されたのであろうか。P6からは須恵器高台付杯と土師器鷺が出土している。

これらより、8C e9C代か以降の掘立址である。

（7）F9号掘立柱建物址

え27グリットにあり、H16、H26、単独ピットP90を切る。3×3の側柱である。桁行648cm、

梁間432cmを測る。桁行柱間216cm、梁間柱間144cmである。長軸方位はN－40　－Wである。北と

南の柱並びがあっていない。重複のため、見落とした可能性もある。柱穴の規模形態は円形ないし楕

円形で、長径55～100cm、短径45～64cm、深さ26～47cmを測る。

出土遺物はP7より、須恵器高台付杯がある。高台は底に沈線があり、低いものである。杯底部に

糸切り痕がある。

これらより、奈良以降の掘立址である。

（8）F10号掘立柱建物址

え20グリットにあり、北と東側は道路である。単独ピットP53、撹乱に切られる。〈2〉　×　〈1〉

である。桁行〈424〉cm、梁間〈280〉cmを測る。桁行柱間212cm、梁間柱間280cmである。長軸方

位はN－830　－Wである。柱穴の規模形態は、円形ないし楕円形で、短径57～63cm、深さ36～51cm

を測る。

出土遺物はP2から古墳時代後期の土師器賓片が出土する。

これらより古墳後期以降の掘立址である。

（9）F11号掘立柱建物址

う21グリットにあり、HlOに切られる。2×2の側柱である。桁行336cm、梁間332cmを測る。桁

行柱間184e152cm、梁間柱間180◎152cmである。長軸方位はN－840－Wである。柱穴の規模形

態は円形で、P2e P8が浅い。短径45～54cm、深さ22～65cmを測る。

出土遣物はP6より、土師器の賓片がある。ミガキ調整される。古墳後期のものである。

これらより古墳後期以降、HlOに切られることから、奈良以前の掘立址である。

（10）F12号掘立柱建物址

か21グリットにあり、H6に切られる。2×　〈1〉　の側柱である。桁行360cm、梁間〈200〉cmを

測る。桁行柱間180cm、梁間柱間200cmである。長軸方位はN－00である。柱穴の規模形態はP4

を除いて、円形を呈し、径30cm前後、深さ44cmを測る。P4は径が120cm、深さ24cmを測る。北に

ピットがあることから、北に組める掘立であるのか、いずれ整った位置にピットは検出されなかった。

出土遺物はPlより武蔵蛮片が2点ある。

これらより奈良以降の掘立址である。

（11）F13号掘立柱建物址

こ13グリットにあり、2×2の側柱である。桁行400cm、梁間348cmを測る。桁行柱間200cm、梁

間柱間174cmである。長軸方位はN－50　－Wである。柱穴の規模形態は円形で、短径36～58cm、

深さ20～40cmを測る。

出土遣物は須恵器の賓か壷の肩部片である。外面平行タタキ目、内面当て具痕がナデられている。

これらより奈良以降の掘立址であろう。
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（12）F14号掘立柱建物址

き25グリットにあり、Hll、H15を切る。2×1の側柱である。桁行280cm、梁間240cmを測る。

桁行柱間140cm、梁間柱間240cmである。長軸方位はN－870　－Eである。柱穴の規模形態は円形な
いし楕円形を呈し、短径44～70cm、深さ35～64cmを測る。

出土遺物はない。奈良と古墳後期の住居址を切っているので、奈良時代以降の掘立址である。

（13）F15号掘立柱建物址

く23グリットにあり、H9を切る。2×－である。南は調査が二次に渡り、未検出である。桁行

400cmを測る。桁行200cm柱間である。長軸方位はN－880　－Eである。柱穴の規模形態は円形を呈

し、短径53～56cm、深さ46～52cmを測る。

出土遣物はP3より、奈良。平安の須恵器杯片がある。

これらより、奈良平安時代または以降の掘立址である。

（14）F16号掘立柱建物址

き18グリットにあり、H3、H4を切る。2×1の側柱である。桁行336cm、梁間204cmを測る。

桁行柱間168cm、梁間柱間204cmである。長軸方位はN－270　－Wである。柱穴の規模形態は円形な

いし楕円形である。短径48～57cm、深さ23～29cmを測る。

出土遣物はP5から底部手持ちへラ削りの須恵器杯が出ている。

これらより奈良か奈良時代以降の掘立址である。

（15）F17号掘立柱建物址

お19グリットにあり、H29に切られる。北東のピットは検出されていない。2×2の側柱である。

桁行480cm、梁間400cmを測る。桁行柱間208◎272cm、梁間柱間200cmである。長軸方位はN－

840　－Wである。柱穴の規模形態は円形または楕円形で、短径39～64cm、深さ32～47cmを測る。

出土遺物はPlより須恵器鷺の外面にタタキ目、土師器杯の底部へラ削り片がある。

これらより奈良時代のH29に切られることから奈良時代の掘立址であろうか。重複の新旧は確実
ではない。

（16）F18号掘立柱建物址

く20グリットにあり、H7、H8、H30を切る。4×3の側柱である。桁行560cm、梁間392cmを

測る。桁行柱間140cm、梁間柱間131cmである。長軸方位はN－840　－Wである。柱穴の規模形態は

円形を呈し、短径32～56cm、深さ12～56cmを測る。

出土遺物はない。

（17）F19号掘立柱建物址

お36グリットにあり、H55、P158、P159に切られ、H54を切る。北側は道路であるため調査

できなかった。3×　〈1〉総柱である。桁行600cm、梁間〈200〉cmを測る。桁行柱間200cm、梁間

柱間200cmである。長軸方位はN－850　－Eである。柱穴の規模形態は溝持ちe円形e楕円形である。

円形のP6は径88cm、深さ56cm、最も深いP2は深さ96cmを測る。

これらよりH54が古墳後期であることからそれ以降の掘立址である。

（18）F20号掘立柱建物址

か37グリットにあり、F21、P161を切る。1×1の側柱である。桁行200cm、梁間200cmを測る。

長軸方位はN－00である。柱穴の規模形態はほぼ円形で、短径44～54cm、深さ54～72cmを測る。
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4，　旦囁：

5　　　　　　　　 P 6　　　　 p T

姦彪　　旦

」訂

？賢∵’彿
絢

‾・－′

p9？旦’

P6

土届説明
黒褐色土層（10YR〟2）
柱痕

2．黒褐色土膚（10YRか3）
地山砂・黒色土ブロ

ックを含む。
3．黒褐色土層（10YR〟2）

黒色強。
4．暗褐色土層（10YR3！3）

地山砂を多く含む。

土層説明
黒褐色土層（10YM）
柱痕

2．黒褐色土眉（10YR3／2）
地山砂を多く含む。

3．暗褐色土届（10YRコ！3）
地山砂を短く多く含む。

／

諺
0　　　（1こ4）　　　10cm

第84図　Fl・F6号掘立柱建物址
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P6　　　　　　　　　　P9

F2・3

F2　p4
Pl

一己　一一一、

C’

F2　土層説明
H川　1．黒褐色土層（10YR2／〕）

柱痕
2．黒褐色土層（10YR3／2）

地山砂・小石を多く含む。
3．黒褐色土層（10YRか2）

黒色土ブロックを含む。
4．褐色土層（10YR4／4）

地山砂主体。 七こ声管2

標高700．99nl

O　　　（1ニ80）

F3　完掘（南より）

表F3　土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／2）
柱痕

2．暗褐色土層（10YR3／3）
砂主体。

3．黒褐色土層（10YRか2）
地山砂を含む。

4．黒褐色土層（10YRj／2）
地山砂を多量に含む。

5．黒褐色土層（10YR〟3）
砂を含む。

・　・‥■■T

．‾　‾　－　　／

3

、＼し』立夏

＝二二∴

戸2

二二二二二
P4　　　　　　P5　　　　　　　戸6

P4　　　P5

第85図　F2・F3号掘立柱建物址
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F7　土層説明
1．黒褐色士層（10YRa3）

柱痕
2．黒褐色土層（10YR3佗）

地山砂を多く含む。

3．暗褐色土層（10YR3〟）
地山砂主体に、黒色
土を含む。

4．暗褐色士層（10YR3／3）
他山砂に、黒色土を

含む。

（

．

、

、

・

－

1

一

′
ん
．
1
－
1

錬
F8　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

柱痕
2．暗褐色土属（10YR3／3）

砂主体。
3．黒褐色土層（10YRj佗）

砂ブロック・黒色±ブロックを含む。
4．暗褐色土層（10YR3乃）

砂を極く多く含む。

第86図　F7・F8号掘立柱建物址
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旦甲「－P‾囁「4，
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旦◎。

標高700．89m
O　　　（1こ80）　　　2m
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第87図　F9・F10号掘立柱建物址
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査
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旦　3　　　　　　　3

FlO　土層説明

1．黒褐色士層（10YR2／3）
柱痕

2．黒褐色士層（10YR2／〕）
地山砂・小石を含む。

3．黒褐色士層（10YR3佗）
他山砂を多く含む。

標高701．191u

O　　　（1ニ80） 2m

FlO

「着1うー．’1．
3．暗褐色土層（10YR3／4）トま）トhて

地山砂を多量に含む。
F9　完掘（南より）

（19）F21号掘立柱建物址

か38グリットにあり、F20に切られ、H54、P161を切る。2×1の側柱である。桁行320cm、

梁間280cmを測る。桁行柱間160cm、梁間280cmである。長軸方位はN－820　－Wである。柱穴の規

模形態は円形で、短径88～92cm、深さ66～74cmを測る。
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Fll・13・14

F11
A
一

／．一．H

Fll　土層説明
1．黒褐色土層（10YR訂3）

柱痕
2．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂・小石を含む。

F13　土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミス・ローム
を含む。

F14　土層説明
1．黒褐色士層（10YR訂2）

柱痕
2．黒褐色土層（10YR2／2）

1層より黒色強。
小石を含む。

第88図　Fll・F13・F14号掘立柱建物址
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重言一一一事4

F15　土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／3）
地山砂・小石を含む。
黒褐色土層（10YR2／2）
地山砂・小石を含む。

※南は2次調査の際、
検出出来なかった．

F15　±層説明
1．黒褐色土層（10YR2！3）

砂・パミスを含む。

F17　土層説明
1，黒褐色土層（10YR23）

地山砂・パミス・炭化物
を含む。

2．黒褐色土層（10YR2／2）

地山砂・小石を含む。
こ　3．黒褐色土層（10YR〕／2）

地山砂を多く含む。
4．暗褐色土層（10YR3！4）

地山砂・パミスを多く
含み、炭化物を含む。

5．黒褐色土眉（10YR23）
の　　　地山砂を多く含む。
L

F21土層説明
1．暗褐色土層（10YR3／3）

砂・パミスを含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

砂多く、パミス・ローム

寸　　　を含む。
L　3．褐色土層（10YR4／4）

砂主体。

4．黒褐色土眉（10YRj佗）
砂多い。

標高700．50m

O　　　（1ニ80）

第89図　F15～F17・21号掘立柱建物址
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

‘て－　‾　‾　　　　　　　　　▲瓜、ミ＿

○㍉濫定言穣示＿1
二伊　－′　＿　‾　　一　斗　▼し　　　－・

胤　　＿一　「●、
命

昏轟〃f　●・・

∂；12cm）

尋fF18完掘
F18　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2／2）

柱痕
2．黒褐色土層（10YR2侶）

地山砂・小石極く
多く含む。

㌢
ヾ
邁

A

一　＿ふよ尋

慧こ冒：

土層説明
黒褐色土層（10YR2／3）

暗褐色土層（10YR3／3）

F19　土層説明
1．暗褐色土層（10YRj／3）

砂・パミス・ロームを含む。
2，黒褐色土層（10YR23）

ローム・パミスを含む。
3，黒褐色土層（10YR2！3）

砂・ロームを含む。締まりなし

4．暗褐色土層（10YR3／3）
5．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）

砂主体。

第90図　F18～F20号掘立柱建物址
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第2節　掘立柱建物址

F12単独ピット1．2．5．6．8．46～51．56～69．155．157．161．168

昏p51（－21cm）旦
H5

H6

一子煙道」　1

2　A，

P62（－41cm〕

亀　E触）
隻笠ニ）Q遣

旦◎温）

◎呈，。5g

＼ミ≡妄≡ク
（1こ4）P－1

き2汁◎呈25cm）

⊥Q6 句8ユ’

F’　　　　　F12P3

P58（143cm）

HI p63

協旦’協旦’旦子旦’旦21。56。58　彰　杉
F12　土層説明
1．黒褐色土層（10YRか3）

柱痕
2．黒褐色土層（10YRz3）

地山砂ブロックを含む。

第91図　F12号掘立柱建物址、単独ピット
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

第3節　土　坑

（1）D1号土坑

お28グリットにあり、H23、H31に切られ、H25を切る。円形を呈し、径87cm、深さ12cmを測

る。

出土遺物は古墳後期の丸底の土師器杯片が4点ある。

（2）D2号土坑

え30グリットにあり、楕円形を呈し、長径122cm、短径76cm、深さ26cmを測る。覆土は炭化物を

含んでいる。古墳後期の土師器賓と杯片を出土する。新しい遺物はなかったが、近代の炭焼き土坑と

みられる。

（3）D3号土坑

か24グリットにあり、H13、F7に切られる。隅丸長方形を呈し、長さ　〈228〉　cm、幅100cm、深

さ85cmを測る。長軸方位はN－260　－Eである。

出土遺物はない。底面から柱痕が検出され、北はF7に壊されるが3本あると推測される。縄文時

代の陥し穴であろう。

（4）D4号土坑

か25グリットにあり、単独ピットP115を切る。長方形を呈し長さ159cm、幅84cm、深さ57cmを

測る。長軸方位はN－750　－Eである。出土遣物は須恵器杯片と土師器武蔵嚢片がある。

（5）D5号土坑

そ5グリットにあり、M5に切られる。隅丸方形を呈し、長軸　〈148〉　cm、短軸148cm、深さ20cm

を測る。出土遺物はない。

（6）D6号土坑

し8グリットにあり、H48を切る。円形にテラスが付いて楕円形を呈す。長軸長92cm、短軸長64

cm、深さ52cmを測る。出土遺物はない。

（7）D7号土坑

さ9グリットにあり、H48に切られる。円形を呈し、468×452cm、深さ297cmを測る。H48が古

墳時代なので古墳後期かそれ以前である。

（8）D8号土坑

さ15グリットにあり、H53に切られる。長軸　〈200〉　cm、短軸　〈156〉　cmを測り、形態は方形に近

いようである。古墳時代後期の土師器杯片が出土する。

（9）D9号土坑

く15グリットにあり、円形を呈し、径188cm、深さ52cmを測る。奈良e平安の須恵器杯片が出土

する。出土遺物には弥生中期の壷片と打製石斧がある。
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第3節　土坑
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Dl　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2！3）

地山砂を多量に含む。
2．黒褐色土層（10YR2俊）

地山砂を多く含む。

D2　土層説明
1．黒褐色土層（10YR2佗）

炭化物・地山砂・小石を含む。
2．黒色土層（10YRl．7／1）

炭化物層。

D3　土層説明

1．黒褐色土層（10YR封2）
地山砂を含み、小石まれに含む。

2．にぷい黄褐色土層（10YR4／3）
砂主体。小石を多く含む。

3．暗褐色士層（10YR3／3）
砂主体。黒色士を含む。

D4　土届説明
1．黒褐色土層（10YR2／3）

地山砂を多く含む。
2．暗褐色土層（10YR3／3）

地山砂を極く多く含む。

D6　土層説明
1．黒褐色土層（10YR23）

砂やや多くパミスを含む。

DT　土層説明
1．褐色土層（10YR4／4）

砂層
2．暗褐色土層（10YR3／4）

砂・暗褐色土の混合。砂多い。
3．黒褐色土層（10YR訂3）

砂ブロックを多量に含む。
4．にぷい黄褐色土層（10YR4／〕）

砂・暗褐色土の混合。
5．褐色土属（10YR4／6）

砂礫層。1～10cmの礫。

6．暗褐色士層（10YR3／4）
ローム主体。やや粘性あり。

7．暗褐色土層（10YR3／3）
暗褐色土・砂の混合。

8．灰黄褐色土層（10YR4／2）
砂層

D8　土層説明
1、黒褐色土層（10YR2佗）

ローム・砂・炭化物・パミスを含む。

D9－2（1こ3）　2・暗褐色土届（10YⅢ！4）
砂やや多く、パミスを含む。

第92図　Dl～D9号土坑
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Dp　土層説明
1．黒褐色土層（10YR〟3）

ローム・パミスを含む。
2．暗褐色土層（10YR3〟）

砂多く含む。
3．暗褐色土層（10YR3／3）

砂やや多く含む。

＝…二．±

A標高70200m A’

‾享享TTf三方



第Ⅱ章　西八目町遺跡Ⅲ

第4節　溝址

（1）M1号溝

あ25～う31グリットにあり、東西方向に伸びる。撹乱に切られ、H14、H28、単独ピットを切る。

検出長は22．25mで、幅205～310cm、深さ2～30cmである。両側が深くなり、側溝状になっているO

道路遺構とみられる。
出土遺物には土師質かわらけがある。また骨が出土し、分析の結果ウマと報告されている0

（2）M2号溝

あ40グリットにあり、北側は調査区域外である。H52に切られる。全長5．18mを調査し、幅54～

72cm、深さ11～15cmを測る。出土遣物には土師器杯と嚢がある。土師器杯は丸底気味で、内面に畿

内系暗文を施している。これらより、奈良時代またはそれ以前の溝である。

Ml　土層説明

1．黒褐色土層（10YR2／2）
地山砂・小石を含む。

2，黒褐色土層（10YR23）
地山砂・小石を多く含む

3．黒褐色土層（10YR2／2）
砂質。地山砂・小石を含む。

4．暗褐色土層（10YR3乃）
地山砂・小石を多量に含む。

骨

：丁嘉二フ誉初ウイ芸

1　2　B’

丁∴†元フ

‾「＿＿＿・：，一

旦’

勿勿彪ヲ努灸フ〆努

棟高700．60m
O　　　（1・80） 2m

ミ＝＝］三二勇

「－一一一」‾‾‾j■電ニ2

0　　（1ニ4）

第93図　M1号溝址　上Ml完掘骨骨（西よ。東より南よ。）
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第4節　溝址

第94図　M2号溝址

皇　　　皇’

丁：：二．‡二二IT壬丁年II
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M5　完掴（雨より）

第95図　M3・M5号溝址



第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

（3）M3号溝

か16～さ17グリットにおいて検出され、北側は道路であるため、調査できなかった。H44とH51

を切る。南から北へ方向を変えている。全長23mを調査し、幅70～80cm、深さ17～30cmを測る0出

土遺物には須恵器嚢片が出土している。H44が奈良時代であるので、それか奈良以降である。

（4）M4号溝

か34グリットにあり、本調査では2m調査した。幅106cmを測る。南は調査区域外、北は道路であ

る。

（5）M5号溝

せ4・5にあり、全長5．2mを調査した。D5を切っている。両端が道路にかかっており、部分の

調査となった。幅80～92cm、深さ21cmを測る。

第5節　グリット

グリットからは須恵器賓がH29、2の須恵器杯はF3、3の手控は古墳時代後期の住居H21あたり

ょり出土する。4は内屈する土師器杯で、外面底部へラ削りである。5の須恵器杯は墨書があり、「西

家」？であろうか。6の土師器椀は古墳時代後期の住居址の上面から出土している0

一三一二り

L＿（1こ4）」

10cm

第96図　グリット出土遺物
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第6節　まとめ

第6節　まとめ

1、土器様相

（1）古墳時代後期

遺跡の時代様相を見るために出土した土器からみることにする。土師器杯、須恵器杯の分類に、土

師器賓の分類を加味して、竪穴住居址の時代を決定してみる。須恵器杯類は、古墳時代後期は陶邑編

年を参考し、1995年・西山克己「信州の6世紀e7世紀の土器様相」に従って分類をしている。（分
類図は第1分冊に掲載する。）

土師器杯類

杯A：須恵器杯蓋模倣杯。AlはTKlO（粗大化、わずかに天井との境に稜をもつ。提瓶があらわれる）以前、A2

はTK43以降（供膳用の盤。皿類が生産されるようになる）。

杯B：須恵器杯身模倣杯。BlはTKlO以前、B2はTK43以降の杯身模倣。

杯C：Clは浅い半球状のもの、目線が内湾するものも含む。C2は更に浅く皿状に近い。

杯D：深い半球状のもの。Dlは短い日録が立ち上がるもの、D2は日録の内湾するもの、D3は口線の内湾した後
直立するもの。

杯E：口緑部が杯中ほどで曲線的に大きく外反するもの。内面に屈曲部がある。Elは深いもの。E2は浅いもの。

E3は杯部中程で屈曲外反する。E4は底部との接合付近で大きく深く外反する。

杯K：深い半球形を呈し、日録端部がつままれたように短く外反するもの。（田中広明氏の言う「口線内斜暗文杯」）

杯Ⅹ2：所謂有段口緑杯、内外のミガキ調整がなく、内外を黒色処理ないし、赤色塗彩する。

杯Ⅹ4：畿内産あるいは畿内系暗文土器。

時期区分

第1期：6C初頭頃（IIHⅡHl。H2）

須恵器TK47（休部が高く、天井部の回転へラ削りが丁寧、稜が鋭い、たちあがりが高い。）を伴い、土師

器の杯はKl e K2、Clに加えAlが現れる。

第2期：6C前葉頃（INCⅢH25）

須恵器MT15（口径が大きくなる、ヘラ削りが粗く範囲が狭い）あるいはTKlOを伴い、賓は長胴化し、最

大径は胴部下にある。土師器杯はAlが主体になりBlも見られる。Kl。K2は姿を消す。底部多孔小型

甑の登場。

→本調査では一孔の甑のみで、多孔の甑はない。土師器杯C、E3．E5がある。

第3期：6C中葉頃（H16。H26）

須恵器MT85あるいはTK43を伴い、球胴賓の消滅、聾の長胴化が進む。土師器の杯はA2、B2、E4。

5が主体となり、わずかにClが見られる。

土師器高杯はいまだ杯部が杯Cl。2とならならず、杯部は中期的高杯である。

1995・田中広明「関東西部における律令成立までの土器様相と歴史的動向」によれば、

埼玉や群馬では有段日録杯や比企型杯出現。地域の特色が強化される。底部へラ削り技法が修練し、底部

は扁平化する。杯類は須恵器と同様小型化する。賓は長胴化が進み、最大径は胴中位に上がる。口綾部直下

からヘラ削りされ、器肉は薄くつくられていく。底部形は急速に小さくなる。高杯は長脚化する。

→有段口緑杯があり、模倣した土師器杯がある。

第4期：6C後菓頃（H21。H46）

須恵器TK43を主に、あるいはTK209を伴う。土師器の杯A2、B2、E4がさらに主流となる。

→土師器杯E4の底部がほぼ平底に近くなる。鷺の長胴化が顕著で、ヘラ削りが口緑直下からなされる。

第5期：7C初頭から前葉ころ（H4eH9）

須恵器TK217を伴う。（供膳用の盤。皿。長頸瓶・平瓶。鉄鉢などの新器種出現。）

土師器杯はA2、B2、E4に加えI（奈良・平安土師器杯Al）が現れる。群馬から黒色処理された
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

この時期以降に畿内系暗紋Ⅹ4見られる。

長胴賓の底部の突出化。

第6期：7C後菓～末（IKPⅢH50）

飛鳥藤原Ⅱの時期以降の須恵器を伴う。

須恵器に宝珠つまみ、かえり蓋が現れる。

土師器杯E4e5は姿を消し、A2e Bは減少し、Cl。2、Iが増す。赤色塗彩されたⅩ2も見られる。

武蔵型賓の登場

底部多孔の甑消滅

石附窯址の生産がおこなわれる。

（2）奈良時代e平安時代
土師器杯類

土師器杯Al：ロクロ成形で、底部手持ちへラ削り、内面はミガキ後黒色処理をする。

土師器杯A2：ロクロ成形で、底部回転糸切り後へラ削り、内面はミガキ黒色処理0

土師器杯A3：ロクロ成形で、底部回転糸切り痕　a．ミガキ後黒色処理　b膚文後黒色処理

土師器杯B：底部外面へラ削りで、丸味を帯び、内面に螺旋状の暗文、所謂「畿内系暗文」を施す。

土師器椀Al：底部糸切りの杯に高台が貼付される。内面はミガキ黒色処理0

土師器皿Al：浅い杯部に高台が貼付される。

土師器誓類

武蔵賓1：口緑部形態「く」字形態の賓、最大径を口縁に持つ。器肉が薄く胴部はヘラ削りされる。

武蔵賓2：目線部形態「く」字形ではあるが「コ」の傾向がみえる。最大径を体部にもつ。

武蔵鷺3：口綾部形態「コ」字形を呈す。体部に最大径を持つ。

ロクロ嚢1：口綾部形態は「く」で、胴部の調整がロクロナデ調整のもの。口縁部に最大径を持つ。

ロクロ賓2：体部に最大径を持つ。

甲斐型賓：日録最大径を持ち、外面にパケ目を残す。

須恵器杯類　ロクロ成形

須恵器杯Al：底部の切り離しが、ヘラ切り離し。

a：底部切り離し後、回転へラ削りを施すもの。底径が一般に大きい。

b：手持ちへラ削りを施すもの。

須恵器杯A2：底部切り離しの糸切り痕を残し、ヘラ削りされるもの。

須恵器杯A3：底部に糸切り痕が残るもの。

須恵器高台付杯A：須恵器杯Al eA2に高台が貼付されるもの。

須恵器高台付杯B：須恵器杯A3に高台が貼付されるもの。

奈良e平安1期：土師器杯Alと「畿内系暗文」の土師器杯Bがある。土師器賓は古墳時代の厚手の口緑が外反し、

胴部外面が縦のヘラ削りのものと、器肉の薄い武蔵賓1とがある。武蔵鷺は口綾部が長く、最大径

は日録にある。底径も後代のものより大きい。

須恵器杯Al eA2で平底ではあるが、底部から口緑の立ちあがりに丸味がある。高台付杯は杯部

形がAlである。高台の内側が接地する。

奈良。平安2期：土師器杯Alで、底部がヘラ削りされ平底で、底が厚い。賓は武蔵鷺1ではあるが、口緑が短くな

る。口径と胴部径が近くなる。

須恵器杯はAlbが主体となり、ヘラ削りされる。

奈良e平安3期：土師器杯Al。A2がある。口緑の底部近くにヘラ削りがなされる。武蔵賓は1であるが、最大径

が胴上部になる。須恵器杯は、底部糸切り痕の杯A3とA2の回転へラ削りの両者がある0

奈良e平安4期：土師器杯A2は器肉が薄手になる。賓は武蔵窯2で、口綾部形態が「く」から「コ」の字形態にな

り、最大径は胴部にもつ。須恵器杯はすべて回転糸切り痕の杯A3になり、火裡痕が顕著で、焼成

は良好である。高台付杯の高台底に凹線状の窪みを持つ。
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奈良。平安5期‥土師器杯A2。A3となり、高台が貼付された土師器椀。皿が出現している。賓は武蔵鷺3となり、

ロクロ鷺がある。須恵器杯は杯A3で、前代との変化が見当たらず、須恵器杯の数量が多い。

奈良e平安6期‥土師器杯はA3が主体で、数量が増してくる。外面に墨書、刻苦が多い。土師器鷺は武蔵賓3で、

ロクロ鷺がある。須恵器杯は杯A3の数が減ってくる。灰粕陶器は壷。皿e椀があり、パケ塗りの
光が丘1号窯式を出土する。

奈良。平安7期：土師器杯A3が主体で、杯A2もある。杯類は全般に小振りとなる。土師器杯A3bの内面のミガキ
が全面ではなくナデのみで、文様調に暗文が施される。

土器分類より東大門先遺跡Ⅱと西八目町遺跡Ⅲの集落の年代は古墳時代後期から平安時代である。

古墳時代後期の第1期を6C初頭、第2期を6C前菜、第3期を6C中葉、第4期を6C中葉、第5

期を7C代とし、奈良◎平安の1～4を8C代、奈良e平安の第5期を9C前半、平安の第6期を9
C後半、平安の第7期を10C代とした。

2．遺構

（1）竪穴住居址

本の遺跡の西八日町遺跡Ⅲでは古墳時代後期から平安時代の竪穴住居址57棟、西の東大門先遣跡

Ⅱでは17棟を調査している。（東大門先遣跡ⅡのH12は中世であるため今回は除外する。）遺構の

分類基準として2005年小林眞寿『聖原　第5分冊』のにほぼ従って分類を試みる。（本遺跡に合わ
せて、改編している所あり。）

土器様相による内訳は古墳時代後期25棟、奈良時代26棟、平安時代34棟である。
住居址の年代は

古墳後期　IIHⅡHl。H3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2棟

INCⅢH4。H7。H9。H14e H15。H16e H17。H21e H25。H26eH28e H30

H41。H42。H43e H45e H46e H48e H51e H54e H56。H58e H59

（H7eH15eH42は確定できない。H51eH59はINCIVで報告）　　　　　　23棟

奈良時代　IIHⅡH4。H5eH6．H7eH9。HlOeHlleH13eH14。H15eH16eH17

12棟

INCⅢH2eH2床下。6e8。HlO床下。H29eH36。H39eH40。H44。H47。H50。H52。

H53。H55。H57

（H47。H55は確定できない。H50はINCIVで報告）　　14棟（＋床下2棟）

平安時代　IIHⅡH2　e H18

INCⅢHl。H3eH5e HlO。Hlle H12。H13。H18。H19eH20。H23。H24e H27・H31

e H33。H34e H35。H37。H38e H49　　　　　　　　　20棟

①平面形態

竪穴住居は平面形態から方形、長方形がある。長方形は長軸長と短軸長の差が1割を超えるものを長方形として

いる。西八日町遺跡Ⅲの38棟、東大門先遣跡Ⅱの11棟の49棟でみると、

方　形：古墳時代後期16棟（33％）、奈良時代5棟（10％）、平安時代6棟（12％）、

長方形：古墳時代後期2棟（3％）、奈良時代8棟（16％）、平安時代11棟（24％）

古墳時代後期は方形が多く、奈良◎平安時代は長方形の割合が増している。

主柱穴の配置について62棟中の分類をする。

Al：屋内に内周して4個の主柱穴のあるもの。

古墳時代　21棟（34％）　奈良時代　4棟（6％）　平安時代　4棟（2％）

A2：カマドのある壁に偏って配置される。

奈良時代　　5棟（8％）

A3：カマドと反対の壁に偏って配置される。

A4：4個が不均等に配置される。
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古墳時代　1棟（1％）

A5：4個がカマド側とそれに対峠する壁に均等に配される。

平安時代　　2棟（3％）

A6：4個が東西の壁際近くに横長に配される。

奈良時代　1棟（1％）

Cl：床面中央に東西2穴を配す。

古墳時代　　2棟

C2：屋内の東西壁の壁中または壁下に2個柱穴のもの。

奈良時代　　2棟（4％）　平安時代　　4棟（4％）

D：屋内に柱穴がないもの。

古墳時代　　2棟（3％）奈良時代　　8棟（13％）　平安時代　11棟（18％）

これらより古墳時代後期は4本主柱穴が大半であること。柱痕を持つ深いピットで、確認できた柱

痕形は円形である。奈良。平安には主柱穴を持たない住居址が多いが、奈良e平安時代東西壁の中央

に柱穴を持つピットは柱痕を持ち深い。

②規模

古墳時代後期の18例中で最小面積は11．57前があるが、柱穴がなくカマドの焼土も明確ではない（3・57I肩の竪穴が

あるが時代が不確実なので除く）。

～ 6 6d 以 下 5 6 8 ・6 ．3 6 （平 安 ）　　　　 I I H Ⅱ F 2 0 （6．2 7） IN C Ⅲ F 14 （6・72 ）

～ 9．9Id 以 下 7 ．7 1 ・8 ．0 ・9．5 3 （奈 良 ） 、 8 ・8 ．6 4 （平 安 ） I I H II F 6 （7 ．2 8） F l （8 ．7 ） F 1 9 （9 ・73 ） F 1 8

（9 ．7 3） IN C Ⅲ F 3 （7．84 ） F 8 （8 ．5 1） F 16 （6．8 5）

～ 1 3．2 Id 以 下 11．57 ・1 2．5 8 Id （古 墳 ） 10 ．0 3 ・10 ．63 ・1 1．0 1 ・1 1．7 1 ・11．25 ・1 2．17 ・12 ．3 2 （奈 良）

11．7 1 ・1 3．0 6 （平 安 ）I I H II F 1 3 （1 2．3 3） F 7 （12 ．8 5） IN C Ⅲ F 2 1 （10・24 ） F 2 1 （11・56 ） F 1 1

（11 1 6 ） F 1 3 （13．92 ）

～ 1 6．5 Id 以 下 14．98 ・1 6．3 2 Id （古 墳 ） 13 ．4 9 ・15 ．4 （奈 良） 、 13．25 ・1 3．3 ・1 5．5 ・1 6．4 3 ・1 7・6 1 （平 安 ）

IN C III F l （16．0） F 7 （15 ．0 5）

～ 1 9 8 Iポ以 下 16 9 0 ・1 7．89 （古 墳 ）17 ．99 （奈 良 ）17．5 9 （平 安） l I H II F 1 2 （17．6 ）F 14 （17．2 8） F 3 （16・63） F lO （18 ・62）

～ 2 3 1 Id 以 下 2 0 3 5 ・2 0 9 ・2 1．9 （古 墳 ） 2 5．73 （奈 良） 、 22 ．6 （平 安）　 I I H Ⅱ F 18 （2 2．0 3 ）

～ 2 6 4 Id 以 下 2 4 7 ・2 5．77 （古 墳 ）　　　　　　 I I H II F l l （2 5．61） IN C Ⅲ F 2 （25 ．9 2） F 6 （25・9 2）

～ 2 9 7 Id 以 下 2 8 5 1 ・2 8．7 ・2 9．5 1 （古 墳 ）　　　 I I H Ⅱ F 9 （29 ．1 2） IN C Ⅲ F 9 （2 7．9 9）

～ 3 6 3 Id 以 下 3 3 8 Id （古 墳 ） 、 3 2．59 （平 安 ）　　　 H H Ⅱ F 4 （3 0．3 5）

～ 3 9 6 Id 以 下 3 7 7 8 Id （1 1．5 坪 ） （古 墳 ）

～ 4 9．5 Id 以 下 4 7．73 Id （14 ．5 坪 ） （古 墳 ）
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これらより、古墳時代後期は4坪前後の規模から9坪まであり、ことに大型の住居は47．73前

（14。5坪）である。奈良時代は3坪から5坪に規模が集中し、最大の住居が7坪近い。平安時代の竪

穴住居の規模は疎らで、小規模な2坪から5坪まであり、大きい住居は10坪規模である。古墳時代後

期の竪穴住居址は各時代の中では規模が大きく、4本の主柱は径28cmに近い太い柱を立てる立派な

屋造である。奈良。平安時代はカマドを北に設け、東西の壁中程に深い柱穴を設ける2本主柱穴があ

る。

東西軸の長い住居が多い。

（2）掘立柱建物址

東大門先遺跡Ⅱでは掘立柱建物址が21棟検出され、Fl、F4、F9、F12は古墳時代後期6C

初頭の住居を切っているので、それ以降の掘立址である。F12はピット規模が小さく、柱間などか

ら中世の可能性がある。F13e F14のように柱痕から奈良時代のほぼ完形に近い須恵器蓋が出土し、

またF5の口金物が堀方から出土しており、ほぼ奈良時代といえる。FllはH5（奈良時代3）に切

られ、それより古いが、ピットから奈良時代の土器片を出していることから奈良時代といえる。

西八日町遺跡Ⅲの掘立址は19棟検出され、Fl e F14は奈良e平安5期の住居址を切ること、F

2は奈良4期に切られることから、それ以前。F3は奈良4期を切ることからそれ以降。F6e F7

e Fllは奈良4期の住居に切られることからそれ以前。F16は奈良e平安6期を切る。F2～F5

は平安時代（10C前半）の竪穴に切られ、奈良時代と推定される土器片を出土している。などの関

係は捉えられる。

桁行×梁間　（）内の単位は前である。

Al：1間×1間IIHⅡF6（7．28）。F13（12．33）e F20（6．27）　INCⅢF20（4．0）

Bl：2間×1間IIHⅡFl（8．7）。F7（12．85）e F12（17．6）。F14（17．28）e F19（9．73）。

INCⅢF3（7．84）。F8（8．51）。F14（6．72）。F16（6．85）。F21（10．24）

El：2間×2間IIHⅡF3（16．63）F9（29．12）e F18（9．73）。F21（11．56）、

INCⅢFl（16．0）e F7（15．05）・Fll（11．16）。F13（13．92）

Fl：3間×2間IIHⅡFlO（18．62）e Fll（25．61）、INCⅢF2（25．92）。F6（25．92）

Gl：4間×2間IIHⅡF4（30．35）、INCⅢF18（22．03）

3間×3間　　　　　　　　　　　　INCⅢF9（27．99）

本遺跡は古墳時代の6C初頭に集落が形成され、6C後半に増大し7世紀前半まで継続する。古墳

時代後期末の土器はなく、集落は西の北一本柳遺跡Ⅲに点在してみられ、奈良時代の8C代に再度始

まり、平安時代の10C代に古代集落が消滅している。

第2図の竪穴住居址の変遷図をみると奈良時代の集落が東西の帯状に広がっており、道路に沿った

集落の存在が窺える。古墳と平安時代の竪穴住居址は数軒ごとのブロックを作って点在している。平

安時代の9C後半から10Cの竪穴住居址の重複があり、土器の新旧関係が捉えられるかと期待した

が、成果はその複雑さのため明らかにできなかった。
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ

第3表　西八日町遺跡Ⅲ　土坑一覧表　　　　　　　　　〈残〉　（推定）
遺構名 検 出位置 平面形 長軸長 （cm）短軸長 （cm）深 さ （cm） 長軸方位 備　　　　　 考

D l お 2 8 円形 8 7 8 4 1 2 N －8 3 0 －E H 23。31、カクランに切られ、H 25を切る。

D 2 え 3 0 楕 円形 12 2 7 6 2 6 N － 1 0 －E

D 3 か 2 4 隅丸長方形 〈2 2 8〉 1 0 0 8 5 N －2 6 0 －E H 13、F 7 に切 られる。柱痕 あり。

D 4 か 2 5 長方形 15 9 8 4 5 7 N －　75 0 －E P l 1 5 を切 る。

D 5 そ 5 隅丸方形 〈14 8〉 1 4 8 2 0 N －2 6 0－W M 5 に切 られる。

D 6 し 8 円形＋テラス 92 6 4 5 2 N －9 00 H 4 8 を切る。

D 7 さ 9 円形 46 8 4 5 2 2 9 7 － H 4 8 に切 られ る。

D 8 さ 15 － 〈20 0〉 〈15 6〉 3 3 N －0 0 H 53に切られる。北にピットあり。48×40×22cm

D 9 く1 5 円形 18 8 1 8 0 5 2 －

第4表　西八日町遺跡Ⅲ　溝址一覧表　　　　　　　　　〈残〉　（推定）
遺構名 検出位 置 全長（m ） 幅（cm） 深 さ（cm） 備　　 考

M l あ 25～ う3 1 〈22．2 5〉 2 0 5 ／－3 10 2 ～ 30 カクランに切られ、H 14 ・28、P 12 5弓27・12 8弓31を切る。

M 2 あ4 0～ い4 1 〈5．18〉 54 ～ 72 1 1～ 15 北側調査区外　 H 52に切られる。

M 3 か 16～ さ17 〈23〉 70 ～8 0 1 7 ～ 30 H 4 4 ・H 51を切る。

M 4 か3 4 〈2．0〉 10 6 北側道路、南側調査区外。

M 5 せ 4 。5 〈5．2〉 8 0～ 9 2 2 1 D 5を切る。

第5表　西八日町遺跡Ⅲ　単独ピット一覧表（1）　　　　　　〈残〉　（推定）

遺構名 出土位置
規模 （cm） ！平面形

覆 土 備　 考 遺構名 出土位置
規 模 （cm） i平面 形

覆 土 備　 考
長 径 短径 深 さ 長径 短 径 深 さ

P l か 2 1 3 5 33 2 7 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2） H 5 を切 る。
P 3 0 く2 1 69 6 8 4 5 円形

1．黒色 土層（10Y R 2 ／1）

2．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

H 7 ・3 0 を切 る。

P 2 か 2 2 〈108〉11 0 4 7 円形 黒褐 色土層（10 Y R 3／2） H 5 に切 られ る。

P 3 欠 P 3 1 lく2 2 ［5 4 4 6 4 3 楕 円形 黒褐色 土層 （10 Y R 2 ／2） H 3 0 を切る。

P 4 け 2 0 64 6 0 9 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2） P 3 2 ～ P 3 4 欠 番

P 5 か 2 1 1 36 9 0 3 9 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／2） H 6 を切 る。 P 3 5 き2 2 6 2　 4 8 53 楕円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2） H 3 0 を切 る。

P 6 か 2 1 〈50 〉 4 4 5 5 楕 円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／2） H 5 を切る。
P 3 6 き 19 〈5 0〉〈50 〉 50 楕円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．暗褐 色土層（10Y R 3 ／3）

H 3 、カ クランに切

られ る。
P 7 え 2 2 60 4 5 6 5 長方形

1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）

2．黒 褐色土層（10 Y R 2／3） P 3 7 き1 9 〈5 8〉 4 4 4 1 楕円形 黒褐色土層（10Y R 2／3） H 3 に切 られ る。

P 8 か 2 1 4 8 ！4 0 i4 4 円形 恒 褐色 土層（10Y R 2／2） H 6 を切 る。

P 3 8 き 1 9 5 5 51

i

6 2 円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

2．黒褐色 土層（10Y R 3／2）

3．暗褐色土 層（10Y R 3／3）l

P 9 ～ P 1 2 欠 番

P 1 3 i か2 2 i6 6 14 6 －3 1 i隅丸長方形一黒褐色土 層（10Y R 2／3） 】H 5 を切 る。

P 14 え2 3 4 3 39 22 円形 暗褐色土層（10 Y R 3／3）
P 3 9 き 1 9 3 5 3 5 3 1 円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 3／2）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）
P 1 5 お 2 4 4 6 4 4 6 8 円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．暗褐色 土層（10Y R 3／3）

P 4 0 か 1 9 53 4 0 3 2 楕 円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

2．にぷ い黄褐 色土層

（10Y R 4 ／3）
P 1 6 え 2 4 5 8 5 4 2 2 円形

1．黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P 1 7 え 2 3 5 6 4 3 2 0 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3） P 4 1 か 1 9 4 9 〈4 1〉 18 － 黒色土層 （10Y R 2／1） H 2 9 に切 られ る。

P 1 8 お 2 3 4 3 3 7 2 7 楕 円形 暗褐 色土層（10Y R 3 ／3） P 4 2 ～P 4 4 欠番

P 1 9 お 2 3 32 3 2 2 7 円形 暗褐色 土層（10Y R 3 ／3）

P 4 5 お 19 4 3 4 0　 3 3　 円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

2．黒褐 色土層（10 Y R 3 ／2）

3．暗褐色 土層（10Y R 3 ／3）
P 2 0 お 2 3 54 4 8 34 楕 円形

1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）

2．暗褐 色土層（10 Y R 3／3）

P 2 1 う 24 38 3 5 2 1 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3） P 4 6 か 2 0 〈2 8〉 3 2 2 3 楕円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3） H 2 9に切 られる。

P 2 2 う2 4 3 4 28 1 1 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3） H 1 7を切 る。 P 4 7 か 2 0 2 0 2 0 13 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

P 2 3 う2 4 7 9 56 2 1 楕円形 暗褐色土層（10Y R 3／3） H 17 を切 る。 P 4 8 か 2 0 3 6 3 2 1 8 円形 黒 褐色土層（10 Y R 2／2）

P 2 4 え2 4 2 6 23 2 3 楕円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2／2）

2．暗褐色 土層（10Y R 3／3）
H 17 を切 る。

P 4 9 お 2 0 36 2 8 1 3 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3）

P 5 0 お 2 0 4 4 3 1 1 6 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 2 5 う2 5 3 1 2 8 18 円形
1．黒 褐色土層（10Y R 2／2）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P 5 1 お 2 0 50 3 6 2 1 楕 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 5 2 え 1 9 4 0 4 0 2 0 円形 黒褐色 土層（10Y R 2 ／2）

P 2 6 う2 5 3 0 2 8 2 1 円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2／2）

2．暗褐色土 層（10Y R 3／3）

P 5 3 え 2 0 4 1 3 5 20 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2 ／2） F lO を切 る。

P 5 4 え2 0 4 7 4 0 19 楕 円形 黒褐色 土層（10Y R 2 ／2）

P 2 7 う2 4 36 3 5 2 3 円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2）

2．暗 褐色土層（10Y R 3／3）

P 5 5 う2 7 8 6 78 23 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2／3） H 2 6 を切 る。

P 5 6 お 2 0 6 2 56 3 0 円形

1．黒褐色土 層（10Y R 2／3）

2．黒褐 色土層（10 Y R 3 ／2）

3．褐色土 層（10Y R 4 ／4）

P 2 8 う 2 5 39 34 2 3 楕 円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）

P 2 9 欠
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付表

第 6 表　 西 八 日 町 遺 跡 Ⅲ　 単 独 ピ ッ ト 一 覧 表 （2 ）　　　　　 〈残 〉　 （推 定 ）

遺構名 出土位置
規 模 （CⅢ） 恒 形

覆 土 備　 考 遺構名 出土位置
規模 （cm ）

平面形 覆 土 備　 考
長 径 短 径 深 さ 長 径 短 径 匝 さ

P 5 7 お 2 0 5 4 5 0 4 4 不整形
1．黒褐色 土層（10Y R 2／3）

2．黒褐 色土層（10Y R 3 ／2）

！ P lO 9 か 2 6 3 8 3 1 3 7 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）

P llO か 2 6 3 2 2 6 2 0 楕円形 黒褐色 土層（10Y R 2 ／3）

P 5 8 お 2 0 5 0 5 0 4 3 円形
1．黒褐色土層 （10Y R 2／3 ）

2．黒褐色 土層（10Y R 3 ／2）

P ll l お 2 6 5 2 4 8 2 3 円形 黒褐色 土層（10Y R 3／2 ）

P l12 お 2 7 1 0 2 5 6 3 4 楕円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3 ）

P 5 9 お 2 0 3 8 〈3 6 〉2 5 － 黒 褐色土層（10 Y R 2 ／3） P 1 13 お 2 7 2 8 2 7 3 0 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2 ）

P 6 0 お 2 0 6 4 5 8 4 0 円形
1．黒 褐色土層（10 Y R 2 ／3）

2 ．黒褐色土層（10Y R 2／2 ）

P l14 か 2 6 2 6 2 1 1 4 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3 ）

P 1 15 か 2 5 〈55 〉〈14 〉 1 8 － 黒褐色土層（10Y R 2／3） D 4 に切 られ る。

P 6 1 お 2 1 3 2

巨

5 7 円形
1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）

2．褐 色土層（10 Y R 4 ／4 ）

P 11 6 か 2 6 2 6 2 4 1 5 円形 黒 褐色上層（10Y R 2／2）

P l1 7 お2 7 3 6 〈2 5〉2 6 － 黒 褐色土層（10 Y R 2／2） H 16 に切 られ る。

P 6 2 お 2 1 3 8 3 6 4 1 円形
1．黒褐 色土層（10Y R 2／3）

2．黒褐 色土層（10 Y R 3 ／2）

P 118 欠 i

P 119　 く2 0 6 8 6 8　2 7 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 6 3 か 2 1 3 6 3 4 4 6 円形
1．黒褐色 土層（10Y R 2／3 ）

2．黒褐 色土層（10Y R 3 ／2）

P 120 か 3 1 序 4 4 6 6 4 楕円形 黒褐色 土層（10 Y R 2 ／2）

P 12 1 お 2 9 6 3 5 8 2 0 円形 黒褐色 土層（10Y R 2 ／3）

P 6 4 お 2 1 5 4 4 4 3 4 l 円形 黒 褐色土層（10 Y R 3 ／2） P 12 2 お 2 4 2 8 2 6 2 3 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3 ）

P 6 5 お 2 1 3 4 3 0 2 6 円形
1．黒 褐色土層（10 Y R 2 ／3）

2 ．褐色土 層（10 Y R 4 ／4 ）

P 12 3 i お 2 4 2 8 2 7 ！2 5 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3 ）

P 12 4 き 3 1 6 8
4 8 ！6 5

楕 円形
1．黒褐色 土層（10Y R 2／2 ）

2．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）P 6 6 か 2 1 3 1 3 0 1 8 円形 黒褐 色土層（10Y R 3／2）

P 6 7 お 2 1 3 1 3 0 2 4 円形 黒褐 色土層（10Y R 2／3） P 12 5 い 2 8 〈35 〉〈3 0〉2 3 楕円形 黒褐色土層（10Y R 2／3 ） M lに切られ H 14を切る。

P 6 8 お 2 2 5 0 4 0 2 9 円形 暗褐色土 層（10Y R 3／3 ） P 12 6 い 2 8 3 7 叫 3 2 不整形 黒 褐色土層（10 Y R 2／3） H 14 を切 る。

P 6 9 お 2 1 4 4 4 4 1 7 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3 ） 】 P 12 7 う2 8 〈4 3 〉〈36 〉 14 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3） M lに切られ H 14を切る。

P 7 0 欠 P 12 8 い2 8 2 6 2 4 12 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3） M lに切られ H 14 を切る。

P 7 1 え 2 3 3 2 2 5 1 1 楕 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／2 ） P 12 9 欠

P 7 2 う2 3 5 4 4 0 2 4 楕円形
1．黒褐色土 層（10Y R 2／2 ）

2 ．黒褐色 土層（10Y R 2／3）

P 1 30 い2 9 2 6 2 6 8 円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）

P 13 1 い 2 6 4 6 3 5 3 0 楕円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2）

2．褐 色土層 （10 Y R 4／4 ）
M l に切 られ る。

P 7 3 う 2 2 5 0 4 1 1 7 楕円形
1．黒 褐色土層（10 Y R 2 ／2）

2 ．黒褐色土 層（10Y R 2／3 ） P 1 3 2 ～ P 1 4 3 欠 番

P 7 4 欠 P 14 4 い 2 8 2 6 2 2 1 3 両 円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3 ）

P 7 5 う2 2 4 4 4 4 2 0 円形
1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）

2．黒 褐色土層（10 Y R 2 ／3）

P 14 5 い 2 9 4 0 3 2 1 0 不整形 黒褐色土 層（10Y R 2／3 ）

P 14 6 欠

P 7 6 え 2 2 5 6 4 6 3 0 楕 円形
1．黒褐色 土層（10Y R 2／2）

2．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 14 7 け 1 8 4 2 4 0 4 7 円形 － H 4 を切る。

P 14 8 け 1 8 5 2 （4 7 ）14 円形 － H 4 を切る。

P 7 7 ～P 8 3 欠番 P 14 9 く 1 8 3 9 3 7 1 6 円形 － H 4 を切 る。

p 8 4 え 2 2 4 0 3 8 2 6　 円形 1・黒褐色土層（10Y R 2／2 ） P 1 50 き4 7 5 1 3 6

4 8

6 3

3 0

3 2

7 2

6 4

2 6

8 4

6 8

4

0

4

2

6

4

6

8

4 2

2 5

3 3

2 7

1 5

54

7 2

6 1

4 8

9

2

0

0

6

0

4

6

0

楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

H 5 6 を切 る。

H 56 を切 る。

H 56 に切 られ る。

F 19 を切 る。

H 5 4 、F 19 を切る。

ィ′ 2．黒褐色 土層（10Y R 2／3） P 15 1 か 1 8 5 2 円形 黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 8 5 ～ P 8 7 欠 番 P 15 2 か 1 8 1 2 0 楕円形 黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）

P 8 8　 お2 7　 4 8　 4 8　 3 7　 方 形　 黒褐 色土層（10Y R 2 ／3）
P 15 3 か 2 6 4 9 楕円形

1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P 8 9 ！ぉ 2 7 序 9 巨 9 巨 5 I不整形 恒 褐 色土層（10Y R 2 ／2） 】 2．暗褐 色土層（10 Y R 3／3）

P 9 0 ！ぉ 2 6 】〈9 4 両 3 巨 5 楕 円形 恒 褐色 土層（10Y R 2／2） 】F 9 に切 られ る。 P 154 ！ぅ 2 9 】3 4 円形 －
P 9 日 お 2 7 】2 5 日 9 ！2 0 両 円形 恒 褐色 土層（10Y R 2／2 ） l p 15 5 回 1 2 l

p 156 ！か 3 7 i9 2 i

P 1 57 ！か 3 8 l3 6 i

p 15 8 帖

p 15 9 回 8 0 ！

楕 円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕 円形

1．暗褐色土 層（10Y R 3／3 ）

P 9 2 ！ぉ 2 8 l4 8 】4 4 】3 8 l 円形 恒 褐色土 層（10Y R 2／2 ） l 2．暗褐 色土層（10Y R 3 ／4）

P 9 3 序 2 8 序 8 】4 0 】3 4 l 一　 極 褐色土 層（10Y R 2／3 ） 序クランに切られ H 21を切る 1．黒褐色土 層（10Y R 2／3 ）

P 叫 か 2 7 l4 8 】3 6 巨 6 両 円形 恒 褐色土 層（1 0Y R 2／3 ） 恒 2 1を切 る。
2．にぷい黄褐色土 層

P 9 5 1 か 2 7 f 5 3 f 3 4 巨 3 F楕円形 恒 褐色土 層（7．5Y R 2／2 ） lH 2 1を切 る。 （10 Y R 4 ／3 ）

P 9 6 序 2 7 l2 2 l 2 1 l2 0 ！方 形 恒 褐 色土層（10 Y R 2 ／2） l 暗褐 色土層（10 Y R 3 ／3）

P 9 7 】か 2 7 ！3 7 序 中 H 庫 円形 l黒褐 色土層（10 Y R 2 ／2） ！
1．暗褐 色土層（10 Y R 3／4 ）

P 9 8 】き2 8 序 3 序 0 巨 7 】円形 恒 褐 色土層（10 Y R 2 ／2） 恒 2 1を切 る。 2．にぷ い黄 褐色土層

P 9 9　 き2 4　 5 0　 3 5　 3 9　楕 円形
1．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）

P lO O ・10 2 を切 る
（10Y R 4 ／3）

ニ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　02．暗 褐色土層（10 Y R 3／3） 1．黒褐色 土層（10Y R 2 ／3）

喜
左　　 ／

1．黒褐 色土層（10Y R 2 ／2）
ケ七　ゝ

2．暗褐 色土層（10 Y R 3／3）
P lO O　き 2 4 5 1 4 1 5 3　楕 円形　　　　　　　　　　　 P 99 に 刀られ る。

2．黒褐 色土層（10 Y R 2 ／3）
P 16 0 l ぉ 3 6 i4 4

円形 黒褐色土 層（10Y R 2／3 ） H 5 4 を切 る。

P l叫 く2 5 序 3 恒 序 6 ！円形 恒 褐色土 層（10Y R 2／2 ） 恒 1 5 を切 る。 P 16 1 l か 3 6 ！9 2 楕 円形
－ 54、F 20 ・21に切られる。

P lO 2 ！き 2 4 】〈2 9〉l2 8 巨 7 ！円形 康 褐色土 層（10Y R 2／2 ） 序 9 9 に切 られ る。 P 16 2 I か 4 1 ！5 2 楕円形 －
P lO 3 序 2 9 ！8 5 巨 2 i 2 8 i楕円形 恒 褐 色土層（10 Y R 3／2 ） 恒 24 ・4 0 ・4 1を切る。 P 1 63 i せ 5 i3 4

円形 －
P lO 4 i き2 9 両 8 序 3 1 3 2 「不整形 ！黒褐 色土層（10 Y R 3／2） 恒 27 ・3 6～39 を切る。 P 16 4 ！そ 4 ！4 0 円形 －
P lO 5 i ぉ 2 4 18 5 】6 2 i 2 2 】楕円形 恒 褐 色土層（10 Y R 2 ／2） 】 P 16 5 】た 3 l4 4 円形 暗褐 色土層（10 Y R 3／3）

P lO 6 i ぉ 2 3 ！4 9 】4 8 1 2 9 】円形 恒 褐 色土層（10 Y R 2 ／3） ！ P 16 6 】た 3 両 o l 楕円形 黒褐 色土層（10 Y R 2／3）

P lO 可 お 2 3 1 2 1 巨 8 恒 t楕 円形 恒 色土 層 （10Y R 2 ／1） t　　　　　 P 16 7 l せ 5 1 3 2 l

P lO 8 i ぉ 2 2 I 3 3 】3 1 巨 2 l 円形 】黒褐色 土層（10Y R 2 ／3） l

円形 I　　　　 l
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ
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第Ⅱ章　西八日町遺跡Ⅲ
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例　　言

1．本書は佐久市建設部都市計画課による、まちづくり交付金事業　都市計画道路千歳線3．5．16線
道路整備に伴う岩村田遺跡群　西八日町遺跡Ⅶの発掘調査報告書である。

2．事業主体者　佐久市中込3056　佐久市建設部都市計画課

3．調査主体者　佐久市中込3056　佐久市教育委員会　教育長
4．遺跡名及び発掘所在地

岩村田遺跡群　西八日町遺跡Ⅶ（INCⅦ）

佐久市岩村田2130－6

5．発掘調査担当者　　現場作業　平成19年度　　森泉　かよ子

整理作業　平成19～21年度　　上原　学
6．編集・執筆は上原が行った。

7．本遺跡に関する資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1．遺構の略称は以下の通りである。

H一竪穴住居址　F一掘立柱建物址　M一溝状遺構　Dr土坑　P－ピット

2．スクリーントーンの表示は以下の通りである。

遺　構　地山断面 老杉　焼土

遺物舶器断面■m黒色処理

3．挿図の縮尺は以下の通りである。

遺　構　　竪穴住居址・掘立柱建物址・土坑1／80

遺　物　　土師器・須恵器1／4　　石・石器類1／4・1

鉄製品1／4

4．遣物の写真番号と実測図番号は一致する。

5．遺構の標高は角遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6．土層は「新版　標準土色帖」による。

7．調査グリッドは小グリッド4×4mである。

8．住居址の区割りは上を北とし、北東隅から逆時計廻りとし、4区画（I・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ）に分割し
た。

9．遺物観察表中の［］は推定値、　〈　〉　は残存高を示す。
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第Ⅲ章　西八目町遺跡Ⅶ

検出遺構と遺物の概要

遺　構　　竪穴住居址6軒（古墳時代後期3　　　平安時代2　　　不明1）

掘立柱建物址1棟

土坑1基

遺　物　　土器（土師器・須恵器）

石製品（砥石）

鉄製品（鉄鉱・角釘等）

石器（石嫉）

2 9

㊨

28 2 7　　　　　　　　　　　 2 6

ト

F24 0

捜乱

e

H92 。　　 O D　 ①
謝 ド 鸞 O 。89

窯 ◎ ⑦ ◎ 。 。 H91

H8 1

D34

0　　 0

日8 3

2 5

ふ

0

○

へ

Cフ

◎　 H90
は

Xニ29600

あ

l　　　　　　　　　　 】

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 m

第1図　西八日町遺跡Ⅶ遺構配置図（1：125）
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第1節　竪穴住居址

遺構と遺物

第1節　竪穴住居址（H）

H81号住居址（H）

遺構は26－はグリッドに位置し、H83・91を切る。規模は東西4．0m、南北2．2m、検出面から床

面までの深さは0．4mを測る。平面形態は東西方向に長い隅丸方形である。覆土の堆積はレンズ状の

自然堆積と思われる。床面は貼り床され硬質である。壁際の溝は認められなかった。ピットは床面上

で西壁コーナーに2個確認でき、南東コーナーには径60cm、深さ25cmの土坑が存在する。カマドは

北東コーナーに構築されている。大半が崩壊し、僅かに構築時に使用した石材及び粘土と火床が認め

られた。遣物は土師器の賓、須恵器の杯・饗、鉄製品が出土した。底部回転糸切り後未調整の須恵器
坪の存在から9世紀前半、平安時代としたい。

J　　　　　くl

lO l

1黒褐色土層（10YR2／2）小石・地山砂を含む。

2　黒褐色土層（10YR2／2）1層より地山砂を多く含む。

3　黒色土層（10YR2／1）地山砂を少々含む。

4　黒褐色士層（10YR2／3）地山砂を多く含む。

5　黒褐色土層（10YR2／2）柱痕

6　暗褐色土層（7．5YR3／4）焼土

屑閏

∴
∴
！せ

　

　

創

㍉
・
∴

㍉
．
∴
ド

く

　

　

け

700．700m

Om　　　（1・80）　　　2m

7　黒褐色土層（7．5YR2／2）粘土を多く含む。

8　黒褐色土層（7．5YR3／2）カマド堀九

9　黒褐色土層（10YR2／3）上層に地山砂主体の貼床層あり。

10　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を含む（貼床）

12　黒褐色土層（10YR2／2）堀方ピット。

二，イ＼七⊥イノ

、⊆∃J　＼＼二去≠
4

／当」＼、

第2図　H81号住居址遺構・遣物実測図
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ

番 号 器　 鍾 器　 形 口径 抑 底 径 cm 舘 高 cIn 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 色 調 等

1 土 師 器 褒 ［1 2 ．2 ］ － く6 ．3 〉 口 縁 横 ナ デ　 外 面 へ ラ 削 り　 内 面 へ ラ ナ デ U 縁 ～ 胴 部 破 片 外 面 2 ．5 Y R 4 ／4 鈍 い 赤 褐 色

2 土 師 器 杯 7 ，2 く2 ．5 〉 ロ ク ロナ デ　 底 部 へ ラ 削 り　 内 面 黒 色 処 理 底 部 ～ 休 部 外 面 5 Y R 4 ／4 鈍 い赤 褐 色

3 須 恵 器 密 － 自 然 軸 付 着 底 部 周 辺 破 片 外 面 1 0Y R 2 ／1 黒 色

4 須 恵 器 高 台 付 杯 － ［8 ．3 ］ （2．7 〉 底 部 回 転 糸 切 り後 高 台 貼 り 付 け 高 台 ・底 部 2 0 外 面 10 Y R 4 ／1 褐 灰 色

5 須 恵 器 褒 つ まみ 径

2 ．7 － （3，3 〉 ロ ク ロ ナ デ　 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り　 宝 珠 つ ま み 貼 り 付 け 2 0 内外 面 10Y R 6 ／3 鈍 い黄 橙 色

6 須 恵 器 】不 － 7 ．6 〈2） ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 底 部 略 文 に よ る 記 号 底 部 8 0 外 面 1 0 Y R 6 ／3 鈍 い黄 橙 色

7 須 恵 誰 坪 5 ．6 〈2 ．7 〉 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 火 だ す き 4 0 内外 面 10 Y R 6 ／1褐 灰 色

8 須 恵 器 坪 ［1 3 ．4 ］ 〈4 〉 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 火 だ す き ロ 紐 破 片 内 外 面 10 Y R 5／1灰 褐 色

番 号 器　 確 長 さcm 幅 m 厚 さm 重 量 g 備　 考

9 鉄 嫉 1 3 ．8 0 ，8 0 ．5 1 3 基 部 欠 損

1 1 角 参丁 5 ．2 2 ．1 0 ，4 8 先 端 部 欠 損

第1表　H81号住居址遺物観察表

H83号住居址

遺構は26－はグリッドに位置し、H81に切ら

れ大半が破壊されている。調査規模は東西1．0m、

南北1．8m、検出面から床面までの深さは35cmを

測る。平面形態の全体像は不明である。確認され

た覆土は黒褐色土の単層である。壁際には幅15

cm内外の溝が認められた。ピットは小ピットが1

個存在したが性格は不明である。堀方には地山の

砂を含む黒褐色土が埋め込まれていた。

遣物は土師器の坪・喪が出土した。全体的に土

器が厚手で丸底の坪が含まれることから古墳時代

後期としたい。

H81

1黒褐色土眉（10YR2／2）地山砂・小石を含む。

2　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を多く含む。

3　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を含む。（貼床）　　　　700．700m

4　暗褐色土層（10YR3／3）地山砂を多く含む。 Om　　　（1．80）　　　2m

第3図　H83号住居址実測図

H89号住居址

遺構は26－へグリッドに位置し、H83・91・F24に切られる。調査規模は東西5．3m、南北5．2m、

検出面から床面までの深さは40cmを測る。平面形態はやや隅丸の方形である。覆土はすり鉢状に堆

積した自然堆積と思われる。床面は全体に貼り床され硬質である。壁際には幅10～15cm程度の溝が

巡る。ピットは径60cm内外、深さ70cm内外の主柱穴が4本と小ピットが認められた。カマドは北壁

の中央に構築されているが、煙道部の立ち上がり及び、西袖の大半はF24のピットに破壊されている。

カマドは粘土を主体として構築し、一部石材を利用している。火床は半分程度残存し、火床からは緩

やかな角度で煙道部となり北壁外に立ち上がる。堀方は中央の堀り込みは少なく周囲が低い状態であ

る。

遣物は土師器の坪・餐・砥石が出土した。形状の残るものが多く出土している。胴中央付近に最大

径のある土師器聾の存在から6世紀、古墳時代後期としたい。また小型賓の口縁部から胴部にかけて、

墨痕が認められる。
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第1節　竪穴住居址

′　ニ

＿∴＿＿．

10　8　E’

∴．，∴

1黒褐色土層（10YR2／2）地山砂・小石含む。

64旦，2　黒褐色土層（10YR3／2）地山砂多量に含むD

700．600m

（180）　　　　2m

13　　　　15　　　　　3　5

3　黒褐色士層（10YR2／2）1層より黒色強。

4　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を多く含む。

5　褐色土層（10YR4／4）砂主体

6　黒褐色土層（10YR2／3）砂を多く含む。

7　褐色土層（7．5YR4／6）焼土。

8　灰褐色土層（7．5YR4／2）粘土、内側は焼けて赤色か

8’灰褐色土層（7．5YR4／2）崩壊粘土

9　褐色土層（7．5YR4／6）焼土。

10　灰と焼土層。

，2，。，4，。　壁　11暗褐色土層（10YR3／3）地山砂を含む。

12　黒褐色土層（10YR2／3）柱痕。

13　黒褐色土層（10YR2！3）地山砂。小石を含む。締まりあり。（貼床）

14　黒褐色土層（10YR2／3）砂を多量に含み黒色土を含む。

15　鈍い黄褐色層（10YR5ノ4）砂主体。

16　黒褐色土層（10YR3／2）砂多量に混入。（ピット堀方）

第4図　H89号住居址（1）遺構・遺物実測図
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ

第5図　H89号住居址（2）遣物実測図
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第1節　竪穴住居址

ロ19
第6図　H89号住居址（3）遺物実測図

⊂＝＝フ
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番号 器　 種 器　 形 口径cm 底径cm ♯高om 調　　 整・文　　 様 残存率・部位 色調等

1 土師器 杯 ［14 5］ 丸底 〈5〉 ロ緑横ナデ　 外面へラ削り後ミガキ　 内面ミガキ一部男色 4 0 外面5Y R 6／4鈍い橙色他

2 土師器 杯 13．3 丸底 5
口縁横ナデ・ミガキ　 外面へラ削り・ナデ・黒色処理？

内面黒色処理・放射状ナデ
9 8 内外面10Y R 2／1黒色

3 土師舘 壌 14．2 － （7．3〉 口線横ナデ　 外面へラ削り　内面へラナデ 口緑100～胴上部 外面7，5 Y R 7／3鈍い橙色

4 土師器 賓 15，4 － 〈6．2〉 口縁横ナデ・ミガキ　 内面ナデ ロ線90～胴上部 内外面10Y R7／4鈍い黄橙色

5 土師器 染 14．2 －
〈8．4〉 u 緑傾ナチ　 外面へラ削り後ナデ　 内面へラナデ 日録100～胴上部 内外面2．5Y R 5／6明赤褐色

6 土師器 とっ手 6．9 く4．6〉 外面・底部へラ削り 底部10 0～胴下郡 外面5Y R 6／4鈍い橙色他

7 土師器 賓 － － 〈7．1〉 外面へラ削り　 内面ナデ とっ手 外面7．5Y R 6／4鈍い橙色

8 土師箸旨 壷 19 － 10．7 目線内外面積ミガキ　 外面ミガキ　 内面へラナデ・ミガキ □緑95～胴上部 外面10YR 7／4灰鈍い黄橙色

9 土師捨 小型褒 12．6 5．2 7．4
口線傾ナデ　 外面へラ削り後ナデ　 底部へラ削り　 内面へラ

ナデ　 外面口縁部から胴中央部にかけて墨汁痕
80 外面7．5Y R3／2黒褐色

10 土師器 小型聾 ［13．4］ ［5 6］ 8．2
目線横ナデ　 外面へラ削り後ナデ　 底部へラ削り　 内面へラ

ナデ　 内外面黒色
50 内外面10Y R 2／1黒色

11 土師器 鉢 15．8 〈8．1〉 □緑横ナデ　 外面へラ削り　 内面へラナデ 70 外面5Y R 5／3鈍い赤褐色

12 土師滑 襲 31．5 7．8 26．7 口線横ナデ　 外面へラ削り後ミガキ　 内面へラナデ後ミガキ 80 外面10Y R 7／3鈍い黄橙色

13 土師器 染 － 7．5 〈10〉 外面へラ削り後榔ナデミガキ　 内面へラナデ 底部～胴下半 外面10Y R 7／3鈍い黄橙色他

14 土師器 饗 16．5 ［6．6］ （32．5〉 □緑横ナデ　 外面・底部へラ削り　 内面へラナデ　 輪棲み痕 6 0 外面10Y R 7／3鈍い黄橙色他

15 土師詣 褒 18．4 5．8 35．8 ロ線横ナデ　 外面・底部へラ削り　 内面へラナデ 8 0 外面10Y R 7／3鈍い黄橙色他

16 土師器 喪 20 7．1 35．5 口緑横ナデ　 外面・底部へラ削り　 内面へラナデ　 輪積み痕 9 9 外面5Y R 6／6橙色他黒褐色

17 土師器 喪 18．2 6．9 34．4 口緑横ナデ　 外面・底部へラ削り　 内面へラナデ　 木葉痕 7 0 外面10Y R 7／3鈍い黄橙色他

番号 舘　 種 長さcm 幅cm 厚さcm 垂虻鹿 備　 考

18 砥石 10．1 8．2 7 6 64．1

19 砥石 8．6 5 4．3 2 34

第2表　H89号住居址遺物観察表

H90号住居址

遺構は28－はグリッドに位置し、D34に切られる。調査規模は東西3．7m、南北3．0m、検出面から

床面までの深さは最深で30cmを測る。平面形態はやや東西に長い隅丸方形である。残存した部分の

床面はやや硬質である。壁際に溝は確認できなかった。ピットは判明しづらく床面上で3個、堀方で
5個確認できた。位置はやや変則であるがPl～4が主柱穴、P5・7は入り口に関するものと考え

られる。カマドは北壁の中央に構築されているが、破壊され、形状はとどめていない。僅かな粘土と

火床が残存しているのみである。

遺物は土師器の賓、須恵器の杯・蓋・嚢が出土した。底部回転糸切り後未調整の須恵器杯及び口縁

がやや「コ」の字になりかけの武蔵嚢の存在から8世紀末から9世紀前半、平安時代としたい。
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ
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700．600m

1黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を含む。

2　黒褐色土層（10YR2／3）1層より黒色強。

3　灰褐色土層（7．5YR4ノ2）粘土。

4　暗褐色土層（7．5YR3／4）焼土。

5　黒褐色士層（7．5YR2ノ2）地山砂・小石を含む。（カマド堀方）

6　黒褐色土層（10YR2／2）5層より黒色強。（カマド堀方）

7　黒褐色土層（10YR2！3）

8　暗褐色土層（10YR3／3）

9　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂を多く含む。締まる。（貼床）

10　黒褐色土層（10YR3／2）地山砂を多く含む。締まる。（貼床）

om　　（1．80）　　2m ll　褐色土層（10YR4／4）砂主体。

12　黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を含む。（ピット堀方）

6〒冒
8

第7図　H90号住居址遺構・遣物実測図

番 号 器　 種 器　 形 口径 m 底 径 cm 器 高 相 調　　 整 ・文　　 様 残 存 率 ・部 位 色 調 等

1 土 師 舘 婆 ［2 0 ．8 ］
－

〈7 〉 口縁 横 ナ デ　 外 面 へ ラ 削 り　 内 面 へ ラナ デ 目線 破 片 外 面 7 ．5 Y R 5 ／4 鈍 い 褐 色

2 土 師 器 頭 － 4 ．3 （8 8 〉 外 面 ・底 部 へ ラ削 り　 内 面 へ ラ ナ デ 底 部 ～ 胴 下 部 外 面 7 ．5 Y R 5 ／3 鈍 い 褐 色 他

3 須 恵 器 巧・ 1 3 ．6 6 4 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 火 だ す き 6 0 内 外 面 乙5 Y 6 ／1 黄 灰 色

4 須 恵 器 杯 ［1 4 ］ 6 ．3 3 ．8 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り　 休 部 に 制 作 時 の へ ラ 傷 5 0 内 外 面 1 0 Y 5 ／1 灰 色

5 須 恵 器 杯 ［14 ，3 J 6 ．3 4 ．4 ロ ク ロ ナ デ　 底 部 回 転 糸 切 り 6 0 内 外 面 2 ．5 Y 6 ／1 黄 灰 色

6 須 恵 器 蓋 － ［1 6 ，3 ］ 〈2 ） ロ ク ロ ナ デ　 天 井 部 回 転 糸 切 り 2 5 内外 面 N 6 ／0 灰 色

7 須 恵 器 壷 － ［1 2 ，2 ］ 〈2 ．5 〉 高 台 貼 り付 け 高 台 ・底 部 破 片 外 面 5 Y 5 ／1灰 色

8 須 恵 詣 EE ［1 1．4］ － （8 〉 ロ ク ロナ デ　 口 絵 折 り 返 し　 自然 粕 付 着 日経 破 片 外 面 5Y 4 ／1灰 色

9 須 恵 詰 襲 － － 〈9 ，7 ） ロ ク ロナ デ　 外 面 櫛 描 波 状 文 2 段 、 櫛 描 文 1 段 ロ 線 破 片 外 面 1 0 Y R 4 ／1褐 灰 色 他

第3表　H90号住居址遣物観察表

ー233－



第2節　掘立柱建物址

H91号住居址

遺構は26－はグリッドに位置し、H81に切られる。規模は東西2．2m、南北は残存規模の最大で87

cm、確認面から床面までの深さは35cmを測る。床面は壁際であるためかやや硬い程度で、石が散在

し、壁際には溝が巡らされている。ピット・カマドは確認できなかった。

遺物は出土しなかった。古墳時代後期と考えられるH81に切られることから古墳時代後期以前とし

たい。

1黒褐色土層（10YR2／2）地山砂・小石を含む。

2　黒褐色土屑（10YR2／3）地山砂・小石を多く含む。

3　黒褐色土屑（10YR2！2）（貼床）

4　暗褐色土層（10YR3／3）地山砂を多く含む。

700．700m

Om　　　（1ニ80）　　　2m

第8図　H91号住居址実測図

H92号住居址

遺構は27－へグリッドに位置し、F24のピットに切られ、北東コーナーから南西コーナーにかけ

ての北西側は調査区域外となる。調査規模は東西3．4m、南北3．2m、確認面から床面までの深さは15

cm内外と浅い。壁溝、ピット、カマドは確認できなかった。弥生土器・土師器の嚢・須恵器の高台付

坪等が出土したが童は少ない。時期は不明である。

第9図　H92号住居址実測図

1黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を含む。

2　褐色土層（10YR4／4）地山砂主体。（堀方）

700．600m

Om　　　　（180）　　　2m

第2節　掘立柱建物址（F）

F24号掘立柱建物址

遺構は26一ヘグリッド周辺に位置し、H89・92を切る。確認できたのは東西4間、南北1問の6

個のピットである。確認面上での形状はP4が楕円形であるのを除きほぼ円形である。直径は1．1m内

外、深さは50～75cmを測る。P2～5は柱痕と思われる部分が一段深くなる。

古墳時代の住居址を切り、ピット内からは奈良・平安時代の須恵器・土師器坪片が出土しているこ

とから奈良・平安時代としたい。
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ

3　4　　　B’

1黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を含む。

2　黒褐色士層（10YR2／3）ロームブロックを含む。　4　暗褐色土（10YR3／3）地山砂を多く含む。

3　黒褐色土（10YR2／2）地山砂を含む。　　　　　　5　暗褐色土層（10YR3／4）地山砂主体。

第10図　F24号掘立柱建物址実測図

・㍉∵

700．600m

Om　　　　（1．88）　　　2m

第3節　土　坑（D）

D34号土坑

遺構は27－はグリッドに位置し、H90を切る。規模は東西2．2m、南北2．4m、検出面からの深さは

30cmを測る。時期は8～9世紀前半の住居址を切ることから平安時代または中世としたい。

′

B　　　　　　　　1　2　　B’

二二　　　∴

1黒褐色土層（10YR2／3）地山砂・小石を含む。

2　黒褐色土層（10YR2／3）1層より黒色軌

700．600m

Om　　　（1こ80）　　　2m

第11図　D34号土坑実測図

△崎くこ：二二＞

第12図　遺構外遺物実測図
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ
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図版

H81・H89号住居址遺物
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第Ⅲ章　西八日町遺跡Ⅶ
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H89・90号住居址遺構外遣物
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西一本柳遺跡ⅩⅣ全体図（1：200）
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北一本柳遺跡Ⅲ全体図（1：200）
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北一本柳遺跡Ⅲ中世遺構60～65グリット拡大図（1：50）
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東大門先遺跡II全体図（1・：200）

西八日町遺跡Ⅲ全体図（1：200）
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ふ　　 り　　 が　　 な ひがしだいもんさき　 いせき　 に

書　　　　　　　　　 名 東大門先遺跡Ⅱ

副　　　 書　　　　 名

巻 次　 シ リ　ー　ズ 名 佐久市埋蔵文化財発掘調査報告書

シ　 リ　 ー　 ズ　 番　 号 1 7 5 集　 第 3分冊

編　　 著　　 者　　 名 森泉かよ子

編　　 集　　 機　　 関 佐久市教育委員会文化財課

発　　 行　　 機　　 関 佐久市教育委員会文化財課

発　 行　 年　 月　 日 2 0 1 0 0 3 3 1

作　 成　 機　 関 I D

郵　　 便　　 番　　 号 3 8　5 0 0 0 6

住　　　　　　　　 所 長野県佐久市志賀 5 6 5 3

ふ　　 り　　 が　　 な ひがしだいもんさき　 いせき　 に

遺　　　 跡　　　　 名 東大門先遺跡Ⅱ （I I H Ⅱ）

ふ　　 り　　 が　　 な ながのけんさくしいわむらた　 あざ　 ひがしだいもんさき 。にしだいもんさき

遺　 跡　 所　 在　 地 長野県佐久市岩村田字東大門先 e西大門先

市　 町　 村　 コ　 ー　 ド 2 0 2 1 7

遺　　 跡　　 番　　 号 佐久市　　 52

北　　　　　　　　 緯 3 6 0　－ 1 6 ′　－0 ′′ （世界測地系）

東　　　　　　　　 経 1 3 8 0　－ 2 8 ′　－ 3 2 ” （世界測地系）

調　　 査　　 期　　 間 2 0 0 6 0 5 1 0 － 2 0 1 0 0 3 3 1

調　　 査　　 面　　 積 2， 7 3 0 前

調　　 査　　 原　　 因 まちづくり交付金事業　 都市計画道路 3． 3 ． 3 ．　 原東 1号線

種　　　　　　　　　 別 集落

主　　 な　　 時　　 代 弥生前期 ・古墳後期 。奈良 。平安中世

遺　 跡　 の　 概　 要 集落一中世一竪穴状遺構＋土坑＋ピット＋清一青磁＋古瀬戸

集落一古代一竪穴住居址＋掘立柱建物址＋ピット＋土坑＋溝

一須恵器＋土師器＋金属製品＋石製品

一弥生前期一土坑一弥生土器＋炭化小豆

特　　 記　　 事　　 項 奈良 ・平安時代焼失家屋と土器と金属器のセット

弥生前期の土坑と底面出土の賓と炭化小豆



ふ　　 り　　 が　　 な にしようかまち　 いせき　 さん

書　　　　　　　　　 名 西八日町遺跡Ⅲ

副　　　　 書　　　　 名

巻 次　シ リ　ー　ズ 名 佐久市埋蔵文化財発掘調査報告書

シ　 リ　 ー　 ズ　 番　 号 1 7 5 集　 第 3 分冊

編　　 著　　 者　　 名 森泉かよ子

編　　 集　　 機　　 関 佐久市教育委員会文化財課

発　　 行　　 機　　 関 佐久市教育委員会文化財課

発　 行　 年　 月　 日 2 0 1 0　　3 3 1

作　 成　 機　 関 I D

郵　　 便　　 番　　 号 3 8 5 0 0 0 6

住　　　　　　　　　 所 長野県佐久市志賀 5 6 5 3

ふ　　 り　　 が　　 な にしようかまち　 いせき　 さん

遺　　　　 跡　　　　 名 西八目町遺跡Ⅲ （I N C Ⅲ）

ふ　　 り　　 が　　 な ながのけんさくしいわむらたにしようかまち

遺　 跡　 所　 在　 地 長野県佐久市岩村田字西八日町

市　 町　 村　 コ　 ー　 ド 2 0 2 1 7

遺　　 跡　　 番　　 号 佐久市　　 52

北　　　　　　　　　 緯 3 6 0　－ 1 5 ′　－5 9 ” （世界測地系）

東　　　　　　　　　 経 1 3 8 0　－2 8 ノ　ー 3 6 ” （世界測地系）

調　　 査　　 期　　 間 2 0 0 7 0 4 2 6 － 2 0 1 0 0 3 3 1

調　　 査　　 面　　 積 2 ， 6 5 0 Id

調　　 査　　 原　　 因 まちづくり交付金事業　 都市計画道路 3 ． 3． 3．　 原東 1号線

種　　　　　　　　　 別 集落

主　　 な　　 時　　 代 古墳後期 ・奈良 e平安

遺　 跡　 の　 概　 要 集落一古代一竪穴住居址＋掘立柱建物址＋ピット＋土坑＋溝

ー須恵器＋土師器＋金属製品＋石製品＋和銅開弥

道路一中世一溝一骨

特　　 記　　 事　　 項 古墳後期から平安時代の集落変遷



書　　　　　　　　 名 岩村田遺跡群　 西八日町遺跡Ⅶ

ふ　　 り　　 が　　 な いわむらだいせきぐん　 にしようかまちいせき　 なな

シ　 リ　　　　 ズ　 名 佐久市埋蔵文化財発掘調査報告書

シ　 リ　 ー　 ズ　 番　 号 第175集　 第 3 分冊

編　　 著　　 者　　 名 上原　 学

編 集 ・発 行 機　関 佐久市教育委員会　 社会教育部　 文化財課

発　 行　 年　 月　　 日 2 0 1 0 ．3

郵　　 便　　 番　　 号 3 8 5 － 0 0 0 6

電　　 話　　 番　　 号 026 7－68 －732 1

住　　　　　　　　 所 長野県佐久市志賀 5 6 5 3

遺　　　　 跡　　　　 名 西八日町遺跡Ⅶ （IN C Ⅶ）

遺　 跡　 所　 在　 地 長野県佐久市岩村田2 130 －6

遺　　 跡　　 番　　 号 佐久市　　 52

北　　　　　　　　 緯 北緯36度16分0秒 （世界測地系）

東　　　　　　　　　 経 東経 138度28分36秒 （世界測地系）

調　　 査　　 期　　 間
平成19 （2007）年10 月 1 日～平成20 （20 08）年 1月10 日 （現場）

平成20 （2008）年 1 月11 日～平成22 （20 10）年 3 月31 日 （整理作業）

調　　 査　　 面　　 積 1 2 5 I五

調　　 査　　 原　　 因 まちづくり交付金事業　 都市計画道路千歳線 3 ． 5． 16線　 道路整備

種　　　　　　　　　 別 集落跡

主　　 な　　 時　　 代 古墳 e平安

遺　 跡　 の　 概　 要 集落址一古墳＋平安一竪穴住居址＋掘立柱建物址＋土坑一土器＋石製品＋鉄製品＋石器

特　　 記　　 事　　 項


